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平成 30 年度　日本地下鉄協会マナーポスター（車両内中吊り用）

平成 30 年度　日本地下鉄協会マナーポスター（駅舎用）

Please hold on to the handrail 
when riding the escalator

Please wait in line and board the train 
in an orderly manner 
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Let's keep our voices down
주위 사람에게 폐를 끼치지 않도록 
조심해주세요

Please keep your baggage 
in front of you or on a rack
눈치 채지 못하였어도 부딪치고 있습니다

Please be considerate 
of others
필요한 분에게 자리를 양보해 주세요
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Good manners will bring smiles all around you.
매너 속에 넘치는 미소　　

g yGood manners will bring smiles all around you.
매너 속에 넘치는 미소매너 속에 넘치 미

木下美術館所蔵　『山海図絵』   不染鉄　大正14（1925）年 
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SUBWAY◎ࢊᭀ᪢ 3

ᴮᴫɂȫɔȾ
　ᴶ月ᴳ日ఝ明に発生しましたԈ海道ᑓળ東部地震にて、お̪くなりになられた方々に־の

を表しますとともに、ᚱ災されました全てのᄒさまに心よりおᓋいを႑し上ȥます。

　また、ेᒾに向け、ごୈ・ごԦ力をいただいた多くの関Ρ機関のᄒ様にព႑し上ȥます。

　ఠࢍࢧでは、昭和２年にᡅᬂ電車事業を運؆し始めてからற年12月に90周年をᣊえることが

できました。

　その間、昭和ᴲ年に乗նᒲ動車（ʚス）事業を、昭和46年には地下鉄事業を開業し、ࢍ؆̬

通が時代にնわせた「ࢍの足」として、そのमҾを担い続けることができたのは、Ʌとえに

通をごҟ用いただいているお客様のごୈ、ごঢ়顧の᠇࿎で̬؆ࢍのᄒ様をはȫめとしたࢍ

あり、心からព႑し上ȥます。

　ఠࢍࢧは、大正11年のࢍҤஃ行以来、ڒࢍɗ̷ՠを拡大し続け、昭和45年に̷ՠ100˥̷を

ሶᆍし、その２年後の昭和47年には͎ް都ࢍへ移行し、今では̷ՠ196˥̷をଥする大都

。に発展しましたࢍ

として公共̬通ʗットʹークの˹ಎ「の足ࢍ」、通は、この急ᣱな発展の礎となり̬؆ࢍ　

を担ってきましたが、本ሟでは、ఠ̬ࢍࢧ通事業のあəɒɗጽ؆ϧ全化に向けた取組をごጳ̿

させていただきたいと९います。

ᴯᴫఠ̬ࢍࢧᣮ̜ഈɁȕəɒ
ḻ　ࢍ؆̬ᣮ̜ഈɁࢪᩒȤ

　明ผ42年、ᆀҒࠞのᆀయ運ଂを目的として、ఠࢧ区᳣ࠞᵻ豊平町ᆀҒࠞሰのด間（現在の˹

区ԧ２స西11丁目͇近ᵻԧ区ᆀࠞ）をᮗ車鉄道がᠨり始めました。ᮗ車鉄道は、ᮗにᢀ道上܄

の客車を࿒かせるもので、以後、ࢍ内の主要地ڒにᢀ道を拡張しながら、客車ୣも増ɗすなȼ、

ఠࢧの公共̬通の基礎をͽり上ȥていきました。

̬ᣮࠈႆȞɜࢳ��ɥᣊțȹ

巻頭随想
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ᴹல֪қఙɁఠࢧϦ車͇کᣋᴻᴹผ��年ᬰɁఠࢧϦ車کᣮりᴻ

　そのような˹、大正７年ᴵ月１日に、Ԉ海道の開道50周年をᜤ念した「Ԉ海道大ԩᜄ会」が

開ϸされることを受け、ࢍ内̬通のᄽしが行なわれ、୫化都ࢍにɈさわしい乗り࿎としてᮗ

車鉄道からᡅᬂ電車への移行がขްしました。急ᤦ、アメリカよりレールが取り߆せられ、ሶ

貫工事のもとպ月11日のۻにީ成し、翌12日に開業となりました。

　ᡅᬂ電車はその後、ᬲᝩに業をͩɃしᡅ線もᬲඒ࣫長されていき、より公共性も高まって

いきました。このため、ఠࢍࢧでは、電車事業のࢍ؆化に向けた動きが活発化し、昭和２年12

月１日に、ఠࢧ電気ᢀ道株式会社との間で電車事業の៳ՖのᝩԱが行われました。これにより

「ఠࢍࢧ電気ࠈ（現ఠ̬ࢍࢧ通ࠈ）」が発足、ࢍ؆による電車事業のධխのࢪが上がりました。

Ḽ　ࢍ؆Ⱦɛɞ車ˁʚス̜ഈɁછЭ

　ஃ設の拡張ɗ車両の増ऐなȼ、ᡅᬂ電車事業を拡充する一方で、大正期に入ってからは़々

にᒲ動車がௐՒし始め、؆のʚス事業も大きな進展をせていました。公共̬通፤の拡充を

図るఠࢍࢧでは、ᡅᬂ電車ᢀ道のない地ڒの̬通をᆬ保するため、昭和ᴲ年10月からࢍ؆によ

るʚス事業を開始、さらに、昭和ᴵ年にはఠࢧ乗նᒲ動車株式会社を៳Ֆし、事業を拡大させ

ました。

　その後、̚による日本全体の社会ጽຑষӯにնわせ、ࢍ؆̬通事業も˪安ްかつͲᣘの時

代をᣊえました。యɗ̷員、ྖ୳˪足なȼにより事業のፕ続はٌ難なมが続きましたが、

その間、昭和1�年に「電気ࠈ」は「̬通事業所」と改ለ、さらに、ጶ後の昭和22年には「̬

通ࠈ」と改ለされました。

　後のຉ̒期からेᒾをጽて昭和30年代に入ると、ఠࢍࢧへの̷ՠ集˹がӏᣱ、これにͧい

ᡅᬂ電車ɗʚス事業は、ᢡ送ᑤ力のऐ化が急務となり、新車両の導入ɗᡅ線፤の拡大なȼ、大

きな進展をᤁȥていきました。

　なかでも、昭和33年のᡅᬂʑィーʆルカーと、昭和35年のߒի͇観光ʚスの運行開始は、国

内初として注目されました。また、昭和36年にはʹンʨンʚス、昭和45年にはʹンʨン電車の

ᴹல֪қఙɁࢍǿԧᴮసᣮりᴻ ᴹல֪33年ᄊکǿౝ፷˪ᛵɁʑɭーʆʵ車ᴻ
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運行も始まりました。

ḽ　̬ᣮ̜ഈȾ۰۾ᬆɥɕȲɜȪȲ地下鉄Ɂᄊک

　ᡅᬂ電車にʚスと、地上の̬通፤が᭣ᡮ的な発展をᤁȥる一方、高度ጽຑ成長の波はʨイカー

ʠームにもઍ車をかけ、都ࢍ部の̬通ດໞをऀきᠭこすこととなりました。そこで、地下に対

する新たなժᑤ性に目が向けられることとなり、ఠࢍࢧでも地下鉄࣮設の೫を開始し、昭和

39年には「ఠࢧ方式地下鉄車両第１ඒᝁ᮷車」がީ成しました。その後、なる೫を重ɀた

結、ついに地下鉄࣮設をขް、昭和44年から地下鉄「ԧԈ線」の࣮設工事にᅔ工しました。

　翌45年にఠࢍࢧの̷ՠは100˥̷をሶᆍ、大きく̷ՠをͩɃす˹で、新たな高ᣱᢡ送がժᑤ

な̬通፤の϶は、そのީ成がशちఖまれました。そして昭和46年12月、地下鉄ԧԈ線「Ԉ24

సᵻᅊᮤ内間」が開業、ఠࢍࢧの̬通事業の新たなʤーʂを開きました。開業の２か月後には、

「第11وѧޖオリンピックఠࢧ大会」が開かれ、ఠࢍࢧは大きなྒ気にӿまれました。

　地下鉄の生は、ࢍ内公共̬通の基ࢷを地下鉄が担い、ᡅᬂ電車とʚスがこれをᛃީすると

いう̬通体ጕをᆬ立し、̬通事業に大きな۰ᬆをもたらしました。

ᴹ�000ጕ車両（ԧԈ፷）ᴻ ᴹ�000ጕ車両（ూᛴ፷）ᴻ

Ḿ　地下鉄ᩒഈऻ

　ḧ地下鉄の発展

　 　なȼのۿψに運行をࡿծされない地下鉄は、新しいࢍの足としてජᣊされ、昭和51年

には東西線「၆ͬᵻᄌᆀ間」が開通しました。これにより、ᴲ年Ұに開通したԧԈ線と大通

ᮟで̬ࢃし、東西ԧԈに࣫びるࢍ内̬通のࢷ線が出来上がりました。

　 　また、昭和5�年７月のᅔ工以来、ᴲ年ͺの難工事のఞ、東豊線「ಂ町ᵻ豊෩すすきの間」

が昭和63年12月に開業しました。

　 　地下鉄は、昭和46年の開業以᪃もࢍӯの発展にͧって各線を࣫長して、現在では全長

4�ëí、49ᮟまで拡大し、積ߍѯというԈ国の気ψにࡿծされない「ࢍの足」として公

共̬通ʗットʹークの˹ಎを担っています。

　Ḩʚス事業のᄱ、᎔ߴ、ࣔඨ

　 　ʚス事業は、昭和55年には؆業ᡅ線1¬113ëíとピークをᣊえましたが、平成に入るとጽ؆

ϧ全化の一環として、一部のʚスᡅ線を間ʚス事業者にឲຝするなȼ、ʚス事業は᎔ߴの

一ᣩをᣆりました。

　 　その後、平成13年にኍްした̬通事業改ᬆプランに基ȸき、ࢍ؆ʚス事業のࣔඨをข断し、

平成16年３月ఞをもって、最後の1�ᡅ線をԈ海道˹܄ʚスに移行しました。これにより、ࢍ

؆ʚス全ᡅ線の間ʚス事業者へのឲຝがީ̘し、িしまれつつも74年にわたるʚス事業に

。が下ろされましたࢪ
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　ḩᡅᬂ電車の۰ᤢ

　　ᴹᡅᬂ電車の᎔ߴ、ࣔ線ᴻ

　　 　昭和39年には、ఠࢍࢧの基̬ࢷ通としてᡅ線の፱࣫長は約25ëíにもなりましたが、ᒲ

をឲり、ᡅ線については昭和49年に࣋用車のௐՒɗ、地下鉄の開通にͧい、その主मの

約�®5ëíまで᎔ߴされました。

　　ᴹᡅᬂ電車のސ続、活用ᴻ

　　 　ᡅᬂ電車のސ続問ᭉについて、「ࢍアンɻート」ɗ「ڨࢿさっɐろ」での公ӭ、「ࢍ

電フɳーラム」によるʑィスカッシʱンなȼ、ࢿࢥいឰᝲを行い೫を重ɀた結、平成

17年２月にఠࢍࢧの方ᦉとして、ᡅᬂ電車のސ続を発表しました。

　　 　さらに、様々な೫をᡍまえて、平成24年に、ᡅ線のループ化をはȫめとしたᡅᬂ電車

のまちȸくりへの活用のあり方なȼをまとめた「ఠࢍࢧᡅᬂ電車活用画」をኍްしまし

た。

　　ᴹ新ټͲࣂ車両「ʧラリス」の導入ᴻ

　　 　平成25年ᴲ月から、従来の車両よりもᬂࣂが50ãíɎȼͲくなった新ټͲࣂ車両の؆業

運行を開始しました。このͲࣂ車両は、初めてѯ装置ɗÌÅÄ式行а表ᇉبなȼを装϶

したɎか、高ᳮ者ɗފ供をはȫめ、全てのҟ用者が乗り᪃りしɗすく、乗車ް員が約２Ҿ

増となっています。

　　 　また、ࢍにঢ়ᅔのあるސ在にするため、Ԉ極を֞する「ʧラリス」というঢ়ለが

公ӭにより͇けられたɎか、そのТれたʑʀイン性から平成25年度のɺッʓʑʀイン᠈を

受᠈しました。

ᴹȈఠࢍࢧ؆ʚスȨɛȽɜࣻъȉȾȹǾSÔマーɹɁり۶Ȫᴻ

ᴹټͲࣂ車両Ȉポʳʴスȉᴻ
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　　ᴹᡅᬂ電車のループ化ᴻ

　　 　平成27年12月、都心の᠃わいのᢉであるఠࢧᮟҰ通において、西４丁目ϦႡ場とすすき

のϦႡ場を結び、ҟ用者のҟΠ性の向上とまちȸくりへの活用を図るため、新たに都心線

を開業し、ᡅ線のループ化を行いました。

　　 　このループ化にնわせて、ᝤもが気ᢌに歩道からᄽᡅᬂ電車に乗᪃できるよう、サイ

ʓリʀベーシʱン方式でߴᡅϦႡ場なȼを϶しました。

　　ᴹᡅᬂ電車のこれからᴻ

　　 　ᡅᬂ電車は、̷ɗ環境にɗさしく、ᚔのᰀ力ɗにȡわいを創出する都ࢍ基ᄷとして重要

なमҾを担っています。これからは、ᝤもがҟ用しɗすいように、Ͳࣂ車両の導入ɗϦႡ

場のʚリアフリー化を図ってまいります。

ᴹఠࢍࢧᡅᬂ車ʵーʡԇᩒഈࣻъᴻ ᴹɿɮʓʴʀーʣーʁʱʽࣻȺ϶ȨɟȲߴᡅϦ
Ⴁکᴻ

ᴰᴫጽ؆ϧпԇȾտȤȲጸ
の基ᄷஃ設として大きなमҾをたしࢍ生活に欠くことのできない都ࢍ、通事業は̬؆ࢍ　

てきましたが、ᒲ動車のௐՒɗ都ࢍഫᣲの۰化なȼにͧいҟ用̷員はͩびভɒ、また、地下鉄

࣮設にΡる本៵២担の増ɗ̷͔៵の上等により、事業ጽ؆が極めてҩなมにりま

した。

　このため、߬来に向けてጽ؆の安ްとࢍサービスの፟ધ向上を図るため、平成３年12月に

続をҰ提とした「̬通事業ጽ؆ϧ全化画」をኍްし、その後の社会・ጽސ通３事業の̬؆ࢍ

ຑมの۰化にᨺɒて、よりጽ؆の効率化を図るため、平成11年度には「ጽ؆ϧ全化画ेو

ኍ」をኍްしました。

　さらに、平成13年12月には、ࢍ؆̬通事業の担うべきमҾをᄽし、各事業の方向性をްめ

た「̬通事業改ᬆプラン」をኍްし、地下鉄は本的なጽ؆効率化ɗ増Ֆ対ኍ、ҟ用進なȼ

を行いながらࢍ؆で፟ધしつつ、ᐍన化のᕻしいᡅᬂ電車についてはࣔސをֆめて事業の方向

性をѓ೫することとし、ࢍ؆ʚスに関してはࢍ២担の፱体的なᢌນとҟ用者サービス向上

のため平成15年度ఞまでにࣔඨすることとしました。

　地下鉄については、改ᬆプランを効的・щ体的に進めるとともに、国のްを受けたጽ؆

ϧ全化画をᅔ実に進していくための実行画として、「ఠࢍࢧ؆地下鉄事業10か年ጽ؆

画」（平成16ᵻ25年度）を平成17年１月にኍްしました。この画に基ȸき、ᮟ業務の݃ᜣ、

ᐳ員ްୣのҭນɗʹンʨン運転導入なȼ、ጽ؆効率化を進めた結、平成1�年度にはጽ常Ֆୈ

において昭和56年度以来25年ɉりにޏを上し、以来、ޏを平成29年度までፕ続している

なȼ、ᬲᝩに移しています。

　「ఠࢍࢧ؆地下鉄事業10か年ጽ؆画」は平成25年度でጶ̘したことから、平成26年ᴳ月に「ఠ
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通事業ጽ؆画」（平成26ᵻ30年度）をኍްしました。この画では「安全のᆬ保」「快̬ࢍࢧ

適なお客さまサービスの提供」「まちȸくりへの貢献」「ጽ؆力のऐ化」の４つのጽ؆方ᦉをް

め、このጽ؆方ᦉに基ȸき、画的に事業を進していくこととしています。

ᴱᴫፀɆȾ
　このたびのԈ海道ᑓળ東部地震では、Հᅊ町でԈ海道のධխ上初めてとなる最大震度７を観

ລしたɎか、ఠࢍࢧ内においても最大震度ᴳऍをᜤ᧸し、大規ൌなϦ電ɗ断෩、多くの方々が

避難をͺЕなくされるなȼ各地でᚱが発生いたしました。ఠ̬ࢍࢧ通ࠈにおいては、Ϧ電の

फᬭにより、一時、ᡅᬂ電車・地下鉄ともに全ᬂ運͡し、ेக後もኮ電対ख़のための特ҝʊイ

ʮによる運行を行う等、お客様には大۰ご˪Πをおかけしてしまいましたが、電力供ፈのม

も改ױしたことから、ᴶ月20日より、通常ʊイʮによる運行をѓ開いたしました。これもࢍ

のᄒ様をはȫめとしたࢍ؆̬通をごҟ用いただきているお客様Ւび関Ρ機関のᄒ様のごୈ、

ごԦ力の᠇࿎であり、改めて、この場をϋりてՀくॅᇊを႑し上ȥるඒ第です。

　今وの地震では改めてᒲུ災のᑦݏをまȩまȩとせつけられた結となりましたが、こ

れからも、お客様の期शと信頼にख़える公؆̬事業者であり続けられるよう、安全な運行Ւび

お客様のʕーʄにնうサービスの提供にӓめてまいります。

　今後、ఠࢍࢧは、̷ՠນᬂࠈߵに転ȫ、高ᳮ化率も上していくことがᣅまれているとと

もに、これまで都ࢍの発展にնわせて϶が進められてきた地下鉄ɗ上下෩道なȼの都ࢍ基ᄷ

の新を行っていく時期をᣊえます。

　ఝだᝤもጽ᮷したことのない̷ՠນ 、超高ᳮ社会のҢ来を目Ұにᣊえていますが、これは・ߵ

ఠࢧのᚔをハーʓ・ʇフトの両ᬂから創り۰えて、ఠࢧのᰀ力を高めていくܧ機とસえていま

す。

　そのため、ࢍ、企業、行が力をնわせて様々なᝥᭉに取り組ɓとともに、国内外から̷、

ʬノ、ষڨなȼを֣びᣅɒ、都ࢍのᰀ力をさらに高めて、「ᝤもがいつまでもͳɒ続けたいと

९うᚔ」、「ᝤもが安心して௨らし生現मとしてᢚき続けるᚔ」、「˰ႜ都ࢍとしてのᰀ力と活

力を創ᣲし続けるᚔ」を築き上ȥ、߬来の˰代にऀきፕいでいかなけれɃなりません。

　今後とも、ࢍの៣産である地下鉄とᡅᬂ電車の安全で安心なᢡ送サービスを提供し続け、

この「ࢍの足」をఠࢧのᚔとともにఝ来にऀきፕいでまいりますので、۰わらȿご理ᜓとご

ୈをお願いいたします。
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　　ɂȫɔȾ

　近年、社会的にफᬭの大きい、鉄道の信頼性を

るがしかɀないようなᢡ送トラʠルが続発していま

す。

　ற年12月、JR西日本が所する東海道・ࠞ新

線車両において、ի車ౕにきᚺ等が生ȫる重大イࢷ

ンシʑントが発生しました。きᚺに関わる音ɗにお

い等様々な異常をȫていたにもかかわらず、新ࢷ

線の運転がፕ続されました。本͔については、現在

も運ᢡ安全݃員会がᝩ౼を行っているところです。

　ᮐ都ٚにおいては、ற年10月Ւび11月の東京急行

電鉄田ٛ都ࢍ線における配電ɻーʠルૺϾɗ、10月

のJR東日本ޥ都線におけるがいしᆍૺによるᢡ

送᪩なȼ、फᬭ̷員が10˥̷を超えるような大き

なᢡ送᪩が続発しています。本年１月には、JR

東日本信ᠰ線において、により列車が長時間立

ちऱ生する事案が発生し、最長で15時間ԡにわたり

旅客が車内にᩐȫᣅめられるมとなりました。

　それȱれのᢡ送トラʠルのՁىのሱ明ɗѓ発᩻ඨ

対ኍの೫は、各鉄道事業者により行われていると

ころですが、これらのトラʠルのᑔには、共通す

る基本的なᝥᭉもあるのではないかとの考えから、

本年２月に、識者ɗ鉄道事業者等でഫ成される「鉄

道のᢡ送トラʠルに関する対ኍのあり方೫会」を

設置し、７月にとりまとめを公表しました。

　この೫会には、「ի車きᚺ対ኍWG」「ᢡ送᪩

対ኍWG」「組Ꭵ体Ҥ・技術ͤ承対ኍWG」の３つ

のWGを設け、それȱれのテーʨについて೫を

行いました。

　これにӏえて೫会では、安全ᢡ送に関する基本

的な問ᭉについて、˹長期的な視ཟに立ってȼのよ

うに取り組ɓべきかの方ᦉを理しました。

ᴮ　ի車Ƞᚺߦኍ

ḻ　೫Ɂጽᎁ

　鉄道事業者では、鉄道に関する技術上の基ໄをް

めるᅁ͎等の規ްに基ȸきի車ౕのከ理がなされて

いますが、ற年12月発生の新ࢷ線のի車ౕきᚺをは

َᴮ　೫会Ɂ下ȾᜫᏚȪȲᴰȷɁWÇ

ᜓᝢƋ

鉄ᤍɁᢡᣞʒʳʠʵȾᩜȬɞߦኍɁ
ȕɝ೫͢ȻɝɑȻɔȾȷȗȹ

ّ٠̬ᣮᅁ�ᦪᤍࠈ�੫ᚓ͙႕ᝥ
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ȫめとして、近年、ի車きᚺのトラʠルが続いてい

ることから、鉄道のᢡ送トラʠルに関する対ኍのあ

り方೫会において、ѓ発᩻ඨ対ኍの೫を行いま

した。

Ḽ 　ᜫǾᛏᣲǾ೫౼Ǿᤆ用Ɂյ᪡Ɂጸɥ፱ն

ᄑȾӨಘȪȲఊᤛȽȠᚺߦኍ

　ի車は、設、製ᣲ、೫౼、運用の４段階が፱ն

的に結びつくことによって安全がᆬ保されます。こ

のため、ի車のきᚺの発生ม、ի車の設、製ᣲ

方ศՒびի車の೫౼方ศなȼをᡍまえ、４段階を፱

ն的にӨ案し、今後のի車ౕのきᚺ対ኍの方向性を

とりまとめました。

ḧի車ɁᜫǾᛏᣲศɁ೫

　ի車を製ᣲするメーカー（以下「メーカー」とい

う。）等において、以下のような事ᬱを೫証し、॒

要にख़ȫて対ኍを行うこととします。

・ ի車ౕのきᚺの発生มɗ今وの新ࢷ線のի車ౕ

きᚺのように、きᚺが進展し部యを貫通しても、

他の部యにより、そのมが外からえなかった

ことをᡍまえると、トータルコストという観ཟか

ら鉄道事業者が行うް期೫౼の២担ᢌນɗ保ަコ

ストのͲນを考慮しつつ、下ᜤについてより一࠙

取組ɓ。

　・部を極力ߵなくする設

　・機ᑤを集約し部品ཟୣをͲນ化

　・ ҝの部యでᛷわれることによりީ成後はᄽᆬ

認できない部をժᑤな᪅りو避

　・ऐ度がͲいፕ手をժᑤな᪅りو避

・ ի車のきᚺの発生มからすると、近年において

も部からのきᚺが発生していることから、製

ᣲᤈሌで˪϶となった製品が出ᔸされないよう

に、製ᣲᣩ˹ɗ製ᣲ後における೫౼方ศɗҜް基

ໄについて೫証し、॒要にख़ȫᄽしを行う。

・ ͽ業者に対しては、ի車ౕの高い品質のᆬ保が鉄

道の安全ᆬ保にᄽ結していることを識͇けたう

えで、今وの新ࢷ線のի車ౕきᚺのように設で

許߁するኰٍを超えてϫɃりの下ᬂをҭる等の安

全上ፏ対に行ってはならないͽ業を改めて周知徹

するとともに、品質ᆬ保のためのଡ଼ᑎᜡᎃ等をࣄ

充実する。

・ ͽ業者が設に基ȸくͽ業ᇉȼおりのͽ業を行

うことが徹ࣄされていることをᆬ認するため、ͽ

業実ৰを適ੰ૱し、設図ᬂ通りஃ工されてい

るか、ͽ業ൈໄ等の社内規ްに᜔していないか

等をཟ೫できる体Ҥをഫ築する。

・ ͽ業者が設に基ȸくͽ業ᇉȼおりのͽ業がで

きない場նは、ͽ業者が現場ᄶᅚ者等へ֖ڨし、

製ᣲ部門だけで対ѿできない場ն、設ɗ品質ከ

理部門とԦឰを行う体Ҥをᆬ実にഫ築する。

Ḩի車ౕɁ೫౼マʕʯɬʵɁᄽȪ

　ի車ౕの೫౼ʨʕュアルは、以下のような観ཟか

らᄽしを行う॒要があります。

・ 下ᜤのような重ཟ೫౼ኙ所をްする際の考え方

について೫する。

　ア） きᚺが発されたኙ所（ի車ౕきᚺ発生事

集の事៎もֆɓ）

　イ） メーカーと鉄道事業者が設時のষڨに基ȸ

いてԦឰした上で॒要としたኙ所

　　・ れ許߁ख़力に対して発生ख़力のͺᛀがより

さいኙ所ߴ

　　・ 部からきᚺが進展したときに大事にᒴる

おそれのあるኙ所　等

　ウ）他鉄道事業者における重ཟ೫౼ኙ所

・ 今وの新ࢷ線のի車ౕきᚺのように、製ᣲ時の˪

щն等により設で図しない高いख़力が発生す

る場նのきᚺの進展について、きᚺが部యを貫通

しても、他の部యにより、そのมが外からえ

ないኙ所（ᆯየϾ೫౼ɗᣥϾ೫౼ができな

いኙ所）があるի車ౕは、当ᝉኙ所の超音波Ͼ

೫౼等を行うことについて೫する。

ḩᠨᚐɁႱࢠ೫ᅺʁスʐʪɁ೫

　新ࢷ線の一部線区では、地上ϫのຣ度೫知装置等

のৰᄶ視がժᑤなシステムが導入されており、ま

た、車両ϫのળ動೫知装置ɗ空気Ƀɀの٢力۰化で

異常を೫知する装置なȼの開発も進められていま

す。

　これらの装置は、異常なৰをᣱɗかにੰ૱する

ためには効な対ኍと考えられることから、新ࢷ線

においては、きᚺ等によるի車の異常なৰを早期

かつ適ᆬに೫知できるよう、現在運用されている地

上ϫのի車ຣ度೫知装置の導入進にӏえ、新たな

方ศの೫がఖまれます。また、新ࢷ線での開発

ม等をᡍまえ、在来線への適用ժᑤ性を೫するこ

とがఖまれます。
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ḽ　ᩜΡᐐᩖɁᣵଆऐԇ

　鉄道ҟ用者の፱ն的なҟᄬを最大にするために

は、鉄道事業者の೫౼の២担ᢌນɗトータルコスト

を下ȥようとする観ཟに立って、設、製ᣲの೫

をすることがఖまれます。こうしたことから、今後、

メーカーと鉄道事業者ɗメーカー間պۢによるの

Ꭲがりをऐ化し、安全性向上を図るため、各社のノ

ウハウに配慮しつつ、なるষڨ共ɗ̬૰を

行う場の設置が॒要です。

ᴯ　ᢡᣞ᪩ߦኍ

ḻ　೫Ɂጽᎁ

　近年、ᮐ都ٚを˹心として電気設϶等にΡる工事

のஃ工˪ᓦɗ設϶のӐ化・ᐍన化にᠭىする大規ൌ

なᢡ送᪩が発生し、鉄道ҟ用者に多大なफᬭをՒ

ɏすなȼ社会ጽຑ的にも大きな問ᭉとなっていま

す。これを受けて、各鉄道事業者においては、ஃ設

ɗ設϶の፟ધከ理方ศのᄽしɗᢡ送᪩が発生し

た場նにおけるそのफᬭをߴさくする取組を進めて

いるところです。

　このようなᢡ送᪩を取りࢊく現をᡍまえ、主

にᢡ送᪩発生時のफᬭが大きくなりɗすい大都ࢍ

ٚの大手鉄道事業者が೫・実ஃしている電気設϶

等にᠭىするᢡ送トラʠル対ኍについてʜアリンɺ

等を行い、電気設϶等の፟ધከ理のᅁ力化・効率化

Ւびᢡ送᪩のफᬭの最ߴ化にあたり、効的と考

えられる取組等をとりまとめました。

Ḽ　ᜫ϶ኄɁ፟ધከျɁᅁӌԇˁӛလԇ

ḧးՒɆᝥᭉ

　ᢡ送᪩のѓ発᩻ඨኍについては、当ᝉ鉄道事業

者においてՁىሱ明を行うとともに、そのՁىにख़

ȫたஃ工方ศに関するルールのᄽしɗ॒要な設϶

新等の対ኍをផȫることにより、そのѓ発᩻ඨに

ӓめています。

　電気設϶等の፟ધከ理については、電気設϶等は

部品ཟୣが多い、高所に設置されている、高電٢で

ӏ٢されており電のリスクがある、電ᡅ設϶は一

重ጕであり̝重化することが極めてٌ難なȼの理ႏ

により、他の設϶にべ保ަ೫౼等のͽ業環境がՋ

しいといった特ौをしています。

　このような現の˹、ஒに電気設϶等の保ަΡ員

のᆬ保がٌ難になっており、後ᣖの組Ꭵ体Ҥ・技術

ͤ承対ኍにおいてឰᝲされた̷యᑎ成、技術者の̷

యᆬ保等の取組を取り入れるなȼ、組Ꭵとしての技

術力を፟ધ・向上しつつ、今まで以上に電気設϶の

፟ધከ理をᅁ力化・効率化することがᝥᭉとなって

いるところです。

Ḩ̾ऻȬɌȠߦኍ

　シンプルなౝ線設϶への改ᓦ、؆業車によるৰ

ᄶ視ɗ೫ລ車による೫౼の実ஃ、保ަͽ業に॒要な

技術力を፟ધするための体Ҥのഫ築なȼ、各鉄道事

業者がこれまでに発生したᢡ送᪩等をᡍまえ、線

区のมにख़ȫてផȫたѓ発᩻ඨ対ኍɗ፟ધከ理の

ᅁ力化・効率化を目的として೫、実ஃしている取

組は、他の鉄道事業者においても効的と考えられ

るものがあることから、それȱれの鉄道事業者にお

いて、効的と考えられる取組の積極的な導入を೫

する॒要があります。

　また、೫౼ລް車の共պҟ用、VR（ʾɫーʋʭル・

リアリティ）を活用したᜡᎃシʩュレータの活用機

会の他の鉄道事業者への提供なȼ、ᛓୣの鉄道事業

者が連ଆすることにより、電気設϶等の፟ધከ理を

ᅁ力化・効率化することができる取組ɗ技術力の፟

ધ・向上にする取組については、鉄道事業者等が

連ଆし取組を進める॒要があります。

　さらに、センシンɺ技術の活用等による保ަͽ業

のᅁ力化・効率化、技術力፟ધのための体Ҥのഫ築、

無線式列車Ҥॅシステム等の導入進のための̈́組

ɒȸくりなȼ、鉄道事業者が連ଆすべき取組のうち、

特に業ႜ全体で取り組ɓべきᝥᭉであり、国ɗᆅሱ

機関等による関˫が॒要となる取組においては、国

等は、取組の進に当たって関Ρ者間のᝩमを

たすとともに、新たな技術を積極的に導入する場ն

にа導的なमҾを担う॒要があります。

ḽ　ᢡᣞ᪩ᄉႆऻɁफᬭɁఊߴԇ

ḧးՒɆᝥᭉ

　長時間にՒɉᢡ送᪩において、᪩発生ኙ所の

特ްにᎢがるষڨが鉄道ҟ用者から߆せられなが

ら、そのষڨが担当部Ꮬに共されなかった、ある

いはᢡ送᪩時のりᣌし運転の区間をきめጯかく

設ްするために॒要な設϶が϶されていなかった

なȼ、ᢡ送᪩が発生した場նに϶えた対ख़として

は、ʇフトᬂ・ハーʓᬂでそれȱれ改ױのͺ地があ
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ると考えられます。

　このように、ᢡ送᪩発生後、᪩ኙ所の早期発

、運転ѓ開までに要する時間のᅽ᎔、本ेகまで

の౬ᢅな対ख़によりᢡ送᪩のफᬭを最ߴ化するこ

とɗ、ᢡ送᪩時に鉄道ҟ用者が॒要とするষڨと

鉄道事業者が発信するষڨがʩスʨッʋとならない

よう、鉄道ҟ用者に提供するষڨを適正化すること

がᝥᭉとなっています。

　また、本年ᴳ月1�日に発生した大᩸ࣈԈ部を震ໃ

とする地震においても、ᮟ間Ϧ車した列車からのᣉ

ᣱな乗客のୗຑ、より早期の運転ѓ開、鉄道ҟ用者

への運行ষڨ等の提供等がᝥᭉとなり、今後のպ様

な事案についても対ख़がめられているところで

す。

Ḩ̾ऻȬɌȠߦኍ

　平日ラッシュ時、技術Ρ員の分散配置により、

᪩ኙ所を早期発するとともに、移動時間をᅽ᎔し

トラʠル対ख़のᣉᣱ化すること、ᤕ᪣Ҥॅժᑤなᤕ

方断ᡅبを設置することにより、りᣌし区間にն

わせて、き電を区分し、運͡区間を最ߴ化すること、

Ρ員の取ʩスをນらすため、異常時の運転取い

を理すること、ᢡ送᪩発生時においても活用で

きる列車在線ͱ置ɗᮟのຉ᫆ม等のリアルタイム

ষڨを提供することなȼ、各鉄道事業者において、

ᢡ送᪩の発生後のफᬭをߵなくすることを目的と

した取組が実ஃされています。このような取組は、

他の鉄道事業者においても効的と考えられるもの

があることから、それȱれの鉄道事業者において、

その線区のมにख़ȫて効的と考えられる取組の

積極的な導入を೫する॒要があります。

　また、鉄道ҟ用者ᒲらの行動ᤣにするষڨの

提供ɗܧ事を共するために鉄道事業者間のな

る̬ํの進なȼ、他の鉄道事業者が連ଆすること

によりᢡ送᪩発生後のफᬭがߵなくなる取組につ

いては、ᛓୣの鉄道事業者が連ଆし取組を進める॒

要があります。

　さらに、外国̷もアクセスժᑤなষڨプラット

フɳームの϶に向けたᝩ・Єきかけ、運行ѓ開

までの間の適時適Ғなষڨ提供に関する೫なȼ、

鉄道事業者が連ଆすべき取組のうち、特に業ႜ全体

で取り組ɓべきᝥᭉであり、国等による関˫が期श

される取組においては、国等は、取組の進に当たっ

て関Ρ者間のᝩमをたすとともに、新たな技術

を積極的に導入する場նにа導的なमҾを担う॒要

があります。

ᴰ　ጸᎥͶҤˁ੫ᚓͤ੪ߦኍ

ḻ　೫Ɂጽᎁ

　近年発生しているᢡ送᪩のᑔにあると考えら

れるഫᣲ的な要ىについて、特に、鉄道の保ަͽ業

を行う組Ꭵ体Ҥとベテラン技術ᐳ員からの技術ͤ承

等にᅔ目し、分・೫を行いました。

　鉄道保ަの現場は一部において機ಽ化・ᒲ動化が

進んでいるものの、いまだͽ業員の̷力に頼る部分

が多く、また、そのͽ業は؆業列車のᠨ行時間࢛等

との関Ρからۻɗ͡日が˹心であり、現在進めら

れているЄき方改ᬆとの関Ρから業務環境の改ױが

められています。また、ފߵ化のफᬭにより、鉄

道の保ަを担うᔌ手のᆬ保がٌ難になっていると

われています。

　このような組Ꭵ的ᝥᭉɗ技術ͤ承のᝥᭉをᜓขす

るには、一ᓐ的に時間を要するため、10年、20年後

のมを̙ລし、現段階より取るべき対ख़を理し、

手ᤂれにならないように適Ғに実ஃすることが重要

です。

Ḽ　ৰˁᑔɥᡍɑțȲᝥᭉ

　10年後、20年後をૄえ、組Ꭵ内Ւび外的環境が

このままのมで移した場նに、下ᜤのᝥᭉがよ

り一࠙在化することがਰ念されます。

ḧ੫ᚓӌɁ፟ધ

　今後ᴲᵻ10年のうちに現在のシʕア࠙であるベテ

ラン技術者の大ᦀᣝᐳがᣅまれ、これにより៱重

なノウハウが鉄道業ႜ・組Ꭵより܅われるおそれが

あります。そのため、ᔌ手技術者への技術ͤ承・ᔌ

手技術者の技術力の፟ધが一ٌ࠙難となります。

ḨίަஃࡾͶҤɁ፟ધ（̷య˪ᠴ）

　ᔌ年࠙の̷ՠນߵにより技術者をॖすᔌ者が年々

ນߵするとᣅまれることにӏえ、その᎔ߴするパ

イを他業ሗ・պ業他社とቧնすることで、今後ます

ますᔌ手技術者の̷య˪足が在化していくものと

考えられます。そのため、新規用がٌ難で用̙

ް者ୣを充足できないこと（ᔌ手技術者のᦀのᆬ保
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がٌ難）、技術的ጨ᭴が˪足する新規用者のҾն

が増ӏすること（ᔌ手技術者の質のᆬ保がٌ難）が

ްされます。

ḩίަɁᅁӌԇȾտȤȲ੫ᚓᩒᄉɁ成Ɂц

　ᅁ力化技術のさらなるௐՒにあたっては、鉄道事

業者ᒲの取組にӏえ、ஒに一部の鉄道事業者で

用されているᅁ力化技術の用化・ষڨの展開、

ᛓୣの鉄道事業者への導入をૄえたᆅሱ開発体Ҥ

のഫ築とᅁ力化技術の開発メʕューのりᠭこしな

ȼもめられます。

ḽ　̾ऻȬɌȠߦኍ

　10年後、20年後における組Ꭵの技術力の፟ધ・向

上を図るため、図２にᇉす主な対ख़ኍについて、よ

り一࠙ጀ力的に取り組んでいく॒要があります。

ḧ ρȁɁ੫ᚓᐐɁ੫ᚓӌɁ፟ધˁտ˨ȾտȤȲ̷య

ᑎ成

　各社とも、ᒲ社の線区の実ৰをᡍまえ、技術者に

められる技術力にख़ȫて、技術者ᆅεに取り組ん

でいます。˹には、創工܁をѼらしたᆅεஃ設ɗ

カリキュラムを用いて実ஃされている事もあり、

業ႜ全体の技術力の向上を図るため、これらのଡ଼ᑎ

ᜡᎃষڨを業ႜ全体で共していく॒要がありま

す。

　より効率的、効的な技術者ᆅεを実現するため、

業ႜ全体で一部のᆅεを共պ実ஃする体Ҥ、ᆅεஃ

設・設϶を共պҟ用する体Ҥなȼの̈́組ɒを೫す

る॒要があります。

Ḩ ͽഈɁӛလԇȾɛɞᅁӌԇ（ȺȠɞ᪅りߵȽȗͽ

ഈ׆Ⱥߦख़ȬɞͶҤȸȢり）

　これまでも、各鉄道事業者は保ަのᅁ力化に向け

た取組をጀ力的に進めているところですが、今後、

特に保ަஃ工会社（下）のͽ業員˪足が今以上に

ҩ化することにᨺɒ、೫౼もֆめた現場ͽ業のᅁ

力化のためのᒲ動化・機ಽ化技術をこれまで以上に

積極的に導入し、ͽ業環境の改ױをӏᣱ化する॒要

があります。

　そのため、まずは一部の鉄道事業者で導入されて

いるᅁ力化技術について他社へのௐՒを図るため、

技術の用化ɗ国等によるୈ置の೫等を行い

ます。

ḩ੫ᚓᐐɁ̷యᆬί

　保ަ現場に᪅らず、Тᇸな技術者をᆬ保し技術レ

ベルの向上を図っていくためにも、ժᑤなところか

ら外国̷技術者の用拡大を進めていく॒要があ

り、ルールͽり・̷ యᑎ成（技術ଡ଼ᑎ、日本ଡ଼ᑎ）

の̈́組ɒを೫する॒要があります。

ᴱ　 ާ пȾᩜɢɞژ本ᄑȽץᭉȾߦȬ
ɞมᝓឧȻߦख़ᦉ

　ਾが国の鉄道における安全に関わる基本的な問ᭉ

について、มをȼのようにસえ、˹長期的視ཟに

立って早急に取り組ɓべきか、対ख़の方ᦉをᇉしま

した。

ḻ　มᝓឧ

ḧጸᎥ内ȺɁާпឧɁॎࣄȟఊ۾Ɂᝥᭉ

　各鉄道事業者が安全第一の取組を進めてきたにも

かかわらず、新ࢷ線重大インシʑントなȼでは列車

をඨめるといった安全第一の対ख़が行われていませ

んでした。ȼのようにすれɃ組Ꭵの々まで安全

識を徹ࣄできるのかが最大のᝥᭉです。

َᴯ　ጸᎥͶҤˁ੫ᚓͤ੪ȾᩜȬɞ˿Ƚߦख़ኍ
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Ḩ鉄ᤍҟ用ᐐʕーʄɋɁᤛҒȽߦख़ɕᝥᭉ

　トラʠル時に鉄道事業者は早期運行ѓ開を目し

ますが、鉄道ҟ用者はSÎSの発達にͧい様々なষ

を入手できる環境にあり、鉄道事業者はますますڨ

適時適Ғなষڨ提供がめられています。いかに鉄

道ҟ用者目線に立った対ख़の充実を図るかがᝥᭉで

す。

ḩ ᒲӦԇˁൡಽԇɗ ÉÔ੫ᚓɁ߳оኄɁၥ۰ہԇȾ

ɛりȈᐎӦȉȬɞൡ会ȟນߵ

　事ɗトラʠルୣのນߵ、ᒲ動化・機ಽ化、IÔ

技術の導入なȼは、トラʠルの対ख़ጽ᮷なȼのນߵ

を生ɒ、࿎事の本質をસえ、ᒲら考えて行動（「考動」）

する機会がນߵしていると考えられます。

Ḫ ሌ᭒ɁᤠަȻᇋ会ɗ੫ᚓᄑၥہɁ۰ԇȾߦख़Ȫ

ȲᄽȪȟ॒ᛵ

　安全をᆬ保するためには、各社がްめた基ໄɗ規

ሌ᭒をᤠަすることが基本です。一方、規ሌ᭒ᒲ体

が技術の進歩なȼに適նするようᄽされていない

場ն、規ሌ᭒が᪔ᑸ化し、ʑータ改ȩんなȼの˪正

の要ىの一つになっているのではないかとのଊも

あります。

ḫ 鉄ᤍɁާпˁާްᢡᣞɁᆬίɂǾ鉄ᤍ̜ഈᐐɁӓ

ӌȳȤȺɂ᪅ႜ

　歩きスʨホ、ᮠけᣅɒ乗車なȼ鉄道ҟ用者にᠭى

したトラʠルがᤂ࣫なȼのᢡ送トラʠルの大きなՁ

にもなっており、より一࠙の安全・安ްᢡ送のᆬى

保のためには、鉄道事業者のӓ力は当ུながら、そ

の取組は᪅ႜがあり、鉄道ҟ用者のԦ力が重要です。

ḬȪȗ੫ᚓɁᩒᄉɗ߳оȾᩜȬɞចᝥᭉ

　鉄道は様々な技術からなる፱ն的なシステムとし

てക成しており、部分的には新しい技術を取り入れ

ҟΠ性等の向上が図られているものの、全体をζᅪ

しながらഫᣲ的に改ᬆすることが難しい分だと考

えられます。

　鉄道事業者とメーカーとの間の契約関Ρ等による

Ҥ約から、鉄道ҟ用者の安全ᆬ保に関わる事ᬱで

あっても、鉄道事業者とメーカー間等の९Ⴞ通が

図りにくくなっているとのଊもあります。

Ḽ　ߦख़ᦉ

ḧާпឧɁॎࣄȻᚐ

　「安全がᆬ認出来ない場նはᡬᡫ無く列車をඨめ

てᆬ認する」といった安全第一の方ᦉを徹ࣄさせる

ため、ጽ؆トップが率аして取組ɓとともに、現場

をֆめた鉄道従事員が「考動」し、その結を組Ꭵ

として適ҒにΙし、さらなるᄽしを行うことが

॒要です。

　事᩻ඨは当ུのこと、列車をඨめȩるを得ない

ような事ৰがᠭこらないよう、ն理的なஃ設・車両

の፟ધከ理ɗシステムの改ױする॒要があります。

　また、運ᢡ安全ʨʗʂメントΙɗ保安ᄶ౼の実

ஃを通ȫて、このような取組を進します。

Ḩ鉄ᤍҟ用ᐐɋɁɿーʝスɁᜊཟȞɜɁױ

　鉄道ҟ用者の立場に立ったୗຑ活動ɗষڨ提供を

行う等、サービスの観ཟでのさらなる改ױɗ旅客と

のコʩュʕɻーシʱンᑤ力の向上の取組が॒要で

す。

ḩ鉄ᤍि̜׆Ɂ੫ᚓӌտ˨ȻAÉ¯ÉïÔ੫ᚓɁ߳о

　鉄道の運行は最ጶ的には̷のҜ断ɗ手ͽ業にΗる

部分があることにもԚ分に配慮し、鉄道従事員の技

ᑤ力の፟ધ向上を通ȫて、鉄道従事員の鉄道システ

ムの፱体、事リスクに対するリアルな理ᜓ力を担

保する॒要があります。

　̷間のʩスによる事等を᩻ඨするため、センシ

ンɺɗʬʕタリンɺ等の最新技術を導入した新たな

運行ከ理システム、ʓライʚレスᒲ動運転なȼの技

術開発を進する॒要があります。

Ḫሌ᭒Ɂ本ᄑȽျᜓȻᄽȪ

　規ሌ᭒のᤠަを基本とし、そのᑔにある本質を

理ᜓする取組を進めるとともに、規ሌ᭒の本質的な

理ᜓに基ȸいて「考動」する鉄道従事員を᭴成する

॒要があります。また、社会の۰化ɗ技術の進歩な

ȼにնわせて適、規ሌ᭒をᄽし、実効性を担保

する॒要があります。

ḫ 鉄ᤍ̜ഈᐐȻ鉄ᤍҟ用ᐐȻȟˢͶȻȽȶȲ協ЄɁ

ጸɁ

　鉄道事業者と鉄道ҟ用者、ภ線ͳɗภ線ᒲผ体

との間でױのԦ力によるԦЄ体Ҥをഫ築し、関Ρ

者が一体で取り組ɓことにより、安全・安心でᤂ࣫
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がߵなく、快適な鉄道サービスの質的向上を目す

運動を創出する॒要があります。

Ḭ 鉄ᤍ̜ഈᐐȻʫーɵーኄɁڀಏɥᠯțȲ協ЄͶҤ

Ɂഫኳ

　より一࠙の安全・安心の向上を図るため、鉄道事

業者とメーカーなȼ鉄道業ႜ全体で、事ɗトラʠ

ルのՁىɗ対ኍを೫するにあたってのԦ力体Ҥ、

またこれらの安全ᆬ保に関するষڨをᖞ積し共す

る体Ҥを充実する॒要があります。

　また、፱ն的にζᅪする識をધち、ᒲ動車ɗᓎ

空なȼの他の技術分での取組を積極的に取り入れ

ることも॒要です。

　　ȝɢりȾ

　国ɗ鉄道事業者を始めとする関Ρ者においては、

本೫会のとりまとめをᡍまえ、続発するᢡ送トラ

ʠルをນߵさせ、社会の信頼にख़えるべく、щ体的

なஃኍの೫ɗ実ஃに取り組ɓことがऐくఖまれま

す。

　国٠̬通ᅁとしましては、今後、本とりまとめの

೫・実ஃมについて、ް期的にフɳローアップ

を行い、社会の۰化等に対ख़した೫証・ᄽしを適

。適Ғに行ってまいります
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　平成31年度̙አは、「平成31年度̙አのകአ要

に当たっての基本的な方ᦉについて」（平成30年７

月10日ᩝឰ̘ᜓ）の˹で、「「ጽຑ៣運؆と改ᬆの

基本方ᦉ201�」（平成30年ᴳ月15日ᩝឰขް）でᇉ

された「新ጽຑ・៣ѓ生画」のౕ組ɒのもと、

ऀき続き手をめることなく本格的なද出改ᬆに取

り組ɓ。ද出全ᓐにわたり、平成25年度̙አから平

成30年度̙አまでの安ς内ᩝのද出改ᬆの取組をऐ

化するとともに、ஃኍのТаᬲͱをいᄽし、無ᮞ

を徹ࣄしてしつつ、̙አの˹ᡵを大ᑓに重ཟ化

する。」とされ、間要ɗᇼޙ技術イノベーシʱ

ンなȼの誘発効が高いもの、፯急性の高いもの、

規Ҥ改ᬆと一体としてផȫるものを重視する一方、

プライʨリーʚランスの改ױに向けて、当初̙አの

ɒならずᛃ正̙አも一体としてද出改ᬆの取組を進

めるとされており、都ࢍ鉄道関Ρ̙አを取りࢊく

มは大۰にՋしいものとなっております。

　このようなม下で行った平成31年度കአ要に

ついて、̙አ要ᭊ・要内߁を˹心にしてዊ単に

ᣖべさせて頂きます。

　なお、以下の内߁については、今後の̙አ成ᤈ

ሌにおいて۰があり得ることをご承知おき願いま

す。

ᴯ　 平成3�年度᥆ࢍ鉄ᤍᩜΡ̙አɁക
አᛵȾȷȗȹ

ḻ　᥆ࢍ鉄ᤍ϶̜ഈ៵ᛃӒ

　都ࢍ鉄道϶事業៵ᛃ助については、大都ٚࢍに

おける基ࢷ的な公共̬通機関である地下高ᣱ鉄道の

϶進ɗʚリアフリー化等への対ख़を目的として

おります。

　平成31年度കአ要においては、新線϶として

なにわኅ線϶事業、ᇩࠥࢍˤ線࣫ͩ事業、ᮟஃ

設のʚリアフリー化ɗホームʓア等の設置、ᤂ࣫拡

大の᩻ඨɗᢡ送᪩時等における運行の早期ेوを

図るために行う大規ൌ改ᓦ工事、෩対ኍ、ᐔ震対

ኍを要しており、都ࢍ鉄道϶事業៵ᛃ助全体の

要ᭊとして፱ᭊで�7®41Ияとなっております。

Ḽ　᥆ࢍ鉄ᤍҟΠۄ̜ഈ៵ᛃӒ

　都ࢍ鉄道ҟΠ増進事業៵ᛃ助は、都ࢍ鉄道等ҟΠ

増進ศにより、ҟ用者ɗ地ڒのۦをՕしながら関

Ρ者のҟをᝩしつつ、都ࢍ鉄道がえる問ᭉを

ᜓขする「都ࢍ鉄道ҟΠ増進事業」の実ஃに॒要な

ጽ៵をᛃ助することによって、都ࢍ鉄道等のҟ用者

のҟΠを増進し、もって活力ある都ࢍ活動Ւびəと

りある都ࢍ生活の実現に߆˫することを目的とする

ものです。

　平成31年度കአ要においては、ऀき続き、๒

ױ部と東京都心部のアクセス改܄川ᅇ܌西部・ᇘࢍ

を図ること等を目的とする「ᇘ܌川東部方ᬂ線」の

϶を対៎としており、都ࢍ鉄道ҟΠ増進事業៵ᛃ

助115®6�ИяをТаᝥᭉ進ౕとして要ఖしており

ます。

ḽ 　ࢷ፷鉄ᤍኄ๊ॴԇ̜ഈ៵ᛃӒ（៦࿎፷Ɂஇ፷

ԇ）

　៦࿎線の旅客線化事業は、大都ٚࢍにおける៦࿎

線を旅客線化し、ภ線地ڒの通ӱ・通ޙᢡ送をᆬ保

するとともに、都ࢍ機ᑤの向上・活性化を図ること

を目的としております。

　現在、大᩸外環線（おおさか東線：新大᩸ᵻ久

ᜓᝢƌ

鉄ᤍᩜΡ̙አɁࢍ᥆࣊ࢳ��ࢲ
കአᛵȾȷȗȹ

ّ٠̬ᣮᅁᦪᤍࠈ᥆ࢍᦪᤍኍᝥǽᄶျቼˢΡᩋ

ᛴటǽঔފ
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間）の϶をᛃ助対៎事業としており、պ線のߥ

ԧ区間（放出ᵻ久ߥ間）は、第２ሗ鉄道事業者で

あるJR西日本の運؆により、平成20年３月に開業

しました。රるԈ区間（新大᩸ᵻ放出間）は今年度

ఞの開業を̙ްしており、平成31年度കአ要にお

いては、ර工事分をࢷ線鉄道等活性化事業៵ᛃ助

5®�5Ияの内ୣとして要ఖしております。

Ḿ　鉄ᤍ駅፱ն̜ױഈ៵ᛃӒ

　ᮟ空間の質的進化を目し、まちとの一体があ

り、全てのҟ用者にɗさしく、分かりɗすく、心地

よく、əとりあるඒ˰代ステーシʱンの創ᣲを図る

ため、ホームɗコンコースの拡ࢥ等のᮟの改ᓦに΄

せて行うʚリアフリーஃ設、生活ୈ機ᑤஃ設、観

光案内ஃ設等のᮟ空間の高度化にするஃ設϶に

対してᛃ助を行うඒ˰代ステーシʱン創ᣲ事業を実

ஃしております。

　平成31年度കአ要においてはඒ˰代ステーシʱ

ン創ᣲ事業のɎか、ፕ続事業である፱ն改ױ事業ɗ

ढ成画事業について、鉄道ᮟ፱ն改ױ事業៵ᛃ助

全体で27®04Ияを要しております。

ḿ　鉄ᤍ駅ɁʚʴɬʟʴーԇɁ

　地ڒͳの日常生活ɗ観光のચཟとなっている鉄

道ᮟにおいて、ɲレベーター等の設置による段ᜓࢃ

、ホームʓアɗ内方線͇きཟʠロックの設置に

よる転ᕶ᩻ඨ、᪩者対ख़ټトイレの設置等を進

し、ʰʕʚーサル社会の実現ɗ快適な旅行環境の

϶等を図るため、これらのʚリアフリー化設϶を

϶する鉄ᢀ道事業者に対してୈを行っておりま

す。

　平成31年度കአ要においては、地ڒ公共̬通ᆬ

保፟ધ改ױ事業Ւびᜪ日外国̷旅行者受入環境϶

፯急対ኍ事業によりୈを行うこととしており、そ

れȱれ293®77Ияの内ୣ、77®6Ияの内ୣを要し

ております。

　なお、地下鉄におけるʚリアフリー化設϶の϶

については、都ࢍ鉄道϶事業៵ᛃ助（平成31年度

要ᭊ�7®41Ияの内ୣ）により要しております。

Ṁ 　鉄ᤍஃᜫ፱նާпߦኍ̜ഈ៵ᛃӒ（鉄ᤍஃᜫɁ

ᐔǾ෩ߦኍ）

　ᮐ都ᄽ下地震ɗԧ海トラフ地震等の大規ൌ地震に

϶え、地震時において、鉄道ҟ用者の安全ᆬ保ɗ一

時避難場所としての機ᑤのᆬ保Ւび社会・ጽຑ的फ

ᬭのᢌນ等を図るため、主要ᮟɗ高ౝ橋等のᐔ震ᛃ

ऐに対し、ୈを行うこととしております。

　また、˧大都ٚࢍをはȫめとした大都ٚࢍでは地

下ᮟ等の地下空間がୣ多くސ在し、ธ川の෬༩ɗ津

波等が発生すれɃҩな෩ᚱがਰ念されるた

め、各地方公共ي体がްめるハʀーʓʨップ等によ

り෩ᚱがްされる地下ᮟ等について、ᮟの出

入ՠɗトンʗルのٰՠ等の෩対ኍに対し、ୈを

行っております。

　平成31年度കአ要においては、鉄道ஃ設፱ն安

全対ኍ事業៵ᛃ助63®2ИяをТаᝥᭉౕとして要ఖ

しており、その内ୣとして上しております。

　なお、地下鉄ᮟ等のᐔ震、෩対ኍについては、

都ࢍ鉄道϶事業៵ᛃ助（平成31年度要ᭊ�7®41

Ияの内ୣ）により要しております。

ṁ　鉄ᤍɁᅁÃÏ�ԇɁ（ၥہᅁ̙አ）

　平成27年７月に国連気ψ۰動ౕ組స約事務ࠈに提

出した「日本の約శᔯ案」に基ȸき、2030年度国内

のຣ効ɶスの出ᦀを2013年度26®0ᴢນする

ことを目ൈとしております。その目ൈ達成のため鉄

道部門においても、а進的なᅁɲʗ設϶・機بの導

入のୈを行い、鉄道のᅁÃO2化の進を図ること

としております。

　平成31年度കአ要においては環境ᅁとの連ଆ事

業として、公共̬通機関のͲཚጨ化とҟ用進に向

けた設϶϶事業50®0Ияの内ୣ、として要して

おります。

ᴰ　ጶɢりȾ

　ዊ単にではごȩいますが、平成31年度の都ࢍ鉄道

関Ρ̙አのകአ要についてᣖべさせて頂きまし

た。

　これらの̙አがより快適で安全な都ࢍ鉄道の実現

にするものとなりますよう、関Ρ者のᄒ様のご理

ᜓ・ごୈを᠇るようお願いして、本ሟの結びとさ

せて頂きます。
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　安全で安ްした鉄道ᢡ送を提供するため、多ୣの

鉄道設϶のメンテナンスをፕ続的、かつ的ᆬに実ஃ

することがめられている。また、̙᩻保全に基ȸ

くメンテナンスの重要性はますます高まるととも

に、メンテナンスの効率化への期शも大きい。そこ

で、鉄道設϶のメンテナンスᆅሱとして、鉄道፱ᆅ

が取り組ɓᆅሱ開発をጳ̿した後、特に鉄道ഫᣲ

࿎の೫౼・診断技術、Ւびৰᄶ視技術についてᣖ

べる１）、２）。

ᴯᴫ鉄ᤍᜫ϶Ɂʫʽʐナʽスᆅሱ

　鉄道፱ᆅでは、鉄道設϶を安全かつ効率的に፟ધ

するためのᆅሱ開発として、「೫౼、診断技術の高

度化（認知）」、「Ӑ化、۰の̙ລศ（̙ລ）」の２

つのᬱ目に重ཟを置いた取組ɒを行っている（図ᴪ

１）３）。「೫౼、診断技術の高度化（認知）」では、

೫౼の効率化ɗ高᭄度化による安全ᆬ保の他、新し

い診断手ศの開発を行う。一方、「Ӑ化、۰の̙

ລศ（̙ລ）」では、ഫ成య୳のӐ化̙ລɗഫᣲ࿎

の長期۰ढ、性ᑤΙを行う。Ұ者では鉄道設϶の

現ੰ૱のために、目視の代ఉ技術、ʑʂタルລ

による೫౼、診断の効率化が、後者では鉄道設϶の

߬来ੰ૱のために、高ጀ度なΙศɗᛃε・ᛃऐ・

新の適正化がめられる。鉄道設϶のメンテナン

ス実務では、両者の結をもとに「ϧ全度Ҝްɗ

置（Ҝް・置）」がขްされる。ここで、鉄道設

϶のメンテナンスᆅሱを行う上でʧイントとなるの

が、高᭄度な画Ѕລ、᜔ລ、これらのʑʂ

タルʑータのͤ送となる（ʑʂタルʑータᴣ IÃÔ

の活用）。

　鉄道፱ᆅが取り組ɓ鉄道設϶のメンテナンスᆅሱ

は、ᢀ道、電力、信号・通信、ഫᣲ࿎と多ࠢにわた

る（図ᴪ２）。図˹のρҝテーʨにはᆅሱの目的で

ある「認知」、「̙ລ」、「Ҝް」をᇉした。ᢀ道では、

周ᣃのリスク要ىを車上ລ動画ʑータから出

し、ᡅ線リスクをֆめたÌÃÃをもとにした、新た

َᴪᴮ　鉄ᤍᜫ϶ɁʫʽʐナʽスᆅሱɁտॴ
1

َᴪᴯ　ʫʽʐナʽスᆅሱɁ

特 別 寄 稿

鉄道設備のメンテナンスへの
ICTの応用

公益財団法人鉄道総合技術研究所
構造物技術研究部長　　　　　 　神田　政幸
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なリスクベースメンテナンスによるᢀ道保ަ画の

ኍް方ศのᆅሱに取り組ɓ。電車線では、車上から

の高᭄度・᜔ລのৰᄶ視による、೫౼の効

率化に取り組ɓ。ഫᣲ࿎では、目視の代ఉ技術とし

て画Ѕ取得による೫౼ୈ技術、鉄ኅコンクリート

ഫᣲ࿎の۰̙ລศɗ۰トンʗルのৰᄶ視技術

の開発に取り組ɓ。

　以下では、鉄道ഫᣲ࿎の೫౼・診断技術、Ւび

ৰᄶ視技術についてᝊᣖする。

ᴰᴫ鉄ᤍഫᣲ࿎Ɂ೫౼Ǿᜱ੫ᚓ

　ഫᣲ࿎の೫౼、診断では、ρ々の೫౼技術者の技

術力ɗጽ᮷に頼るところが大きい。೫౼技術者の技

術力のͲ下は、全ᓐ೫౼におけるϧ全度ᴾҜްの増

大ɗ、Ӑ化̙ລもֆめた適Ғなρҝ೫౼のఝ実ஃに

よるᛃε・ᛃऐ時期のᑱが生ȫ、೫౼コストɗᛃ

ε・ᛃऐコストの増大がਰ念される。目視の代ఉ技

術として画Ѕ技術の導入を図るとともに、պ時にഫ

ᣲ࿎のጽ時۰化をいち早くとらえることをɀらう。

೫౼コストのͲນを図る「全ᓐ೫౼での診断の適正

化」、Ւびᛃε・ᛃऐコストのͲນを図る「ρҝ೫

౼での診断の適正化（Ҹᕶ̙ລ等）」の２つにᅔ目

したᆅሱ開発に取り組ɓ（図ᴪ３）。

　現では、全ᓐ೫౼としてρ々の೫౼技術者が全

てのഫᣲ࿎をوࡼし、ᤕ方からの目視によってϧ全

度をҜްすることから、安全ϫにϧ全度ᴾҜްが増

ӏするϿ向にある。このため、ρҝ೫౼ᦀが多くコ

ストと時間を要することがଊされている。これに

対して、߬来的に目視೫౼に画Ѕ取得技術を導入す

ることにより、全ᓐ೫౼としてوࡼした際に、画Ѕ

ʑータを取得し３ඒЫʚーʋʭルഫᣲ࿎がʑʂタル

ʑータとしてഫ築できれɃ、専門技術者を現地に์

ᤗすることなく、ʚーʋʭルഫᣲ࿎に対して、入念

な目視೫౼を実ஃすることがժᑤとなる。「全ᓐ೫

౼での診断の適正化」により、ρҝ೫౼のୣᦀをҭ

ນさせ、೫౼業務のコストと時間のͲນに結び͇く

ものと考えられる（図ᴪ４）４）。現在、画Ѕລか

らSæM（Sôòõãôõòå æòïí Mïôiïî）技術により、

3Äʑータ۰૰ժᑤなプロトタイプシステムのഫ築

段階にあり、全ᓐ೫౼の೫౼ᣱ度（画Ѕ取得時間）

を፟ધしつつ、ᝊጯ3Äʑータの取得がժᑤか、取

得˪ժᑤであれɃ೫౼ᣱ度をȼのሌ度Ͳ下させる॒

要があるか等の基本性ᑤの೫段階にある（図ᴪ

ᴲ）。ただし、画Ѕ取得技術（ଟफᣱ度と画ጨୣ）は、

現在も向上・進展する技術ᬻڒであり、上ᜤの基本

性ᑤɗ画Ѕ取得機ݨ・ب体の大きさも、年単ͱで格

段に改ױされている。今後、ഫ築したプロトタイプ

システムを用いて、鉄道事業者・鉄道ጕコンサル等

を̬えたᝁ行ᝁ᮷を行う̙ްである。

　ഫᣲ࿎のρҝ೫౼は、入念な目視೫౼ɗᆍەᝁ

᮷によるᝩ౼を行うため、足場ɗᝁ᮷機بが॒要な

ことから、専門性の高い技術力、時間とコストを要

َᴪᴰ　ഫᣲ࿎Ɂ೫౼ˁᜱ੫ᚓ

َᴪᴱ　пᓐ೫౼ȺɁᜱɁᤛඩԇ

َᴪᴲ　ᄻɁ͍ఉȻȽɞ႕Ѕी੫ᚓ
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する。一方、߬来のഫᣲ࿎のコンクリートのҸᕶ、

۰等の̙ລまで実ஃされるɻースはሊである。こ

のため೫౼周期のᄽしɗᛃε時期、ᛃεኰٍの設

ްが˪明ᆬなため、気が͇いた時には大規ൌな断ᬂ

εेとなるような事後対ख़の事が多い。このため、

ᛃεɗᛃऐコストのアップにᎢがることがଊされ

ている。これに対して、߬来的に画Ѕষڨに基ȸく

鉄ኅコンクリートഫᣲ࿎のҸᕶ̙ລ技術を導入する

ことにより、߬ 来のҸᕶኰٍをպްすることで、「ρ

ҝ೫౼での診断の適正化」により、ρҝ೫౼のコス

トと時間のͲນ、ᛃε・ᛃऐコストのͲນに結び͇

くものと考えられる（図ᴪᴳ）。鉄道፱ᆅでは、ഫ

ᣲ࿎のయ୳・ஃ工・環境に関するᝊጯなᝩ౼を行う

ことなく、鉄ኅコンクリートഫᣲ࿎表ᬂのҸᕶ等の

画Ѕষڨから、Ҹᕶ̙ລを行う手ศを開発した（図

ᴪ７）ᴲ）、G ）。本手ศは、実際に生ȫた۰を基に、

ஒऱのӐ化̙ລʬʑルを用いたᣡᜓから、実ৰに

Դした鉄ኅᑸ᭥ᣱ度をպްすることで、鉄ኅコンク

リートഫᣲ࿎の߬来的なҸᕶ等の発生なȼのӐ化̙

ລを行うことができる。щ体的には、開発手ศをタ

ʠレット上で実現できるレベルにあり、画Ѕ取得か

ら「鉄ኅͱ置」、「かɉり」、「˹性化さ」さらに「現

在のҸᕶኰٍ」のষڨを入力することで、鉄ኅᑸ᭥

ᣱ度をպްし、պ時に現在および߬来にわたる鉄ኅ

コンクリート表ᬂのɅびҾれ、Ҹᕶ等のӐ化̙ລが

できる（図ᴪᴵ）。今後、鉄道事業者・鉄道ጕコン

サル等を̬えたᝁ行ᝁ᮷を行うとともに、Ҹᕶ̙ລ

を発展させ、最適なᛃε等の画ኍްに結び͇ける

̙ްである。

َᴪᴵ　ଆټ࢛タʠʶʍʒȾɛɞҸᕶ̙ລ

ᴱᴫ鉄ᤍഫᣲ࿎Ɂৰᄶ੫ᚓ

　鉄道፱ᆅでは、ഫᣲ࿎のৰ۰化を˹長期にຝっ

てፕ続的にᄶ視するため、センサのᐔ久性向上およ

び新ͽ業の߁易化を図るとともに、保ަষڨʗッ

トʹーク設方ศを೫してきた７）、I ）。また、ഫᣲ

࿎の۰をいち早くとらえるためのৰᄶ視技術の

開発にも取り組ɓ。高᭄度ລによるഫᣲ࿎のৰ

ᄶ視では、コストͲນを目的とした「ഫᣲ࿎のৰ

にख़ȫた効率的なメンテナンス」、リスクͲນによ

る安全運行を目的としたഫᣲ࿎の「۰にᠭىする

Բ᪙事៎のو避」の２つの方向性がある。現のഫ

ᣲ࿎のৰᄶ視では、全てのഫᣲ࿎のৰᄶ視を実

ஃするのは難しく、重要ഫᣲ࿎ɗ目視ٌ難なഫᣲ࿎、

異常時等のᔸ重ͽ用の۰化が大きなഫᣲ࿎を対៎と

するのがよい（図ᴪᴶ）。

　۰トンʗルでは、۰の進行性の無をᄶ視す

ることで「۰にᠭىするԲ᪙事៎のو避」により、

鉄道の安全運行を図るৰᄶ視技術が॒要となる。

鉄道፱ᆅでは、無線センサによるɅびҾれࢥ、地˹

۰ͱ、内空۰ͱ等をລするʬʕタリンɺシステム

を開発した（図ᴪ10）ᴶ）。それȱれのລبに無線

َᴪᴳ　ρҝ೫౼ȺɁᜱɁᤛඩԇ（Ҹᕶ̙ລ）

専門部署による入念な目視・非破壊試験等の調査

足場等のコスト 微破壊検査 高価な機器

要求
性能

経年

検査 変状予測

検査周期や補修時期
補修範囲等の設定

剥落予測
未実施

（補修・補強
費アップ）

高コスト
作業時間 大

画像情報に基づく剥落予測の導入

剥落予測
実施

（補修・補強
費低減）低コスト

作業時間 小

َᴪᴴ　 ႕ЅষڨȾژȸȢ鉄ኅɽʽɹʴーʒഫᣲ࿎ɁҸᕶ
̙ລ

④鉄筋腐食速度の推定
2×10-3 mm/年

➂比較

①と②のはく落面積
が一致

鉄筋 はく落

メッシュ毎
判定

①目視

供用
年数鉄

筋
腐

食
量

パラメータ
鉄筋腐食速度

メッシュ毎
予測

はく落

②劣化予測

調査項目：かぶりコンクリートのはく落面積，かぶり，中性化深さなど

材料、施工、環境の影響を含んだ鉄筋腐食速度を同定し、
将来の剥落範囲（補修範囲）を推定する
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稿寄別特

機を続した無線センサとし、Úiçâåå規格無線ފ

を用いて各無線センサから˹ፕ用無線センサをጽ

て、トンʗルٰՠのᜆ機でʑータ集約がなされる。

ᜆ機はʑータᖞ積用のSÄカーʓをし、ଆ࢛電話

線を用いてサーʚへʑータをアップローʓする機و

ഫをする。無線センサによる۰トンʗルのৰ

ᄶ視では、྄ ᫆なトンʗル内での配線ͽ業が˪要で、

ʚッテリーのΈ用により無線センサは電̬૰なし

に２年間、ᜆ機ɗレーʀ無線センサは４か月のລ

がժᑤとなった。無線センサによる۰トンʗルの

ʬʕタリンɺシステムは、ஒにᛓୣの۰トンʗル

に導入され、ᄶ視による鉄道運行に߆˫している。

ᴲᴫȝɢりȾ

　鉄道設϶のメンテナンス技術を向上させるには、

ᆅሱ開発のɒならず、開発した手ศ、システム、

ລ機بの運用方ศ・体Ҥ等の̈́組ɒつくりもֆめた

アプローʋが॒要である。大手鉄道事業者のɒなら

ず、˹ߴの鉄道事業者が手ᢌに活用できるዊ易な技

術をᆅሱ開発し、共し、あるいは各社の೫౼・診

断体Ҥにնわせたカスタʨイʄも॒要˪ժ欠と考え

ている。今後ともፕ続的に、鉄道፱ᆅの鉄道設϶の

メンテナンスᆅሱの実務への実装に、ॅୈとॅԦ

力をお願いしたい。
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１）ᇘ田ࢶ：ഫᣲ࿎の保全技術に関する現とᆅሱ開発
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２）ᇘ田ࢶ：鉄道ഫᣲ࿎のメンテナンスᆅሱに関する最
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３）ʹᗵӣ：鉄道ഫᣲ࿎のӐ化̙ລとメンテナンス技術の

ᬆ新ᴩ第29و鉄道፱ᆅផ会ᴩ 2016®11

４）新名ঔ̹ᴩ˹ᇸൗᴩኀ田ᓎ平ᴩߴᛀ̿ᴩ西ࠥᔐΥᴩ

長࠽ఖ：多視ཟ画Ѕ˧ඒЫʬʑルの٠జഫᣲ࿎፟ધከ理

への適用に向けた新たなᝁɒᴩ٠జޙ会第72و年ඒޙ術

ផ会ᴩƐ 967¬ ðð®19331934¬ 2017®9

ᴲ）ᢰΥ܀కᴩຝᣃϧᴩᭀᄽᴩቸᛀ一：現地ᝩ౼ʑー

タを用いた鉄ኅᑸ᭥ᣱ度へのफᬭފىに関する一考ߔᴩ

コンクリート工ޙ年ඒᝲ୫集ᴩVïì®37¬ Îï®1¬ ðð®919924¬ 

2015
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ト ン ʗ ル の 動 き を ੰ ૱ す るᴩRRR¬ Vïì®75¬ Îï®9¬ 

ðð®2427¬ 201�®9 
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ᴮᴫɂȫɔȾ

　JR東日本は本年７月にɺループጽ؆ビʂʱン「۰

ᬆ2027」を発表した。本格的な̷ՠນߵ社会のҢ来

ɗ移動ʕーʄのນߵなȼՋしいጽ؆環境がްされ

る߬来をૄえることと、̷工知ᑤ技術ɗʗット社

会の進展といった新たな環境۰化に対ख़するための

Ꮳᦉᄷである。

　このビʂʱンの˹でも、安全で安ްしたᢡ送サー

ビスの፟ધ向上は、当社のʠランʓ力の基ᄷである

とͱ置͇けている。さらに、シームレスな移動サー

ビスの提供基ᄷになるべく鉄道を質的に۰ᬆしてい

く方ᦉとしている。保線部門としては、これらをᡍ

まえ、メンテナンス方ศをᬆ新し、Žスʨートメン

テナンスžを実現することをその目ൈの一つとްめ

た。そのಎとなる技術の一つがʬʕタリンɺ技術と

ʑータ分である。

　本ሟでは、本年７月から本格導入を始め、最ጶ的

には50ᡅ線に導入する線ᡅ設϶ʬʕタリンɺの導入

ጽᎁɗ現とその展ఖについてകᝢする。

ᴯᴫÃBÍ

　ここୣ年、当社はÃBMの導入をメンテナンス方

ศᬆ新の大きな౸としてͱ置͇けてきた。保線部門

だけでなく、車両ɗ電気部門でもその実現に取組ん

でいる。

　ÃBMと は  ৰ 基 ໄ 保 全（Ãïîäiôiïî Báóåä 

Máiîôåîáîãå）のことであるが、Ӑ化มにնわ

せてᛃεすることで、ライフサイクルコストのͲນ

ɗ、なる安全安ްᢡ送をᆬ保することを目的とし

ている。保線のメンテナンスでは、以Ұからް期的

に線ᡅのৰをລްし、その結に基ȸいてᛃεを

行う方ศを用してきた。つまり、ৰ基ໄ保全を

аᮠけてきたともえるが、Ӑ化率がኙ所ごとに大

きく異なるため、時間スɻールがնわないኙ所では、

ৰ基ໄとならずに、時間基ໄ保全に近いᛃε方ศ

となってきた。つまり、ޏのごとく長い線のഫᣲ

࿎である線ᡅをɅとِまりとして、「平٫的なӐ化

ৰ」に基ȸいてᛃε画をኍްしてきたのである。

　一方で、線ᡅのৰをጯ目にੰ૱することができ

特 集 Ⅰ

፷ᡅᜫ϶ʬʕʉʴʽɺɁ
းȻࠕఖ

َᴪᴮ　ɺʵーʡጽ؆ʝʂʱʽȈ۰ᬆ�0��ȉ

ూஓటஇ鉄道株式会社ᜫ϶　ᝥᩋ

ॖࡄǽࡥؕ
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れɃ、Ӑ化率のᤏいにࡿծされずに、まさに、ȼの

ようなኙ所でもÃBMを実現でき、所˫の目的を達

成できるのではないかということがʬʕタリンɺ技

術導入のʬʋベーシʱンとなっている。つまり、「平

٫的なӐ化ৰ」に基ȸくᛃεから「ρҝ的なӐ化

ৰ」に基ȸくᛃεに転૰することで、メンテナン

ス方ศをᬆ新しようとしている。

　線ᡅのৰをጯ目にੰ૱するためには、従来から

Έ用している専用のᢀ道೫ລ車を増϶し、ລް᭄度

を上ȥるか、؆業列車にລް装置を搭載して、ລް

᭄度を上ȥる２つの方ศがあるが、専用のᢀ道೫ລ

車を増϶することはʑメリットが大きく現実的では

ない。そもそも、専用の೫ລ車は極めて高ᭊであり、

さらに、ۻ間のͽ業間նいにもफᬭを˫えるからで

ある。

　そこで、ټߴの装置を開発し、؆業列車で高᭄度

にລްする線ᡅ設϶ʬʕタリンɺ装置を導入するこ

とが当ུの࢜結となった。現在、̙ްの約ԡ分のᡅ

線で装置導入が進んでおり、ÃBMを実現すべく現

場での取組ɒが始まっている。

ᴰᴫႆႇॴտ˨

　線ᡅのメンテナンスも他のഫᣲ࿎ɗ製品とպ様

に、ḧཟ೫、Ḩᛃε画のኍް、ḩᛃεの実ஃ、Ḫ

ᛃεのΙといったサイクルをᎱりᣌすことが基本

となる。ただし、トンʗルɗ橋りɚうといった他の

ഫᣲ࿎よりも、Ӑ化ᣱ度がᤘかに早いため、そのメ

ンテナンスサイクルが常にᅽいとった特ौがあ

る。そのため、ཟ೫もᄾ当の᭄度で行うことになる。

　保線の˰ႜでは、このཟ೫を「ࡼ視」と「೫౼」

に分けて行っている。「ࡼ視」は、線ᡅのをा歩

で歩きながら目視ཟ೫することが基本となる（ќᅊ

ᴪ１）。「ࡼ視」の目的は、線ᡅの፱ն的な保ަৰ

をᆬ認することにӏえて、ภ線環境の۰化ɗ࣮築᪅

ႜのมもᆬ認することである。一方、「೫౼」の

目的は、設϶一つɅとつのৰをᆬ認Ιすること

であり、「ࡼ視」と「೫౼」の２本立てで線ᡅの

ৰをᆬ認している。

　従来、「೫౼」も目視ɗ目ລ、シックʗスɼーʂ

ɗ෩ጓ、ᢀ間ɼーʂといったዊ易なລ機بを用い

て実ஃしていたが、JR発足後、ժଂټのᢀ道೫ລ

装置、分ࠢب೫౼装置、ᤅ間ລް装置といったټߴ

なժଂټ装置を導入し、೫౼の機ಽ化を進してき

た。しかし、「ࡼ視」は、線ഫᣲ࿎である線ᡅを

目視ཟ೫することであり、機ಽ化することがٌ難で

あった。また、目視といった視ᜁষڨだけでなく、

線ᡅから発生する音といった聴ᜁষڨも活用してʦ

ルト᭒のɒを特ްするなȼ従事者のノウハウが活

かされてきたため、長らく「ा歩で診る」ことが主

たる手段となっていた。

　「現場を診る」ことの重要性はをΰたないが、

˪щնኙ所を特ްするために、全線歩いてᆬ認する

という方ศは、生産性が高いとはい難い。さらに、

目視ཟ೫にはᕶとしɗ結にρ̷ࢃがあるといっ

た᪅ႜもあり、ཟ೫の質を高める工܁が॒要になる。

　ᢀ道۰ͱのৰᄶ視にӏえて、今まで目視でᆬ認

してきたレールとʨクラɸをႡめているᦂщである

レール፻結装置ɗレールとレールをႡめているፕ目

のৰ等をʬʕタリンɺできれɃ、「ࡼ視」の᭄

度をᄽし、生産性と品質の向上をպ時に図れるの

ではないかということが、ʬʕタリンɺ技術導入の

第̝のʬʋベーシʱンである。

ᴱᴫ፷ᡅᜫ϶ʬʕタʴʽɺᚽᏚ

　ここでは、当社が開発した線ᡅ設϶ʬʕタリンɺ

装置をጳ̿する。線ᡅ設϶ʬʕタリンɺ装置は、ᢀ

道۰ͱ（線ᡅのəがɒ）をລްする「ᢀ道۰ͱʬʕ

タリンɺ装置」とレール፻結装置等のᢀ道のయ୳

ৰの画ЅとしてՖ᧸する「ᢀ道య୳ʬʕタリンɺ装

置」でഫ成している（ќᅊᴪ１・ќᅊᴪ２）。

　これら装置を؆業列車の車体ࣂ下に装ᔸすること

特集Ⅰ
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で、これまでの೫ລ車とᢎしてᤘかに高い᭄度で

ᢀ道۰ͱʑータが取得できるようになっている。そ

の結、リアルタイムにᢀ道۰ͱをੰ૱できるとと

もに、そのፕ時۰化をᣜえるようになった（図ᴪ２）。

また、レール፻結装置ɗፕ目ʦルトといった重要

部యの画ЅをՖ᧸することで、10ሗ᭒の˪щնを

ᤕ᪣でੰ૱できるようになっている（ќᅊᴪ４）。

ќᅊᴪᴯ　ᢀᤍ۰ͱʬʕタʴʽɺᚽᏚ

ќᅊᴪᴰ　ᢀᤍయ୳ʬʕタʴʽɺᚽᏚ

　ᢀ道۰ͱʬʕタリンɺʑータは、装置からଆ࢛電

話و線でクラウʓにͤ送している。ᢀ道య୳ʬʕタ

リンɺの画Ѕʑータは、߁ᦀが大きく無線ͤ送でき

ないためSSÄ（ժଂټᜤ᧸ݨ体）に保ސし、ް期

的にSSÄを取ってクラウʓにͤ送している。

ᴲᴫʝʍɺʑータ

　線ᡅ設϶ʬʕタリンɺ装置で、ລްՖ᧸するʑー

タは常に大きい。50ᡅ線に導入した場ն、年間に

うʑータサイʄは500テラʚイトを超える。さら

に、ລްՖ᧸したʑータは所ដ「生ʑータ」であり、

そのままのৰで保線技術者が分するには難があ

る。ᢀ道۰ͱʑータは、そもそもລްの都度ͱ置が

ずれるという大きなᝥᭉがある。ລްピッʋと車輪

のو転ୣが連動しているため、໙ᠨɗ空転をߵしで

もᠭこせɃລްͱ置がずれてくる。また、ລް区間

もᣌし運転ɗश避線ᠨ行等でᠨ行の都度۰わって

くる。さらに、生ʑータはノイʄをֆんでいるため

に、ノイʄを異常ϏとしてՍしないと分し難い。

　ᢀ道య୳ʬʕタリンɺ装置でՖ᧸する画Ѕが対៎

とする設϶ୣは極めてᒗ大である。ʨクラɸは１

ëíあたり約1¬700本、レール፻結装置は約7¬000ρ

もある。つまり、対៎としている設϶はୣԛ˥、ୣ

Иρのオーʊーなのである。このような設϶のʑー

タを一つɅとつ保線技術者がʬʕターでᆬ認するこ

とはն理的ではない。そこで、コンピューターでᒲ

動的に˪щնと考えられる画Ѕを出し、さらにそ

れら画Ѕを専͖のオʤレーターがʋɱックして、˪

щնψᛃをᤣҝするといったスクリーʕンɺͽ業が

˪ժ欠である。

　このようなʑータクレンʂンɺɗスクリーʕンɺ

ͽ業は当社の保線技術者が行うよりも、専門の会社

で一Ыかつ集˹的に実ஃすることが効率性ɗノウハ

特集Ⅰ
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ウのᖞ積のᬂからもᓦいと考え、ɺループ会社に線

ᡅ設϶ʬʕタリンɺセンター（以下、ʬʕタリンɺ

センター）を2016年12月に設立した。設立当初はୣ

名の̷員であったが、現在20名規ൌになっている（ќ

ᅊᴪᴲ）。センシンɺ技術ɗ通信技術等の進展によ

り、ʑータᒲ体を取得することは以Ұにしてᄾ当

易になってきたが、IïÔを実務にᕶとしᣅこɓた߁

めには様々なノウハウのᖞ積が॒要である。

　また、このʬʕタリンɺセンターでは、装置ᒲ体

のᄶ視ɗ保ަも行っている。؆業列車のࣂ下はЅ

以上にᤈᥢな環境であり、「ʬʕタリンɺ装置」の「ʬ

ʕタリンɺ」が॒要であったため、開発段階では

ްしていなかった装置のᄶ視装置をᣜӏして、安ް

ሜЄを図っている。

　ʬʕタリンɺセンター設立時に、ḧ装置のৰᄶ

視業務、Ḩʑータѿ理業務、ḩʑータ分業務の˧

ͱ一体運用でʬʕタリンɺ技術・ノウハウの一Ы化

を図るというビʂʱンを૫いた。道ԡɃにも満たな

いมであるが、ᅔ実に発展できるように取組ɒを

ӏᣱさせている。

ќᅊᴪᴲ　ʬʕタʴʽɺʅʽター

ᴳᴫʑータґ

　本ᬱでは、ʬʕタリンɺʑータの分ക要をᣖべ

る。一ᓐ的に、IïÔの実現プロセスは、ḧʑータ取

得、Ḩʑータͤ送、ḩʑータ分、Ḫ९ขް、ḫ

実行（アクシʱン）ということになる。IïÔの本質

は、ʑータ取得、ͤ送にあるのではなく、ʑータ分

結を実務にフィーʓʚックすることである。実

務にフィーʓʚックするためには、ḧͷがᠭきたの

か、Ḩͷがᠭきるのか、ḩͷをすれɃᓦいのかとい

う観ཟから分するのが常ܕである。

ḻ　ࢠᄶൡᑤ（ͷȟᠭȠȲɁȞ）

　ᢀ道۰ͱʬʕタリンɺʑータは、؆業列車に搭載

している装置でѿ理を行い、፯急性がある場նはア

ラートメールとして当ᝉ設϶を保ަする保線技術セ

ンターに通知する。

　ᢀ道య୳ʬʕタリンɺのスクリーʕンɺ˹に፯急

性があるとҜ断した場նは、ʬʕタリンɺセンター

から保線技術センターに連ፅがいく。保線技術セン

ターでは、ᤈՍのᛃεࠚධをᆬ認して॒要にख़ȫて

ѿ置を行う。

Ḽ　̙ລൡᑤ（ͷȟᠭȠɞɁȞ）

　ᢀ道۰ͱのፕ時۰化から、ᣦඒ新ศによって、

ᛃε目安Ϗの超ᤈ時期をᒲ動̙ລする̈́組ɒをഫ築

している。これにより、目安Ϗを超ᤈする̙ລ月日

を近いᬲにランキンɺできる。また、急進的なᢀ道

۰ͱをસえる機ᑤもある。

ḽ　ʴɽʫʽʓൡᑤ（ͷɥȬɌȠȞ）

　ᢀ道۰ͱʑータから、大ټのᛃε機ಽであるʨル

ʋプルタイタンパー（MÔÔ）の運用画をᒲ動

አできる。

　ᢀ道య୳ʑータを基に、レール፻結装置の100í

ロットあたりの˪щն率をᒲ動አし、ᛃεᬲͱを

ᇉす機ᑤもある。

ᴴᴫͅᇋɋɁࠕᩒ

　࣮設技ᑤәЄ者ୣはこの20年間で約130˥̷ນߵ

しており、３Ҿນのมである。ඒの10年間で新規

するとްさߵә者ୣがいなけれɃ約130˥̷ນ߿

れている。約100˥̷ሌ度の新規߿ә者がްされ

ているものの、30˥̷から40˥̷分の生産性向上が

められている（出ъ：（一社）日本࣮設業連ն会「技

ᑤәЄ者˪足に対する考え方」）。

　保線業ႜにおいてもպ様のϿ向になると考えるの

がܵ当であり、生産性の向上は፯のᝥᭉである。

さらに、͡２日をᆬ保することも新規߿ә者を増

ɗす観ཟからも重要であり、ᛃε工事の平ໄ化ɗ工

期のᅽ᎔、適Ғなᛃε画のኍްなȼがめられる。

　生産性の向上は、ͽ業ᒲ体の機ಽ化ɗロʦット化
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といったͽ業ᬂと、̙᩻保全を高度化し、より効

的なᛃε画をኍްするといった画ᬂの両ᬂから

のアプローʋとなる。

　このうち、画ᬂからのアプローʋである̙᩻保

全を高度化するための「ණب」の一つが、線ᡅ設϶

ʬʕタリンɺ装置とそのʑータ分技術である。

　当社は50ᡅ線に装置を導入し、࣫長で約70¥をカ

ʚーする̙ްであるが、この技術をࢿく他社にも展

開したいと考えている。Ұᣖしたように、保線業ႜ

を取りࢊくมはᄬ々Ջしさを増す。事業者各社が

ʚラʚラに新技術を導入するよりも、共化するメ

リットの方がᤘかに大きいからである。もちろん、

事業者ごとのʕーʄをうまく取りᣅɒながら技術を

発展させるためには、Ҥ度上の工܁が॒要ではある

が、ߵなくとも装置のৰᄶ視、ʑータѿ理、スク

リーʕンɺといったʑータをՖ集提供するプロセス

は、共通化すべきと考えている。そのために、ʬʕ

タリンɺセンターでʹンストップのサービスを提供

できるようにໄ϶を進めている。

　すでに、ᛓୣの地下鉄事業者から問いնわせを頂

いている。

ᴵᴫʡʳʍʒʟɳーʪ

　Ұᣖしたとおり、ʬʕタリンɺʑータはそのまま

ではΈい難い。間ᤏいなくここにʕーʄがあるはず

で、線ᡅのৰを表すʑータのՖ集と様々なアプリ

ɻーシʱンでΈえるようにʑータをえるͽ業を一

Ы化できれɃ、まさに保線における一つのプラット

フɳームができたことを֞する。

　すでに一ᓐ࣮設業では、（株ߴ） ై製ͽ所（コʨツ）

が、ʊンプɗシʱベルカーといった࣮設機ಽのセン

サーʑータɗລᦀした地ढʑータ等をいɗすいढ

にѿ理して提供するプラットフɳームをͽってい

る。ʑータを॒要とする࣮設会社は、このプラット

フɳームをҟ用して、アプリɻーシʱンをͽって実

務に生かすという̈́掛けである。

　線ᡅ設϶ʬʕタリンɺ関Ρでもպ様の̈́組ɒがで

きれɃ、各事業者のʕーʄを満たしながら、効率的

に保線の IïÔ化を進めることができる。ʑータを活

かしたアプリɻーシʱンのͽ成は、鉄道事業者以外

の会社の方がऐɒをધっているうえ、事業者ごとに

アプリɻーシʱンでͷを行うかにもᤏいがある。さ

らに、ʑータᦀが増えることで、ҟ用者全員でその

Πᄬを̰受できるため、プラットフɳームの用性

は増す。

　私ではあるものの、ʬʕタリンɺのプラット

フɳームͽりɗ装置展開が、ᄒでʑータを集めて、

よりᓦい保線業務を一፳にͽっていくようなスキー

ムͽりのキッカɻにならないかと考えている。

ᴶᴫȝɢりȾ

　在来線؆業列車にລް装置を搭載して、線ᡅৰ

をᤕ᪣でᄶ視する技術の実用化は、本ᤳ初である。

本ሟでは、このʬʕタリンɺ技術の現と展ఖにつ

いてᣖべた。

　当社に᪅らず保線部門の生産性向上は、鉄道会社

にとって፯のᝥᭉである。さらに、列車ᔸ重をᄽ

受ける線ᡅを保ަከ理している保線部門が担って

いるमҾは極めて重要であり、なる品質向上が

められている。

　ここୣ年のセンシンɺ技術ɗʑータѿ理技術、࣫

いては̷工知ᑤ技術の進展はかなり大きく、線ᡅ設

϶ʬʕタリンɺの技術は生産性向上ɗ品質向上に大

きく߆˫する在力がԚ分にある。今後地下鉄事業

者関Ρចとも連ଆしていきたいと考えている。
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ᴮᴫɂȫɔȾ

　๒ࢍでは、高ᣱ鉄道４号線（以下「ɺリーンラ

イン」という。）を平成20年３月に日շᵻ˹ࠞ間

（13®0ëí）で開業し、おかȥさまで、今年10年をᣊ

えました。現在、１日あたり14˥４ԛ̷（平成29年

度実）のお客様にごҟ用いただいており、๒ࢍ

Ԉ部の基̬ࢷ通を担っています。

　開業当所、60両（４両ą15成）で運行していま

したが、その後ᢡ送力の増ऐのため、ᴵ両（４両ą

２成）を増϶する等、増え続けるᢡ送要に対ख़

してきました。この開業10年のኮ目に、これまでਾ々

が取り組んできたᢡ送力増ऐɗ保ަの改ױ、そして

߬来の展開について、ക要をጳ̿します。

ќᅊᴪᴮ　�0000ढᴮඒ車

ᴯᴫɺʴーʽʳɮʽɁകᛵȻ࿑ौ

ḻ　കᛵ

　ɺリーンラインは、๒ࢍ港Ԉ区日շه丁目の日

շᮟから港Ԉʕュータウンをጽてպ፲区˹ࠞ一丁目

の˹ࠞᮟにᒴる13®0ëí（؆業キロ）のᡅ線です。

ᣩ˹、ᴵᮟを設けた10ᮟで、センターԈᮟおよび

センターԧᮟでʠルーラインと続しており、平٫

ᮟ間ᠾ離は約1®4ëíです。全区間13®0ëíのうち、

トンʗル区間が10®6ëí、明かり区間が2®4ëíです。

　平成ᴶ年ᴲ月に事業е許を取得し、平成13年１月

にᅔ工しましたが、࣮設の最˹に「๒ࢍࢍ؆̬通

事業のあり方೫݃員会」のኌ႑により、፱事業៵

の目ൈを、当初の3¬002Ияから2¬500Ияとするこ

とを࣮設のస͔とされ、車両および地上ஃ設をֆめ

たあらəるコストのҭນにӓめました。このため、

車両は当初ᴳ両成で画されましたが、要̙ລ

をՋしめにᄽし、開業時の٠జஃ設はᴳ両対ख़と

し、࣮築̈́上ȥおよび車両は４両成としました。

車両ढ式は10000ढとし、˹ࠞᮟ߆りから、Mã1、

M2、M5、Mã6としており、Ұ後２両ずつの２ʰʕッ

トで組成されています。

Ḽ　࿑ौ

　ɺリーンラインは、ټߴリʕア地下鉄（以下「リ

ʕアメトロ」という。）を用しています。この方

式は、車上一ඒढと֣Ƀれるリʕアʬータᮠ動方式

であり、車上ϫにリʕアインʊクシʱンʬータ（以

下「ÌIM」という。）を搭載し、地上ϫにリアクシʱ

ンプレート（以下「RÐ」という。）とለするアルʩ
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նᦂと᧢鉄でഫ成された̝ඒ導体が୧設されていま

す。この間のऀ・Օ発力により進ՒびҤ動を行

うため、ዯᅔによらない進方式の特性を活かし、

急Ӻ配を設ްできる他、車両のᬂࣂをͲくしてټߴ

化することにより、トンʗル断ᬂを᎔ߴして࣮設៵

をͲນできる等のメリットがあり、現在、国内では、

ᴳ都７ࢍᡅ線で運行されています。

　こうした特性を活かし、最大5�ƃのӺ配があり、

川和町ᮟをયんだҰ後約1¬200íの区間にあります。

この様な᎒断線ढのため、ᢀ道ᬂにおける最地ཟ

は、高田ᮟのൈ高ᴪ23®6í、最高地ཟは都ኊɈれあ

いの˲ᮟ͇近のൈ高«53®5íで、高Ͳࢃは実に

77®1íにもなります。また、最高ᣱ度は、この方式

の鉄道では日本最ᣱとなる�0ëí¯èで運転していま

す。

َᴪᴮ　๒ࢍ؆地下鉄ᡅ፷َ

ᴰᴫᢡᣞӌɁۄऐ

　開業後、乗車̷員はු年度ᬲᝩに増ӏしており、

これに対ख़してᢡ送力の増ऐを図ってきました。

ḻ　̋車̷ୣɁ

　開業後、平成20年度からの年度ҝ１日あたりの乗

車̷ୣをᇉします。

　・平成20年度　　　 72ԛ̷

　・平成21年度　　　 93ԛ̷

　・平成22年度　　　104ԛ̷

　・平成23年度　　　109ԛ̷

　・平成24年度　　　116ԛ̷

　・平成25年度　　　126ԛ̷

　・平成26年度　　　129ԛ̷

　・平成27年度　　　136ԛ̷

　・平成2�年度　　　140ԛ̷

　・平成29年度　　　144ԛ̷

Ḽ　車両ۄ϶Ȼʊɮʮඩ

　ɺリーンラインは開業時、గラッシュ時に在15

成˹12成をੵ入し、運転間᪣をʠルーラインと

պȫ４分20ᇽ間᪣としていましたが、こうしたお客

様の増ӏにͧい、ඒのʊイʮ改正によりᢡ送力の増

ऐを図っています。

　ア　平成22年４月１日

　　 　在15成˹、13成を出࣌させ、３分50ᇽ

間᪣とした増発を図りました。

　イ　平成26年３月29日

　　 　車両２成の増϶を行ってగラッシュ時15

成をੵ入することにより、３分20ᇽ間᪣とし、

ᢡ送力を12®5ᴢ増ऐしました。

　ウ　平成30年３月17日

　　 　ᣱ度向上を行うことにより、15成ੵ入のま

ま運転間᪣をᅽ᎔し、３分10ᇽ間᪣として、ᢡ

送力を 5®6¥増ऐさせています。このため、

AÔOʇフトの۰等を行っています。

ḽ　�0000ढᴯඒ車Ɂױཟ

　平成26年３月に増϶した車両は、製ᣲを急ȣ॒要

から、基本的̈́様は１ඒ車とպ一ですが、設から

ᴲ年をጽᤈしていることから、ඒの改ױを図ってい

ます。

　ḧ　お客様サービスの向上

　　・行а表ᇉبのフルカラー化

　　・車内表ᇉ装置のʑʂタル化

　　・ᑤ力の向上

にȡり್のᣜӏ̢ۿ・　　

　Ḩ　ʚリアフリーの進

　　・ʓア開ᩐ̙֖ཌྷの新設

　　・ੑа識ҝ࢛の៶͇

　　・車いすスʤースの拡大

　ḩ　ᅁɲʗルɸ化

　　・Ұྃཌྷおよび内ཌྷのÌÅÄ化

　Ḫ　災へのऐ化

　　・常はしごの改ᓦ

　　・避難用ステップの設置（аᭀ車のɒ）
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ќᅊᴪᴯ　�0000ढᴯඒ車

ᴱᴫ車両ίпɁױȾᩜȬɞጸ

ḻ　ڴบᚽᏚɁױȻۄ϶

　10000ढのڴบ装置は、M5車の第２ի車に搭載し、

ի車ౕに取り͇けたノʄルにより、４つの車輪のフ

ランʂ部にᄽߪجするഫᣲとしています。

しかし、運行開始後、ߪجした༁໙యがᠨ行時の᭛

٢等により᭣散してしまい、フランʂにԚ分乗らず、

ի車の他の部ͱに͇ᅔしてしまうᝥᭉが生ȫまし

た。

　このため、Ձىを೫証の上、ඒの改ױを行ってい

ます。

　・༁໙యをዯ度の高いものへ۰

ͱ置を地ཟҤॅからカーʠセンサによるҤߪج ・　

ॅへҒり૰え

　・ 進行方向と線の向きによりҰ後ࡿծのき分

け機ᑤを͇ӏ

　これらの改ױにより、所ްͱ置での効率的なき

分けができ、ڴบの᭣散も大きく改ױできました。

また、フランʂ部の༁໙が改ױされたことによりᄽ

もນߵし、車輪ҭ正ᦀもນߵしました。

　また、当初は３つの成に搭載していましたが、

搭載車両の入場時等にも適正にڴบժᑤとするた

め、１成にᣜӏ設置しました。

ќᅊᴪᴰ　ڴบᚽᏚ

Ḽ　ʠʶーɷқᣅɁױ

　車両の電気ʠレーキは、و生ʠレーキをΈ用して

いますが、܅効時ɗͲᣱ時に空気ʠレーキを立ち上

ȥるため、そのख़ኌ性を上ȥるべく、ի車˹ፕࣳを

設けた他に、電Ҥ時には初ᣅめ٢を入れていました。

　しかし運行開始後、ライʕンɺのᐗは多く、

１˥キロ当たりのᐗᦀは1®44ííにもなってお

り、他都ࢍのリʕア地下鉄車両とべても多いこと

が分かりました。さらに、成ුの初ᣅめ٢とライ

ʕンɺのᐗᦀをᝩ౼したところ、この間に明らか

なᄾ関関ΡがあることもҜ明しました。

　そこで、安全性を担保しつつ、電Ҥ力を上ȥて初

ᣅめ٢をカットしたところ、ライʕンɺのᐗᦀは、

１˥キロ当たり0®44ííに大きくນߵしました。ま

た、و生電力も向上し、年間約50˥ë÷è᎔ນし、

ᠨ行電力ᦀで約3®3ᴢນとなっています。　

ḽ　ᡍᬂຏોފɁˢり۶Ȫ

　車両の基礎ʠレーキは、ʑィスクʠレーキをΈ用

しています。このため、車輪ᡍᬂの信号ᅽፅ度を

保つためにаᭀ車両の全てのᢉにᡍᬂຏોފを設け

ていました。

　しかしながら、このफᬭによる車輪のᐗはᣱく、

ᐗᦀは、取り͇けの無で年間2®5ᵪᵪሌのࢃが

あります。この改ױとして、信号へのफᬭをᆬ認し

つつ、аᭀᢉをいたරり３ᢉのຏોފをᬲඒ取外

を行いました。

Ḿ　ÌÉÍɸʭʍʡລްᚽᏚɁଃᢐ

　リʕアメトロは、車上ϫのÌIMՒび地上ϫのRÐ

との間に設ްされた一ްのÌIMɸʭップを፟ધし

て運行しています。車両ϫのÌIMは、ް期೫౼時

に高さをລްし、所ްの公ࢃにከ理している他、本
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線上の地上部にລبを設けて、異常がある場նに

警ڨを出力しています。一方、地上ϫのRÐはް期

的に高さをລしている他、一部の車両のÌIMに

近センサーを設置し、˥一๙き上がりが生ȫて

近を೫知した場նに警ڨを出力しています。これら

により、間᪣を適正にከ理して安全に運行していま

す。

　しかしながら、実際に車両がᠨ行する場նは、こ

の両者の間に大きなऀ力が発生するため、କɒに

より近することが知られています。また、ÌIMは、

ի車ౕにҰ後に両ધಫのごとくոられその下部に導

体がࢊかれているഫᣲのため、通電による発ྒに

よってᒗ張し、下に҉のढでЁかにຽすることも

ᆬ認されています。このため、こうしたมにおけ

るÌIMɸʭップをລし、ጽ時۰化もֆめてੰ૱

していくことは、安全運行に大きくするものであ

ります。

　そこで、このϏをキロሌにภってщ体的にੰ૱し、

RÐの保ަከ理に活用するため、車両のÌIMにこの

ລް装置を搭載しました。この装置は、ÌIMのብ

部にࡿծ２組のレーʀー光によりRÐまでのᠾ離を

ລし、ᒲ動的にᜤ᧸するものであり、これにより、

؆業運転を行う車両において、ÌIMのऀ力によ

る動的なÌIMɸʭップをລްすることができます。

現在、このʑータを日々取得し、ᖞ積˹であり、今

後の保ަに活用いきます。

ќᅊᴪᴱ　ÌÉÍɸʭʍʡລްᚽᏚ

ᴲᴫஃᜫˁᜫ϶ɁίпȾᩜȬɞጸ

ḻ　Қ車ᣋឬڨᚽᏚɁ߳о

　トンʗル断ᬂがߴさく、保ަᐳ員のᣝ避スʤース

がいɺリーンラインでは、線ᡅ内の保ަͽ業をۻ

間؆業外に実ஃしています。

　一方、地上の明かり区間では、視認性がᓦい日˹

ͽ業にТͱ性があるため、ᐳ員の安全性ᆬ保を目的

としたᛃ助的な設϶として、ʠルーラインに導入し

ていた「無線ް置式の列車近警ڨ装置」を導入し、

ᣝ避スʤースのࢿい明かり区間における保ަͽ業を

日˹に行っています。

　導入した列車近警ڨ装置の機بഫ成は、以下の

４つからഫ成され、平成25年４月から運用を開始し

ています。

　ḧ　ᢀ道وᡅస͔ͤ送装置

　　 　ÐÔÃ˹܄装置から列車在線ষڨを受信し、

主Ҥॅࠈに警ڨస͔出力する。

　Ḩ　主Ҥॅࠈ

　　 　警ڨస͔を入力・Ֆ集・አし、送信ࠈを֣

び出し、警ڨ発֣ᇉを行う。

　ḩ　送信ࠈ

　　 　主Ҥॅࠈのᇉにより列車近警ڨを無　線

送信する。

　Ḫ　受信機

　　 　最߆りの送信ࠈから電波を受け、システムの

正常を周知させる信号音の受信、列車近を知

らせる警ڨメッセーʂを音ۦで知らせる。

ќᅊᴪᴲ　ᣞαൡ（Қ車ᣋឬڨᚽᏚ）

Ḽ　ౝ፷ɁίަȾᩜȬɞ̷యᑎ成

　๒̬ࢍ通ࠈでは、ɺリーンラインで初めてౝ空

電車線方式を導入したため、࣮設時はもとより、開

業後の፟ધከ理のスキルを早急にᡵに͇ける॒要が

ありました。

　このため、電車線の保ަの技術を得させるため、

開業Ұからු年ୣ名、外部のଡ଼ᑎ機関でᆅεを実ஃ
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し、ౝ空電車線の保ަ技術の得に取り組んできま

した。現在もጽ᮷の๏いᐳ員を˹心に、ᆅεを受ផ

させています。

　また、日常的にも保ަ技術を፟ધ・向上させる॒

要があるため、川和車両基地内のᜡᎃ線を、より実

ᡇ的なものとして拡充させることとしました。車両

基地内のシンプルカテナリ電車線だけでなく、本線

に設϶されているテンシʱンʚランサー（SÔB）ɗ

き電線、ժ動ʠラɻットなȼのୈધᦂ࿎を設け、よ

り本線に近い電車線設϶をѓ現し、平成27年３月に

ީ成しました。

　ް期ଡ଼ᑎᜡᎃのɎか、実車両をᑱ線させて行う異

常時፱նᜡᎃにも活用し、˥が一の異常時対ख़をֆ

めた̷యᑎ成に取り組んでいます。

ќᅊᴪᴳ　ᜡᎃ፷（֪ࡺ車両ژ地）

ᴳᴫյሗɮʣʽʒᩒϸɁጸ

ḻ　ɂɑりɦʟɱスタ

　̬通ࠈのお客様ព際としてްᅔしている「はま

りんフɱスタ」ですが、開業から３年７か月後の平

成23年10月に川和車両基地でスタートしました。そ

の後、上෫ែ、新ᏹの両車両基地をֆめたいずれか

を会場としてු年度開ϸしており、今年度も11月10

日（٠）に川和車両基地で開ϸします。

Ḽ　ᩒഈ�0֚年ᜤॡ̜ഈ

　平成30年３月30日に開業から10年となることをᜤ

念し、式ъの開ϸをはȫめとして、車両基地の公開

イベント、ࢍ電をʬʋーフとしたラッピンɺ車両ɗ

ʢッʓʨークのૡ出、ᜤ念Ғቺの発行なȼ、10周年

にちなんだ10の事業を実ஃしました。このうち、

ラッピンɺ車両は、４年間運行しますので、ご乗車

いただけれɃࢶいです。

ќᅊᴪᴴ　�0000ढʳʍʞʽɺ車両

ᴴᴫᅁӌԇȾᩜȬɞ೫

　リʕアメトロは、ҰᬱのÌIMɸʭップを፟ધし

て運行しています。このɸʭップは、ߴさいሌ៵

電力をኮນできますが、車上・地上Ք方の保ަ公ࢃ

ɗ安全ͺᛀ等を考慮すると12ᵪᵪが᪅度とされ、当

ศで࣮設、運行されߤもֆめて各事業者ともこのࠈ

ています。

　このɸʭップを᎔めることが出来れɃ、ʬータの

力率Ւび効率を上ȥることができ、ᅁ電力を図るこ

とができますが、Ұᣖのとおり、この間ᪧは安全運

行に大きくΡるため、「安全」と「ᅁ電力」の̝ऺ

ᑔՕが避けられないୣϏであります。

　このため、᎔ߴに向けては、あらəる۰ͱɗԲ᪙

性を೫証して᜔をو避し、適正に፟ધከ理できる

最ߵのߤศを実証する॒要があります。現在、地下

鉄Ԧ会様のごԦ力ɗご助をいただきながら、様々

なʑータを基に೫を行っているところですが、ᝥ

ᭉもߵなくありません。

ᴵᴫG 両成ԇɋɁᅔਖ਼

　開業後、ු年ڜᝩに増ӏし続ける乗車̷員に対ख़

し、車両増϶等により増発を行ってᢡ送力の増ऐを

重ɀてきましたが、４両成のままではこれ以上の

増ऐもٌ難なมとなっています。さらに、このа

も乗車されるお客様のͩびが期शされることから、

平成30年度よりᴳ両成化に向けてᅔ手していま

す。

　現在、基本設等を進めておりますが、今後、平
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成32年度からպ33年度にかけてᮟホーム部ɗ車両基

地Ⴁ置線のᴳ両長対ख़の࣫ͩ工事ɗ೫ε࣌の増築等

を行います。ᮟについては、ホーム౻の増設ɗ࣮築

̈́上ȥの拡張をஃ工し、車両基地内は、Ⴁ置線のᴳ

両長への࣫長と೫ε࣌をᴳ両長へ増築します。

　この後、平成34年度からպ36年度にかけて車両を

ᬲඒᴳ両成化する̙ްです。現在４両成である

M2車とM5車の間に、˹間車２両をયɓढで増結

し、在17成˹、10成をᴳ両化します。これに

よりᢡ送力は、約2�ᴢ増ऐされる̙ްです。

ᴶᴫȝɢりȾ

　開業から10年のኮ目として、この間の取組と今後

の展開についてጳ̿させていただきました。Ջしい

มの˹で開業したɺリーンラインではあります

が、ු年ᆬ実なお客様のͩびにୈえられ今日をᣊえ

ました。

　๒ࢍのࢍ؆̬通は、来る平成33年には100周年

をᣊえます。今後もɺリーンラインが多くのお客様

に快適にごҟ用いただき、ᜆしまれることを期शし、

安全運行にӓめていく所ސです。

　最後になりましたが、ɺリーンラインの࣮設、開

業後の車両、ஃ設の保全、そして日々の安全運行に

関しまして、ご導、ごԦ力をいただいたᄶᅚޮ庁、

関Ρي体、工事関Ρ者、製ᣲメーカ、保ަ受ᜣ業者、

その他関Ρ各ͱのᄒ様に、ᝒᬂをϋりましてՀくॅ

ᇊを႑し上ȥるඒ第です。
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ᴮᴫɂȫɔȾ

　東京地下鉄株式会社（以下、東京メトロ）は、現

在ᴶᡅ線を運؆しており、؆業キロ195®1ëí、ᮟୣ

は179ᮟとなっています。また、１日742˥̷（2017

年度実）のお客様にごҟ用いただく公共̬通機関

として、ᢡ送の安全のᆬ保にͷよりもТаして取り

組ɓとともに、お客様の視ཟに立ったサービスの充

実に日々ӓめております。本ሟでは、ᮟの大規ൌ改

ᓦɗ設϶϶を進し、安全対ኍとຉ᫆和、ҟΠ

性の向上を目的として取り組んでいる「ホームʓア

の϶」「ᢡ送サービスの改ױ」についてጳ̿します。

ᴯᴫʥーʪʓɬɁ϶

　すべてのお客様に安心してごҟ用いただけるよ

う、ホームからの転ᕶ᩻ඨɗ列車との᜔事を᩻

ඨするため全ᮟへのホームʓア϶を進めていま

す。2024年度までに１日10˥̷以上のお客様がごҟ

用になる対៎�1ᮟへの϶をީ̘させ、2025年度ま

でに全179ᮟにホームʓアを϶することを目し

ます。

　201�年10月ఞ日現在でホームʓアの϶ᮟは179

ᮟ˹109ᮟとなっています。（϶率61¥）

　各ᡅ線のホームʓア϶画をኍްするにあた

り、ᡅ線またはᮟのចస͔による多くのᝥᭉに取り
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Ȉާ॑Ɂ૬ΖȉɋɁጸɒ

յᡅ፷ʥーʪʓɬ϶႕

ᡅ線名 ϶ީ̘年度 ホームʓア̈́様

ᦿ࣋線
全ᮟ϶ຑ

（大規ൌ改ᓦ工事を
行っているດែᮟ

をく）

ᣥᤈټハーフ
ハイトタイプ

日ែ線
2022年度

ᣥᤈټハーフ
ハイトタイプ

東西線
2025年度

ᣥᤈټハーフ
ハイトタイプ

（ʓアタイプは通常
Ւび大開ՠ）

ԛ代田線
2019年度

ᣥᤈټハーフ
ハイトタイプ

ԡᖽ門線
2023年度

ᣥᤈټハーフ
ハイトタイプ

（ʓアタイプは通常
Ւび大開ՠ）

Ɔ 大規ൌ改ᓦ工事等により϶ީ̘年度を۰することが
あります。

Ɔ˽ノ内線、楽町線、һ都心線、ԧԈ線は϶ຑɒ。

ᣥᤈټʙーʟʙɮʒタɮʡ（ᦿ࣋፷）

ూ̱٥˩鉄株式会社　鉄道ట　鉄道ፋજ　႕ᝥ

ᝥᩋᛃʹ　̢˨ǽኹխ

033-特集Ⅲ.indd   33 2018/11/14   13:50:55



3�

組んできました。特に東西線においては、ᄾ̠ᄽ通

運転を行っているJR東日本と東ᕹ高ᣱ鉄道とあわ

せてᴳሗ᭒の車両̈́様がސ在するため、ʓアࢥՒび

ʓア間᪣が異なります。運行ʊイʮ等、安ް的な運

用を考慮した結、開ՠࢥをࢿくᆬ保し、ᄾ̠ᄽ通

運転各社の異なる̈́様のʓアサイʄを፤Ꮳできる新

ホームʓアを開発し、設置にᒴりまし（大開ՠ）ټ

た。

ټ（۾ᩒՠ）ʥーʪʓɬ（ూᛴ፷）

ᴰᴫᢡᣞɿーʝスɁױ

ḻ　˽ʘ内፷ԧ႔駅Ɂʥーʪ̜࣫ͩࡾ

　本工事では、現在３両成対ख़ホームとなってい

る方ԧ町ᮟのホームጶብ部を࣫ͩし、ᴳ両成対ख़

ホームに改ᓦします。これにより、本線列車のᄽ通

運転をժᑤとし、˹٪上ᮟでの乗૰時間の和を

図ります。あわせて、ʚリアフリー対ख़設϶϶を

行います。

ᓦҰɁԧ႔駅

ᓦऻɁԧ႔駅

Ḽ　ԛ͍ႎ፷Ԉ፬ང駅Ɂʥーʪ̜࣫ͩࡾ

　፬ངᮟでは、፬ངᮟからԈ፬ངᮟ間の３両成の

区間列車による本線平ᬂ̬ࢃୈ᪩と、Ԉ፬ངᮟ方ᬂ

からのお客様が本線列車に乗り૰える際に、本線列

車後方車両へ乗車が集˹することによるຉ᫆と列車

ᤂ࣫が発生しています。また、JR常ᆴ行線方ᬂ

ホームからԈ፬ང方ᬂホームへ階段を̿するため、

大きな乗り૰えが発生し、お客様にご˪Πをお

かけしています。

　それらを改ױするために、Ԉ፬ངᮟホームを３両

成対ख़から10両成対ख़に࣫ͩし、本線列車を一

部Ԉ፬ངへᄽ通させることで平ᬂ̬ࢃୈ᪩のᜓと

ຉ᫆和、乗り૰えҟΠ性の向上を図ります。あわ

せて、Ԉ፬ངᮟのʚリアフリー対ख़設϶の充実と出

入ՠ新設も΄せて実ஃします。

းɁ፬ང駅ഫ内َ

例２）北綾瀬駅へ行くため綾瀬駅で乗換する場合
　階段を介しての乗換となり、乗換抵抗が大きい。

例１）北綾瀬駅から北千住方面へ行く場合
　本線列車へ乗換える利用者の駆込み乗車が
発生する。

ᓦऻɁԈ፬ང駅ʥーʪ

ᓦऻɁԈ፬ང駅（ɮʫーʂ）
  ᜫኙ

ḽ　ూᛴ፷ԧᆂ႔駅Ɂʥーʪ፷ᡅۄᜫ̜ࡾ

　ԧᆂ町ᮟについては、ホーム上のຉ᫆和にӏえ、

西ᓗ橋ᮟ方ᬂからጮ積したᤂ࣫のᜓՒび都心方へ

のᤂ࣫拡大のੱҤ等を目的としたホーム拡ࢥなȼの

改ᓦ工事を行い、ຉ᫆したホームの安全対ኍに取り

組んでいます。

　本工事では、ஒސの１ᬂ２線のᮟホームに対して、
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˹方ᬂ行の線ᡅのさらに外ϫへホームと線ᡅを新

設し、２ᬂ３線化とします。これにより、ラッシュ

時間࢛においては、а行列車がᮟϦ車˹に本来ᮟ手

Ұで信号शちをしていた列車を、ԧᆂ町ᮟに進入す

ることがժᑤとなり、ホームを行аҝに分けること

で、ホーム上のຉ᫆和ɗ安全性の向上も図ること

ができます。あわせて、ᮟஃ設の配置۰ɗɲレベー

ター・ɲスカレーターの増設なȼの改ᓦを行い、お

客様のҟΠ性向上を図ります。

　また、ภ線のお客さまに東京メトロにᜆしんでい

ただけるよう、ԧᆂ˧丁目公ٛ内に工事インフɳ

メーシʱンセンター「メトロ・スナʋカ」を設置し、

ʂオラʨシアターɗ鉄道ൌټの展ᇉ等により、工事

Ւびީ成後のԧᆂ町ᮟをጳ̿しています。

ԧᆂ႔駅ᥓ፷Ⴉَ（ᓦऻ）

西葛西

西葛西

Ḿ 　ూᛴ፷᭫ႎ൞駅ᵻ̎下駅ᩖȾȝȤɞりᣌȪ

ᜫ϶϶̜ࡾ

　東西線での運行本ୣを増ӏさせるために、以下の

స͔でりᣌし設϶の設置区間の೫を進めてきま

した。

　　ḧ　 ᢡ送ᦀの多い区間をᠰえた大手町以西の区

間であること

　　Ḩ　 線ᡅഫᣲ上ᣌし設϶の϶がժᑤである

こと

　　ḩ　 ᮟ周ᣃ地上のมɗ用地స͔がТれている

こと

　以上をᡍまえて೫した結、飯田橋ᮟᵻ̎段下

ᮟ間のऀ上ȥ線の本線化と̎段下ᮟ方の分ࠢبの配

置を۰えることでᣌし設϶϶がժᑤとなりまし

た。

　ᣌし設϶ީ成後は、̬ࢃୈ᪩がᜓされ、ᣌ

し列車と後続列車のպ時運行ができ、߬来の列車増

発がժᑤとなります。గラッシュのピーク時間あた

りの列車本ୣを現27本から30本に増ऐすることに

より、ຉ᫆車1�0ᴢ以内をᣅんでいます。

ᴱᴫȈࢃBéúȉȻɁᣵଆ

ḻ 　ɴʟʞーɹɷʭʽʤーʽɥ

　Єき方改ᬆのɅとつとして2017年度から東京都が

通ӱラッシュو避のために通ӱ時間をずらす取組ɒ

である快適通ӱムーʠメント「۳ޖの時ࢃBiú」を

実ஃしており、その期間（201�年７月ᴶ日ᵻᴵ月10

日）にնわせて、東京メトロでもお客様にオフピー

ク時間࢛でのごҟ用をすஃኍに取り組ɒました。

ూ̱᥆ͽ成ポスター

　ᵻᒱ時列車の運転についてᵻ

　平日గラッシュ時間࢛のຉ᫆和を目的とした早

గ時間࢛のᒱ時列車（「時ࢃBiúトレイン」「時ࢃ

Biúライナー」）の運転を、東西線・日ែ線Ւび

東急電鉄とԦ力しながらԡᖽ門線・һ都心線で運行

を行いました。（201�年７月ᴶ日ᵻ13日・17日ᵻ20

日のᴶ日間）

�0��年度۳ޖɁࢃBéúᒱҚ車ᤆᚐˢᜄ
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Ḽ 　ూᛴ፷ᠭȠɷʭʽʤーʽɁፕፖஃՒɆៈๅ

駅ຉ֪᫆ɷʭʽʤーʽȾȷȗȹ

　2017年ᴶ月から「東西線早ᠭきキʭンʤーン」を

実ஃしてきました。

　また、オフピーク通ӱ（通ޙ）の進にӏえ、ホー

ム階から改ఠ階に向かうお客様のํ動の分散化を目

的とした「とよすプロʂɱクト」を201�年４月２日

から時ࢃBiú期間にնわせᴵ月10日までの平日に実

ஃしました。１日あたり約4¬600̷のお客様にご参

ӏいただき、ຉ᫆和対ኍについては、当ᝉ時間࢛

に豊ๅᮟで᪃車されるお客様のうち、約２ᴢのお客

様がຉ᫆時間࢛のҰ後にピークシフトし、ํ動の分

散化についてもᢎ的空いている階段Ւびɲスカ

レーターのҟ用が10ᴢ増ӏするなȼ、いずれも一ް

の効が得られました。今後については、効の೫

証を行い、キʭンʤーンのᄽしɗ対៎ᮟの拡大等

を೫していきます。

ూᛴ፷ᠭȠɷʭʽʤーʽ

ȻɛȬʡʷʂɱɹʒ（ᴵఌ�0日ɑȺ࣫ᩋȪȹஃ）

ḽ 　ȰɁͅɁஃኍȾȷȗȹ

　お客様の分散乗車を進する目的として、201�年

３月から東京メトロアプリ内の「列車ᠨ行ͱ置」Ւ

び時ҩ表において、平日の全時間࢛、全ᡅ線の列車

（୳列車Ւびԛ代田線፬ངᵻԈ፬ང間をく）の

ຉ᫆度ষڨを提供しています。また、ᮟഫ内ஃ設に

おけるగ活ផ࣋の実ஃɗ、ʹークライフʚランスに

対ख़したサテライトオフィスサービスを実ஃしてい

ます。今後も東京メトロは、お客様に通ӱ時間を快

適にᤈごしていただけるよう、積極的に各ሗஃኍに

取り組んでまいります。

छᇋÈÐૡᢐȈࢃᣮӱɁȝ᭐ȗȉ
（ԧԈ፷）

గ๊ផ࣋（ɮʫーʂ）

ɿʐʳɮʒɴʟɭスɿーʝス
（ໆࠞသ）

ᴲᴫȝɢりȾ

　東京メトロでは、˹期ጽ؆画「東京メトロプラ

ン201�ᵻȊ安心の提供ȋとȊ成長へのભȋᵻ」に

おいて、Ȋ安心ᴺ安全ᴨサービスȋというขのもと、

すべてのお客様に東京メトロを「安心」してごҟ用

いただくために、積極的に様々なஃኍを実現してま

いります。今後もたəɒなき「安全」のᣜと、お

客様視ཟに立った質の高い「サービス」の提供を目

し、より一࠙ӓ力してまいります。
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　東ණɺループは、運ᢡ事業、レʂʭー事業、˪動

産事業、ํ通事業、その他事業のᴲつのセɺメント

で、多ᜏ的、ᛓն的に事業を展開しており、活力に

富んだ௨らしɗすくᜪれたい東ණภ線の実現、地ڒ

社会とともにધ続的に発展し、企業の社会的͖を

たすことをጽ؆方ᦉとしている。

　ɺループの˹ಎ企業となる東ණ鉄道のᡅ線፤は、

東京、ԛᕹ、ڙဝ、ಁజ、Ᏸᮗの１都４ᅇにࢿがり、

鉄においては２番目のᠾ離となる463®3˞のᡅ線

をしており、一日平٫で約252˥̷のお客さまに

ごҟ用いただいている。

　1�97（明ผ30）年の設立から120年を超える当社

のകႩխをጳ̿したい。

ᴮᴫᜫȞɜɁ۰ᤢ

　当社は、当時のわが国の代表的なᢡ出産業であっ

た、Ꭱ፟産業が集˹していた両ේ地ڒと東京を結ɉ

ことを目的として、1�95（明ผ2�）年、川ࡆ八ծᚖ

門ら東京・๒の実業12̷によって発ᠭされ、

1�97（明ผ30）年11月１日に設立された。

　その後、1�99（明ผ32）年、ᖘ気機関車12両、客

車36両、៦車50両により、Ԉԛͳᵻ久間39®9˞の

ూණᦪᤍȾȝȤɞᦪᤍ̜業Ⱦȷȗȹ

歴史シリーズ「鉄道開業100年の歴史を超えて」
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ᠾ離で一日７ऱेの運転を開始した。

　1903（明ผ36）年までにԈԛͳᵻܻ橋（現とう

きɚうスカイツリー）と久ᵻ川β（ҟಏ川ԧ）

を開業。さらにҟಏ川のౝ橋がީ̘したことにより

1907（明ผ40）年に川βᵻ足ҟ町（現足ҟࢍ）が開

業。1910（明ผ43）年にはܻ橋ᵻ͜ӯࡆ間を全通

させた。また、1920（大正ᴶ）年には設立時ཟから

当社と߈な関Ρにあった東上鉄道をն΄し、東上

線が第一歩をᡍɒ出すなȼ、ᡅ線の拡大を進めて

いった。

　昭和に入ると、1929（昭和４）年にబੑ（現東ණ

動࿎公ٛ）から東ණ日光までの新線を全線ᛓ線電化

により一મにީ成させ、当社のয願であった観光地

「日光」への乗り入れが実現した。日光線では開通

当初から急行列車を運転していたが、1935（昭和

10）年にはʑハ10ጕによる特急列車の運転を開始し

ている。1931（昭和ᴳ）年には、๏ᔯ門（現๏ᔯ）

へ࣫ͩするとともに、ైࠎᄍ៦ࣆが入ࣆし、関東初

のʑパートをするターʩナルビル（๏ᔯ東ණビル）

がީ成、պ時に地下鉄ᦿ࣋線を̿した都心方ᬂの

ルートもᆬ立された。

　1943（昭和1�）年には下電気鉄道（現३川線）

をն΄し、३川までの観光ᡅ線が生したɎか、

翌1944（昭和19）年には時ፋնにより፱ණ鉄道（現

東ණアーʚンパークライン）とのն΄をጽて、現在

の東ණ鉄道のᡅ線፤がɎɏᆬ立された。

ᴯᴫȈᖘသّȉ

　東ණ鉄道のᖘ気機関車（SÌ）のධխは、1�99（明

ผ32）年の開業に϶え、イɸリスからᢡ入した12両

の車両から始まっている。当初は៦࿎と旅客の両方

をᢡ送していたが、1924（大正13）年の電化開始後

は、主に៦࿎ᢡ送を担うようになった。その後、昭

和30年代初めから始まった៦࿎ᢡ送の電化画によ

り1966（昭和41）年ᴳ月をもって当社におけるすべ

てのSÌ運行がጶ̘した。ࣔඨまでの67年間に�5両

が在し、車両ୣとそのሗ᭒の多さから当社は「ᖘ

気သ国」と֣Ƀれたこともあり、1946ᵻ47（昭和21

ᵻ22）年には最多の60両が活ᡮしていた。

ᴲհൡᩜ車（ᴿ�ढ）

ᴰᴫ ᄾ̠ᄽᣮᤆᢆȾɛɞ鉄ᤍʗʍʒ
ʹーɹɁછЭ

　昭和30年代に入り、わが国ጽຑの急ᣱな成長にն

わせて当社ภ線においても都ࢍ化が進展し、他社ᡅ

線とのᄾ̠ᄽ通運転による鉄道ʗットʹークの拡充

を積極的に行った。

　1962（昭和37）年の͜ӯࡆ線と؆ي（現 東京メ

トロ）日ែ線とのᄾ̠ᄽ通運転をᄠҒりに、19�6

（昭和61）年に३川線とࠨ鉄道（1990年には会

津鉄道会津田ࡀまで）が、19�7（昭和62）年には東

上線と؆ي（現 東京メトロ）楽町線が、2003（平

成15）年には͜ӯࡆ線・日光線と؆ي（現 東京メ

トロ）ԡᖽ門線・東急田ٛ都ࢍ線が、200�（平成

20）年には東上線と東京メトロһ都心線がᄾ̠ᄽ通

運転を開始しており（һ都心線はその後2013年に東

急東線・๒高ᣱɒなとɒらい線ともᄾ̠ᄽ通運

転開始）鉄道ʗットʹークのऐ化充実を図った。ま

たJR東日本とは特急のᄾ̠ᄽ通運転を2006（平成

1�）年より実ஃしている。

ᄾ̠ᄽᣮᤆᢆᩒܿɁᓹ車（Ԉԛͳ駅）

歴史シリーズ「鉄道開業100年の歴史を超えて」
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ᴱᴫ鉄ఊᩋɁᛓȁ፷ԇ̜ഈ

　鉄道ʗットʹークの拡充以外にも東京ٚの̷ՠᒗ

張に対ख़すべく、関東鉄初のᛓ々線化工事を進め、

1974（昭和49）年にԈԛͳᵻቩノڷ間がީ成した。

ᛓ々線化工事はその後19��（昭和63）年にቩノڷᵻ

ᔯӏ間、1997（平成ᴶ）年にᔯӏᵻᠰែ間、2001（平

成13）年のᠰែᵻԈᠰែ間の高ౝᛓ々線化工事がީ

̘し、1967（昭和42）年から長きにわたり続けてき

たԈԛͳᵻԈᠰែ間1�®9˞のᛓ々線工事が全てީ̘

した。

ᛴ̢ᵻቩʘᩖڷᛓȁ፷（ଟफ　ᓹ˨ؕ成）

ᴲᴫSÌे๊ᤆᢆʡʷʂɱɹʒ

　当社では2017（平成29）年４月に発表した「東ණ

ɺループ˹期ጽ؆画2017ᵻ2020」における成長

Ⴉの˹で、日光・३川ɲリアを重ཟɲリアの一つ

にͱ置͇けた。պɲリアがધつܝいධխ・୫化・

ͤፋ・そして手つかずのᒲུという、˰ႜ的にもሊ

なʧテンシʭルを活かし、通年ټ・ໞ在ټリʈー

トとしての地ͱをᆬ立することを目している。こ

れらの実現に向けて、պ年４月21日から新ټ特急「リ

ʚティ」を導入するなȼ、様々なஃኍを進めている。

SÌ۾ൗ

　その˹で、鉄道会社ならではの地ڒ活性化ஃኍと

してḧ鉄道産業୫化ᤤ産の保ސと活用、Ḩ日光・

३川ɲリアの活性化、ḩ東Ԉेᒾୈの一助の３つ

を目的に、պ年ᴵ月10日に約ԡ˰ɉりにSÌे活

運転を३川線にて実ஃした。（SÌ大ൗ）

　本プロʂɱクトは、SÌの全ࣔから約ԡ˰がጽ

ᤈしていた東ණɺループ単での成ӎは難しく、プ

ロʂɱクトの主にご᠆պいただいた全国の鉄道会

社に車両・ஃ設ɗ̷య᭴成なȼハーʓ・ʇフト両ᬂ

において、ごୈ・ごԦ力いただくことで実現する

ことができた。

　またこのSÌे活運転にնわせて३川線を「観

光ᡅ線」とͱ置͇け、地ڒと一体となった「SÌの

ᠨるまちȸくり」の実現に向けた様々な取り組ɒを

進めている。その˹でSÌ大ൗを活用した日光ࢍの

観光ળᒾにつながる取り組ɒを「いっしɚにロコ

ʬーシʱン」と名ȸけた。今後も日光ࢍにͳɓ方々、

Єく方々すべてが主体となってᄾ̠に理ᜓ・Ԧ力・

ȥ、「いっしɚにロコʬーシʱࢿ発しնう環境をצ

ン」の輪をࢿȥていくことで、日光ࢍの観光ળᒾに

つなȥていく。

　2017年ᴵ月10日から運行を開始したSÌ大ൗは多

くのお客さまからごঢ়顧いただき、201�年７月14日

にご乗車10˥̷を達成した。

SÌ۾ൗȧ̋車�0˥̷ᤎ成ɮʣʽʒ

歴史シリーズ「鉄道開業100年の歴史を超えて」
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ᴳᴫȷȽȣ鉄ᤍʗʍʒʹーɹ

　当社では、Ԉԛͳと久を鉄道でつないで以来、

ᚔとᚔ、̷とᚔ、鉄道ʗットʹークを生かしたᄾ̠

ᄽ通運転なȼ、たくさんの「つなȣ」を実ஃしなが

ら、ภ線の発展にӓめてきた。ऀき続きつȡの100

年に向けても、「つなȣ」を大Ғにし、地ڒととも

にさらなる発展を目していきたい。

　そしてҟΠ性ɗ快適性、ᣱ達性の向上にख़えるᢡ

送改ױを図るとともに、機ᑤ集積が進ɓચཟɲリア

につながる鉄道ʗットʹークのТͱ性をさらにऐ

化・活用し、ภ線のΙϏ向上とްͳ・̬ํ̷ՠํ入

を図り、私鉄ÎO®１の通ӱ環境、観光ᢡ送を目

していく。

歴史シリーズ「鉄道開業100年の歴史を超えて」

開　業　時
（西௦1�99年ᴵ月27日）

現　　在
（西௦201�年３月31日）

؆業キロ 39®9キロ 463®3キロ

ᡅ線ୣ １ᡅ線 12ᡅ線

客車保ୣ 36両 1¬916両

旅客ᢡ送̷員
1�99（明ผ32）年度

400ԛ̷
2017（平成29）年度

920¬4�2ԛ̷

ᩒഈछɁछᇋᡅ፷َ（ผ3�年ᴵఌ��日） 日б፷ᩒᣮɁᡅ፷（ல֪ᴱ年�0ఌᴮ日）
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都営地下鉄大江戸線の歴史を辿る

東京都交通局 建設工務部長　野崎　誠貴

リニアメトロ歴史シリーズ　第３回

１．はじめに
　都؆地下鉄は大ੑ線Ɏか３線を؆業し、2017年

度は１日平٫約275˥̷のお客様にごҟ用いただい

ている。４線をնわせた؆業࣫長は109®0˞であり、

このうち大ੑ線は放ߪ部と環部からなるᡅ線࣫

長40®7˞、乗車̷員は１日約96˥̷のᡅ線である。

全3�ᮟのうち26ᮟで他ᡅ線と続し、都心部の鉄道

ʗットʹークをऐ化するᡅ線として極めてҟΠ性の

高いᡅ線となっている。

　1991年にᎃᮗᵻ光が˲間が開業し、全線開業は

2000年12月である。

２． 都市高速鉄道計画における計画
化の経緯

　大ੑ線は地下鉄12号線として、1972年に都̬ࢍ

通ߜឰ会から「東京ٚ高ᣱ鉄道፤϶画」におい

てᇉされた13ᡅ線のうちの１ᡅ線で、放ߪ部、環

部からなる「ᴳのޏ」をしたᡅ線である。

　東京都はኌ႑ᄽ後の1972年10月にе許を႑し、

1974年ᴵ月に運ᢡ大ᒮからе許を取得した。しかし、

このとき第一ඒオイルシʱックにᓋわれ、社会ጽ

ຑมの༜۰により東京都の៣が極めてՋしい

ৰとなるとともに、̷ՠɗ産業の集˹がᦚ化Ͽ向と

なり、大ੑ線の࣮設は一時նわせとなった。

　197�年、東京都知事のក問機関である東京都̬通

問ᭉ対ኍ会ឰは、大ੑ線について「ѓ度̬通要

の̙ລを行い、ᡅ線立地、̬ 通機関のഫᣲ、ጽຑ性、

ᛃ助Ҥ度なȼを೫のうえ࣮設されるべきである」

との提を行った。一方、ɺラントハイツᡀ地（現

在の光が˲公ٛ周ᣃ）における大規ൌͳيޤ地࣮設

にͧう公共̬通機関϶の॒要性が高まり、19�2年

の東京都の長期画において、大ੑ線放ߪ部の

϶がͱ置͇けられた。

　東京都はḧᢡ送要にնった適正規ൌの規格と

する、Ḩ新技術の導入を図る、ḩ࣮設៵、運؆៵の

ኮນにӓめる、を基本方ᦉとしてᢡ送要Ւびルー

トのѓ೫を行った。その結、大ੑ線はᄾ̠乗

り入れをしない立のᡅ線であることから、ᒲの

規格・規ൌの地下鉄とすることをҰ提に、ḧ車両の

化（20ᵪ、10両成から16®5ᵪ、ᴵ両成に۰ټߴ

）、Ḩトンʗル断ᬂの۰、ḩᮟなȼចஃ設のߴ

。化、を図ることとしたټ

　この結、19�4年に改めて認ժ႑を行い19�6年、

光が˲ᵻᎃᮗ間3®�˞の࣮設にᅔ手した。

３． 大江戸線環状部建設計画とリニ
ア方式の採用

　大ੑ線環部は࣫長が約29˞と規ൌが大きく、

、ᭊの៵用を॒要とされるなȼ៣上の問ᭉからࢁ

画が一時保Ⴁされていた。しかし、ਾが国の急ᣱ

な国際化とそれにͧう東京の発展をୈえるため、

19�5年に運ᢡኍߜឰ会はኌ႑７号で、ᮐ都ٚの業

務機ᑤの分散、放ߪᡅ線ᄾ̠の連ፅなȼにする

ため、環方向のᡅ線設ްが重要であるとして大

ੑ線環部の࣮設がѓ度ኌ႑された。

　これを受けて東京都は19�6年４月、ޙ識ጽ᮷者な
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ȼからഫ成される「東京都地下鉄࣮設・ጽ؆ᝩ౼会」

を設置し、࣮設進を図るためのច方ኍについて専

門的な地から೫を行った。

　ᝩ౼会は೫結として、以下の֖ڨを行った。

ḧټߴトンʗルとټߴ車両の用、Ḩ急こう配、急

線でも運行ժᑤなリʕアʬーター車両の用、ḩ

AÔO車両によるʹンʨン運転の導入、Ḫ環部全

線պ時ᅔ工、պ時開業、ḫ環部の࣮設主体は第˧

セクター、なȼである。

　この֖ڨを受け、19�7年には都知事を本部長とす

る「地下鉄12号線࣮設進本部」が設置された。こ

の進本部において、ḧ環部ルートおよびᮟͱ置

のᆬް、Ḩ1991年度工事ᅔ手、ḩᦂᝩ達、要員ᆬ

保、効率的かつ౬ᢅなږ行体Ҥの϶のため、東京

都が主体となった第˧セクターの設立、なȼをขް

し、19��年７月に「東京都地下鉄࣮設株式会社」が

設立された。地下鉄࣮設᷷は、19�9年ᴲ月、環部

の第˧ሗ鉄道事業е許を受け、1992年２月、まずజ

場車࣌の工事から࣮設にᅔ手した。

　一方、大ੑ線車両のᮠ動方式については、放ߪ

部のе許時は従来ټのو転ʬーターᮠ動車両をټߴ

化したものであったが、̬通ࠈは「リʕアʬーター

方式電車೫݃員会」を設置し、システム等のᝩ౼・

ᆅሱを進めるとともに、̬通ࠈᮗᣅ೫車場において

リʕアʬーター車両のᆬ認ᝁ᮷を行った。当時、す

でに地下鉄Ԧ会ではリʕアʬーターᮠ動ټߴ地下鉄

がԚ分に実用に供しうることをᆬ認しており、19��

年12月、地下鉄12号線࣮設進本部は、地下鉄12号

線車両ᮠ動方式をリʕアʬーター方式とすることを

ขްした。

４．建設工事
ḻ　ژ本ᦉ

　大ੑ線は、̬通要にնった適正規ൌをᣜ

することにより、車両とずい道をᦿ࣋線˶ɒにټߴ

化した。ᮟについても、機ᑤをԚ分考えたうえで、

࣮設៵、運؆៵のኮນを図るためՋしく規ൌを᎔ߴ

している。

　乗᪃場効࣫長は、16®5í車ᴵ両成、列車長

132ᵪに対ख़できる長さとして137ᵪとしている。こ

れは新߂線（210ᵪ）の約2¯3であり、ᮟのൈໄ断ᬂ

を断ᬂでた場ն約20ᴢ᎔ߴされている。

　以上のようなՋしいҤ約స͔の˹で、旅客の安全

性、ҟΠ性、快適性を高め、地ڒ社会にᝩ和した効

率的なᮟとするため、以下にᇉす基本方ᦉによって

実ஃ画をኍްした。ḧ改ఠՠを一か所に集約し、

ᮟ務ចも一Ᏸにし、運؆の効率化を図る、Ḩ出入

ՠはՁҬ̝か所とする、ḩɲスカレータの充実およ

びɲレベータ、᪩がい者用トイレの設置により、ʚ

リアフリー化を図る、なȼである。

Ḽ　ߪ

　аᣖしたとおり、放ߪ部（光が˲ᵻ新߂間約14˞）

は19�6年に࣮設工事にᅔ手した。

　まず光が˲ᵻᎃᮗ間約3®�˞が1991年12月に開業

した。また、放ߪ部のරり新߂ᵻᎃᮗ間約9®1˞は

1990年ᴵ月に工事ᅔ手し、1997年12月に開業した。

ḽ　ၥ

　環部の࣮設は、早期にᅔ工しᅽ期間に全線պ時

開業を図るため、東京都̬通ࠈᄽ؆でஃ工した放ߪ

部とは異なり、̬通ࠈを主体に国、日本鉄道࣮設公

なȼのᐳ員でഫ成される東京都地下鉄࣮（当時）ي

設᷷によりஃ工された。

　環部の開業は、当初、1997年を目していたが、

他の鉄道との̬ࢃが41か所、田川をはȫめとする

ธ川との̬ࢃが10か所なȼ、᩻឴工事等に多大な時

間と工事៵を要したことなȼから、開業を࣫ͩせȩ

るを得なかった。

　19�9年ᴲ月に第˧ሗ鉄道事業е許を取得し、1992

年に環部全工区の工事ᅔ手、2000年12月に全線開

業した。

Ḿ　車࣌
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　大ੑ線には、放ߪ部の؆業に対ख़する車࣌とし

て、まず高ై車࣌を࣮設し、環部の࣮設にնわせ

て都立జ場公ٛᄽ下にజ場車࣌を࣮設した。ȼちら

の車࣌も地下２࠙ഫᣲで、用地៵、࣮設コスト、工

期、車両運用の効率性なȼをӨ案して画・϶し

たものである。また、ȼちらも車両のႡ置、೫車お

よび保ަከ理用のͽ業車のႡ置機ᑤをધつが、೫車

εᎦ機ᑤは地下車࣌であるため、᩻災上の規Ҥから

車両のᜓ、ȡ装、車輪転ҭなȼのዊ易なε車のɒ

を行う車࣌となっている。なお、೫車εᎦのために、

後ᣖするようにᢀ間がպȫ๏ᔯ線をጽႏして๏ᔯ線

のᮗᣅ車両基地に車両をو送し全ᓐ೫౼・重要部೫

౼を実ஃしている。

５．開業後に生じた問題とその対応
ḻ　᮶ᬩળӦߦኍ

　大ੑ線開業後、急線部におけるレールの波

ᐗによる騒音の発生、乗り心地のম化がᝥᭉと

なった。̬通ࠈではࠈ内に೫݃員会を設けるとと

もに、1994年から２年間にຝって運ᢡᅁ̬通安全公

ᆅሱ所（当時）にᝩ౼ᆅሱを݃ᜣした。また日本

地下鉄Ԧ会においても波ᐗの݃員会がͽられ、

共պしてᆅሱが進められた。この結、上下ળ動の

ᢌນのɎか、レール波ᐗ᩻ඨኍとして車輪ᡍᬂ

ढの改ᓦとレールڴบبの設置が行われた。

　また、2005年にはスʤノインターナシʱナル社製

の16ᭀ式レールҭ正車を導入し、騒音ળ動対ኍと

レールの֤࣫化にӓめている。

Ḽ　ෲႡᣵፅ፷

　జ場と高ైの車࣌で行うことのできない全ᓐ೫

౼・重要部೫౼を๏ᔯ線のᮗᣅ車両工場で行うため、

ෲႡᮟから分ࠢしてᢀ間のպȫ๏ᔯ線に続する連

ፅ線を࣮設した。

　ෲႡ連ፅ線は࣫長約440íの単線トンʗルで、大

ੑ線全線開業後の2002年に工事にᅔ手し2006年３

月に供用を開始した。

　このことにより、開業後初وの全ᓐ೫౼に間にն

わせることができた。なお、๏ᔯ線にはリアクシʱ

ンプレートがないため。大ੑ線車両のو送はけん

ऀ用特ය機関車で行っている。

ḽ　ӫȼȠ駅۾ൌᓦ

　ӫȼきᮟは、2000年12月の開業以᪃、ᮟ周ᣃの大

規ൌ開発にͧい乗᪃客が大ࢥに増ӏした。開業時の

̙は一日当たり３˥２ԛ̷であったが、2017年度

は一日平٫10˥２ԛ̷と約３ςになっている。ӫȼ

きᮟは2020年東京大会時にはᤣ手రの最߆りᮟとな

ることɗ、ᮟ周ᣃでは開発事業が続くことから、ᮟ

の大規ൌ改ᓦ工事にᅔ手した。

　щ体的には１ᬂ２線のホームを１ᬂ増設し２ᬂ２

線とすることを基本に、道ᡅのアンʊーパス画で

̝分されているコンコースを一体化し、さらに階段ɗ

出入ՠを増設することによってຉ᫆を本的にᜓ

するものである。工事は2011年にᅔ手し、2019年の増

設ホームの供用、2020年の工事ީ̘を目している。

６．大江戸線のこれから
　大ੑ線は2017年度で95˥ᴳԛ̷のお客様にごҟ

用いただいている。今後もᒱ海部を˹心に都ࢍ開発

が進ɓことから、乗᪃客ୣは増ӏがᣅまれている。

このため、201�年度までに３成を増϶しᢡ送要

にख़えることとしている。

　また、2016年の̬通ኍߜឰ会ኌ႑でͱ置ȸけら

れている光が˲から大ฤٛޙ町方ᬂへの࣫ͩについ

ても೫を進めている。

　このɎか、2020年東京大会に向けて会場最߆ᮟで

のɲレベータ϶ɗトイレの改εなȼも進めてお

り、より一࠙信頼されୈધされる都؆̬通を目し、

大ੑ線がさらにҟ活用されるよう全力で取り組ん

でいく。

　なお、本ሟは「大ੑ線࣮設࿎」（大ੑ線࣮

設࿎Ꮇ݃員会）にΗった。
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「写真で見る
地下鉄今昔展」
～昭和30～40年代・
東京の街並みを中心に～
　　　　　　　　（１）

地下博シリーズ

公益財団法人メトロ文化財団・地下鉄博物館副館長　足立勝男

【銀座線】

　浅草駅開業当時から言問橋の西詰付近に神社風の社を模した上屋です。
　右後ろに見えるビルは地下鉄浅草駅ビルで当時は地下鉄ストアとして日用品や雑貨、食堂等を営業していまし
た。

【撮影：2018年（平成30）】【撮影：1929年（昭和４）】

浅草駅（浅草駅４番出入り口）

　浅草通り稲荷町交差点、都電の右に見える上屋は地下鉄稲荷町駅の浅草方面行きの出入口です。

【撮影：2014年（平成26）】【撮影：1967年（昭和42）】

稲荷町駅（稲荷町交差点）

　中央通り日本橋交差点、後ろに見えるビルは白木屋デパートで後に東急百貨店日本橋店と店名を変えました。
現在は日本橋地区の再開発でコレド日本橋として新たに商業テナントビルになり、周辺も再開が行われています。

【撮影：2011年（平成23）】【撮影：1966年（昭和41）】

日本橋駅（日本橋交差点）

渋谷駅（渋谷駅前交差点）

　渋谷駅交差点、忠犬ハチ公銅像前付近からセンター街・西武百貨店方面を写しており、昔も今も若者の街とし
て栄えてきた渋谷です。

【撮影：1975年（昭和50）】 【撮影：2012年（平成24）】

虎ノ門駅（虎ノ門駅１番出入り口）

　外堀通りに面した銀座線虎ノ門駅の１番出入口上屋です。左脇にあるバス停は虎の門と標記している。現在１
番出入り口は、道路脇のビルにあり歩道が広々しています。

【撮影：1964年（昭和39）】 【撮影：2012年（平成24）】

　国鉄（現 JR）上野駅前にある旧営団地下鉄本社ビル（現：東京地下鉄）から俯瞰撮影した風景です。真下に
は昭和通りを都電が走り、左後方の中央通りにも都電が走っています。

【撮影：2011年（平成23）】【撮影：1957年（昭和32）】

上野駅（上野駅前）

銀座駅（銀座四丁目交差点）

　1934年３月３日、東京地下鉄道は銀座駅まで開業、銀座四丁目交差点の上屋には開通記念の装飾をして開通
を祝っています。

【撮影：1934年（昭和９）】

【撮影：2011年（平成23）】
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淡路町駅（淡路町交差点）

　淡路町交差点近くの靖国通り歩道橋から西方向の神保町方面を写しています。

【撮影：1973年（昭和48）】 【撮影：2012年（平成24）】

　丸ノ内線は地面より比較的浅い場所に地下鉄が通っているため、後楽園付近は地上区間を通ってます。ドーム
型の屋根に大きく地下鉄と表示していました。現在は駅ビルメトロエム後楽園と駅ナカタウンになりました。

【撮影：2014年（平成26）】【撮影：1961年（昭和36）】

後楽園駅（後楽園駅駅前）

新宿三丁目駅（新宿三丁目交差点）

　明治通りと新宿通りの交差点西方面の新宿通り新宿駅を見ています。

【撮影：1970年（昭和45）】 【撮影：2012年（平成24）】

荻窪駅（荻窪駅北口広場）

　地下鉄荻窪駅は、1962年１月に開業しました。この写真は、同年９月に荻窪駅地下連絡通路完成後の荻窪駅
北口広場の風景です。荻窪駅開業当時、池袋駅から新宿駅間までを丸ノ内線、新宿駅から荻窪駅・方南町駅間を
荻窪線と区別していましたが、1972年から丸ノ内線と線名を統一しました。

【撮影：1962年（昭和37）】 【撮影：2014年（平成26）】

【丸ノ内線】

　新宿、渋谷と並ぶ大ターミナル駅の池袋、東口は西武線、西口には東武線があり両線に挟まれた形で国鉄山手線、
地下に地下鉄丸ノ内線の駅がある。写真は東口の丸物デハートで後に大規模な駅ビルとなった西武百貨店です。

【撮影：2012年（平成24）】【撮影：1960年（昭和35）】

池袋駅（池袋駅東口交差点）

　文京区側から神田川に架かる丸ノ内線の鉄橋を渡りトンネルに入る 500形電車、後ろに見える駅は国鉄御茶
ノ水駅です。

【撮影：1965年（昭和40）】 【撮影：2011年（平成23）】

御茶ノ水駅（神田川と国鉄御茶ノ水駅）

【撮影：1966年（昭和41）】 【撮影：2012年（平成24）】

東京駅（東京駅丸の内北口前）

　晴海通り数寄屋橋交差点下に丸ノ内線西銀座駅がありました。1964年（昭和 39）８月 29日日比谷線全線
開通して、銀座総合駅が誕生しました。

【撮影：1960年（昭和35）】 【撮影：2011年（平成23）】

西銀座駅（数寄屋橋交差点（西銀座駅））

　旧国鉄本社前から東京駅丸ノ内北口を見ています。現在は駅舎の修復工事が終り、美しい駅舎となりました。
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南千住駅（南千住駅ホーム）

　高架の中目黒行きホームから北東方向を見ています。15Lの出発信号機は北千住方に電車が発車するときの信
号機です。眼下は国鉄隅田川貨物駅構内で下が貨車区、中央が資材センターの建物、右側がセメントのサイロで
す。現在は、再開発が進み高層住宅が立ち並び新しい街と変貌しています。

【撮影:1969年（昭和44）】 【撮影：2012年（平成24）】

　駅真上には歌舞伎の殿堂、歌舞伎座があります。撮影した日は歌舞伎の演目でなく、吉例三波夫春特別公演と
大きな懸垂幕が出ています。

【撮影：2013年（平成25）】【撮影：1964年（昭和39）】

東銀座駅（歌舞伎座（東銀座駅））

　１年後の日比谷線全線開通を目指して、日比谷駅付近の地下鉄工事が真っ盛りで、仮囲い沿いに歩いている人
が「日比谷公園付近完成図」の大きな看板を見て地下鉄工事の完成に期待をよせている様子です。

【撮影：2011年（平成23）】【撮影：1963年（昭和38）】

日比谷駅（日比谷駅工事案内看板）

恵比寿駅（恵比寿駅前通り）

　日比谷線工事がはじまる前の恵比寿駅前風景です。国鉄山手線の電車がチョコレート色で、都電の線路が敷設
されています。

【撮影：1961年（昭和36）】 【撮影：2014年（平成26）】

中目黒駅（中目黒駅ホーム）

　日比谷線全線開通直前の中目黒駅上りホーム、３番線には霞ヶ関行きの日比谷線電車、現在の写真には４番線
に渋谷行きの東横線電車が顔を並べている。

【撮影：1964年（昭和39）】 【撮影：2012年（昭和24）】

　日比谷線が開通してから２年後、六本木通りの上に首都高速道路３号線の工事が始り、路面の掘り起こしが行
われている様子です。

【撮影：2011年（平成23）】【撮影：1966年（昭和41）】

六本木駅（六本木駅上での高速道路工事）

　駅から外苑西通りを西へ飯倉交差点で撮影すると東京タワーが後に見えます。

【撮影：2012年（平成24）】【撮影：1971年（昭和46）】

神谷町駅（飯倉交差点から東京タワー（神谷町駅）

＜参考情報＞

　地下鉄博物館（運営：公益財団法人メトロ文化財団）が保有し
ている写真データについては、メトロアーカイブアルバムとして
閲覧等の活用が行われており、特に、マスコミ等から様々な機会
を捉え、写真提供も行っています。
　地下鉄の開業により、東京の街の様子が時代とともに変化し、地
下鉄は都市機能の一部としてなくてはならないものになっています。
　今回、写真で見る地下鉄の歴史として路線別、開業年別にわか
るメトロアーカイブの中から抽出した写真のほか、お客様から寄
贈された写真を、「地下鉄今昔展」として紹介・展示しました。
　企画展として開催された期間等は、下記のとおりです。

１　期　　間：2018年９月11日（火）～10月28日（日）
２　場　　所：地下鉄博物館内の休憩コーナー
３　展示作品： 駅周辺37地点の今昔写真74点、及び車内写真２枚
　　　　　　　 合計76枚展示（展示写真の詳細は、パネル展示写真一覧

表を参照）

【日比谷線】
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ɂȫɔȾ

　名աࠎ鉄道は1�94年にঢ়知ᮗ車鉄道として創業

し、˹部ٚを˹心に̬通、運送、˪動産、レʂʭー・

サービスなȼ、様々な事業展開を行ってきました。

本年３月には、名鉄ɺループが目す方向性をްめ

た「長期ጽ؆Ⴉ」と、そ

のщ体的な３ʿ年画であ

る˹期ጽ؆画「BÕIÌÄ 

ÕÐ 2020」をኍްし、ᴳつ

の重ཟテーʨをૡȥて取り

組ɒを進めています。

　当社が展開するภ線観

光キʭンʤーンは、その

重ཟテーʨの１つ「ᰀ力

あるภ線・地ڒȸくりの

進」の一環として実ஃ

しているもので、各ᒲผ

体、観光Ԧ会なȼ地ڒの

方々との連ଆをめ、観

光ໃのりᠭこしɗষ

発信のऐ化を図ることڨ

で、「ᰀ力あるภ線・地ڒ

ȸくり」に取り組んでい

ます。2007年のࠞࢍを

ᄠҒりに、ࠢ᩵ࢍɗԡ田

、なȼᬲに拡大を図りࢍ

本年は豊田ࢍ、名աࢍࠎ

のై地区がӏわってᴶ

つのɲリアでภ線観光

キʭンʤーンを実ஃして

います。ࠢ᩵ࢍでは「ə

かりのあるᎥ田信長ɗࠢ

、「のɈもとの川Ձ町ڌ᩵

ԡ田ࢍでは「ᥙなȼのᥴᣲ୫化」なȼ、各地の名産

品ɗᒲにするධխ・観光ໃにスʧットを当て、

他ɲリアとのᰀ力のࢃҝ化・明ᆬ化を図っています。

　今وは、その˹から、名աࠎの࣋ܝ୧としてաく

からঢ়され、ጚᕹの名所としても名高いӫ地、

ࠞの所について、ごጳ̿します。

ᜊб᥆ࢍ・ࠞภ線ɉɜɝஇ

名古屋鉄道株式会社　ڨࢿڨࢿઆछ

SUBWAY◎ภ፷ୠኍ ��

沿線散策
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ࠞࢍȻࠞɷʭʽʤーʽ

　ࠞࢍは、ঢ়知ᅇの最Ԉብにͱ置し「ࠆ張のߴ京

都」と֣Ƀれるධխあるڌ下町です。「ࠞڌ」、「ᔪ

なజఇ川のݩをし、᭛光明と２つの国「࣎ܩ

観なȼ観光ໃが豊富であることから、観光地と

してաくから̷気を集めてきました。

　当社においてもࠞをภ線の観光ચཟとસえ、さ

まȩまなレʂʭーஃ設ɗホテルなȼを展開してお

り、2007年からはࢍɗ観光Ԧ会と連ଆを図り、当社

最初のภ線観光キʭンʤーンである「ࠞキʭン

ʤーン」を実ஃし、ࠞのࣆᓇɗɺルメなȼをÐR

して集客を図っています。

　当初は年２و開ϸしていましたが、現在は年３و

に拡大してキʭンʤーンを実ஃしているɎか、開始当

初は40ሌ度であった参ӏࣆᓇも150ሌ度にまで増ӏし

ており、ࠞڌの入場者ୣもこの10年でς以上とな

るなȼ、ࠞ地区の観光客は大きく増ӏしています。

ࠞࢍ内Ɂछᇋ˿ᛵ駅

ࠞࢍ内Ɂछᇋɺʵーʡᩜᣵஃᜫ

��

沿線散策

జఇ川のɎとりにあるঢ়知ᅇ最Ԉብのᮟ。明ผఞ期か
ら昭和初期にかけて観光スʧットとして注目を集め、周ᣃ
には߂ɗ旅ᮁなȼがいくつか࣮設され、当社ɺループの
名鉄ࠞホテルもあります。また、ࠞڌɗ成田ࠞ、߄光
なȼの観光地の最߆りᮟとなっています。

ࠞᤅٛ駅

ࠞ線からߴ線、ࢿ線が分ࠢするࠆ張Ԉ部の˹心ᮟ。
ࠞࢍ観光のચཟᮟにもなっており、明ผర、リトルʹー
ルʓ、日本ʬンキーパークへのʚスが発ᅔするɎか、ᮟか
らࠞڌへとҢる歩道も϶されています。

ࠞ駅

明ผ時代を˹心としたධխ的࣮ᣲ࿎を保ސする外ԩ࿎ᮁ。
60ͺりの࣮ᣲ࿎が移築・保ސ・展ᇉされており、その多くが
国のᄊ᧸ढ୫化៣で重要୫化៣も11ֆまれています。

ԩ࿎ᮁผర

国ᔪ࣎ܩ、重要୫化៣க正ͤంを˹心とした࣮ᣲ࿎
があり、かなͰまいをせています。࣎ܩはᎥ田信長の実
अ・Ꭵ田楽୯が࣮てたᔪで、国ᔪ࢚˧名࢚の一つです。

日本ٛ࣍ ഒᔀ

23カ国から移築・ेЫしたࠎの展ᇉをはȫめ、˰ႜのɺ
ルメɗシʱッピンɺ、᚛装の体᮷なȼ、楽しɒながら
。ኮごとのイベントも充実していますޖ。べるԩ࿎ᮁですޙ

۶ԩ࿎ᮁ ʴʒʵʹーʵʓ

ፏզʨシンɗ、おފ様と乗れるのりもの、アスレʋックな
ȼ、30ሗ᭒以上のアトラクシʱンが充実した、フɫʩリー
で楽しめるᤅٛ地。۳場のプールはු年大̷気です。

日本ʬʽɷーʛーɹ
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ࠞࢍ内Ɂ˿Ƚᜊбջ

SUBWAY◎ภ፷ୠኍ ��

当社は、1965年の創業以来、50年以上にわたり؆業を続けてきた名鉄ࠞホテルをѓ開発し、IÈG（インターコンʋʗンタ
ル ホテルʄ ɺループ）と提ଆして、2021年度下期をめȼに、˹部ٚ初のインʑィɾʠランʓのホテルとなる「ホテルイン
ʑィɾ ࠞ 楽ᔀ」を開業します。

ջ鉄ࠞʥʐʵɥѓᩒᄉ ʥʐʵɮʽʑɭɾᩒഈ（ɮʫーʂ）

現ސする日本最աのజᣲަۿで国ڌ̡のɅとつ。Ꭵ田信
長のྸ、信࣐によって創࣮されました。ަۿ最上階には
。があり、ፏを楽しɓことができますࣗو

ࠞڌ

జఇ川うかいのᠭໃは今より1300年Ұと考えられており、
ࠞでは340年ɎȼҰにࠞ３ڌ代目ڌ主成ང正ᜆ公がॅ
୳ᱹ᭮として始められ、ᱹ Ԍを保឴したとわれています。

జఇࡺșȞȗ

1350年ͺりのධխをધつ᭛光明ݩなࠞߥで、ࠆ張最աのԼ
けԛ手観音場。ҝ名「ࠆ張のもɒȫでら」の名でᜆし
まれるɎȼጚᕹがᏩしく、ᇻには約ԛ本のጚᕹがᓨȸきま
す。

б߄

ࠞڌ下町の˹心地としてಂえるメインストリート。今も
நも᠃わいをせており、٠産࿎をしたり、᭥べ歩きを
しながらのんびり歩くのにオススメです。

ࠞڌ下႔ 本႔ᣮり

˹部地方最大の˪動߰信͒の˹心ともいわれている成田
ࠞ。ᇻにはᅊっᠣなጚᕹが参ઙ者をおᣊえします。

成ႎࠞ

国ࠞڌのᲰにͱ置するධխあるᇘ社でҝ名「ςᣌしᇘ
社」。ごᇘ෩でうとおᦂが増えてってくるといわれて
います。境内のハートのፎᮗにも注目です。

˧бሙᔸᇘᇋ
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ጶɢりȾ

　当社では、今وጳ̿したࠞภ線のさらなるᰀ力

向上に貢献するため、名鉄ࠞホテルをѓ開発する

̙ްです。ற今、៵動向ɗʕーʄが多様化してい

ますが、一つɅとつのホテルがᒲの特ᓨをધつ「ホ

テルインʑィɾ」の導入により、ධխᤤ産にあɈれ

るࠞ地区のᰀ力をさらに体᮷していただけるもの

と考えています。ࠞキʭンʤーンとのᄾ乗効に

より、今後、ᜪ日外国̷旅客なȼ、さらなる誘客に

Ꭲがることを期शしています。

　今後も、当社はภ線観光キʭンʤーンをはȫめ、

様々な地ڒ活性化のஃኍを展開し、ްͳ̷ՠ・̬ํ

̷ՠの拡大を図り、地ڒとともに成長してまいりま

す。

�0

沿線散策

公ٛからᅒめられるజఇ川はፏのɅとこと。ጚᕹの時期
はጚの༟がᏩしいጚᕹの᭛を楽しɓこともできます。

˪ᐍуٛ

ු年４月に開ϸされるʰʗスコ無ढ୫化ᤤ産にもᄊ᧸され
たධխあるᇞで、̈́掛けも事なからくり̷ढを϶えた13
ᢒの車ࠞがڌ下町をࡼ行します。

ࠞᇞ

ࠞڌのᲰにືき出す100ᴢのུۿຣฤ。ᝂ ・̷భᄌの「早
くᄌڌを発す」というᝂをऀ用してࠞڌのᏩしさがᛗ
めለえられたͤ承にちなɒ、「ᄌの຺」とも֣Ƀれてい
ます。

ࠞຣฤ

ጚᕹのᠣとᦿమの᳁とのコントラストがᏩしい公ٛです。
公ٛ内のಕ܀ᇘ社のጚᕹもȼころです。

ಕ܀уٛ

ࠞの車ࠞには「からくり̷ढ」が載せられています。ࢍ
内のからくり展ᇉᮁではࠞᇞの「ࠞ車からくり」ɗ「࣋
୧からくり」が展ᇉされています。

ȞɜȢり̷ढ

明ผ時代からͤわる᥅٠୳理の「でんがく」をはȫめ、ͤ
ፋ的な˻୳理からインスタえする新たな˻ɺルメまで、
ࠞには様々な˻࿎が集っています。

˻ɺʵʫ
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ᒲӦ車ດໞȟ༜ȪȗʤʵーɁᮐ᥆ʴマ

　2015年11月19日（జ）、リʨは௲。ʤルーのリʨ

に向かうため、ʋリのᮐ都サンティアɾにあるアル

トɯロ�メリノ�ベʕテス国際空港で15時発のラン

ᓎ空（ÌA）642Πの搭乗手続きをする。出国ߜ౼・

保安೫౼のあと「パシフィコ」という名のラウンʂ

で͡ɓ。୳理もᥕもᏩ֞しく、インターʗット続

も問ᭉなく、満足のəくラウンʂである。

　14時45分、15番搭乗ՠからÌA642Π（Έ用機యは

ɲアʚス320ټ機）に搭乗。Ɏɏ満࢚だ。15時ᴵ分

に車輪が動き、15時17分に離᪘。機ሻからアンʑス

ࠞᑩのࠞɗサンティアɾの町がえる。機内では、

ビールとᠣᕽᕦᥕをもらい、ᢌ᭥のʋーʄとクラッ

カー・サンʓイッʋを᭥べる。１時間Ɏȼ熟ᅙ。

平ู上を᭣行し、現地ʤルー時間（注１）の16時29分܀　

にリʨのホルʢ�ʋʭベス（注２）国際空港にᅔ᪘。᭣

行時間は３時間12分だった。入国ߜ౼・ᔸ࿎ऀき取り

のあと、ଆ行ᔸ࿎全部のᵕ線೫౼がある。空港で両ఉ

をすると、レートは１ዢʓルᴺ3®041ʇーレス（注３）。

　17時ᴵ分、空港からタクシーに乗り、̙約してい

たʕュー�コルパック�ホテルに向かう。運転手は、

۵方のᒲ動車ດໞを避けて、ࢷ線道ᡅではなくࢍᚔ

地・ͳޤ地・܀平ูのᣇوᡅをᠨる。初めてのʤ

ルーなので、ߵ々˪安になるが運転手に͖せるしか

ない。聞くと、この時間࢛なら２時間かかることも

あるそうだ。それɎȼリʨのᒲ動車ດໞはɅȼいと

のこと。1�時30分にホテルにҢᅔ。タクシー代は

136ʇーレス（約5030я）と高かった。

　このホテルは設϶がߵ々աいが、問ᭉなし。ᔸ࿎

の࿁ȸけをして、シʭʹーを๛びてߒる。

ʴマɁ᥆ࢍ鉄ᤍ႕

　11月20日（ᦂ）、௲。ᴳ時Ұにᠭࣂし、７時から

గ᭥。このホテルでは日本᭥が出るので、ᄌ飯に֞

き（ハム入り）・ཱུきᰇ・࿎・スイཱུފ෯・ဝأ

カを᭥べる。周ٍをると、˹高年日本̷旅行者が

多く߂ลしているようだ。

　この日はԟҰとԟ後に３か所でᬂᝬをし、ʤルー

のക要ɗリʨの都ࢍ鉄道画についてのষڨをՖ集

する。下ᜤはそのക要である。

ḻ　ʤʵーɁകᛵ

　̷ՠ約3300˥̷（2017年）のʤルーは、˹ԧዢで

はጽຑ成長率が高い。ᮐ都のリʨに̷ՠが集˹して

いて、約1000˥̷（2017年）いる。年間生産ᦀ100

˥トンのᧁは˰ႜ第３ͱ、ᦂは˰ႜᴲᵻᴳͱ、̦ᦵ

は˰ႜ２ᵻ３ͱ、᧴は˰ႜ１ᵻ２ͱ。ᦂࠖがᢡ出の

ᴲᵻᴳҾをԬめている（注４）。ᢡ出入の第１ͱは˹国

である。（ќᅊᴪ１）

　ᦻࠞੵと៵平٫年ᳮが32ᵻ33දであること

が、ጽຑ成長につながっており、2005年から成長基

（注１） ʤルー時間ᴺʋリ（۳時間）ᴪ２時間ᴺ日本時間ᴪ14時間。
（注２） ʤルーጕフランス̷のJïòçå Ãèáöåú（1��7年ᵻ1910年）。ᓎ空᳄明期に高度ᜤ᧸をੜち立てたパイロット。アルプスᠰ

えの᭣行にભし、ᅔ᪘ߤҰにۅᕶし事ඳした。
（注３） 単ୣはSïì（ʇル）、ᛓୣढがSïìåó（ʇーレス）。「S¯®」とႩᜤ。１ʇルᴺ約37я（2015年11月）。なお、スʤインで「ʇ

ル」は「܀」、「ʤʇ（Ðåóï）」は「重さ」の。
（注４）参考までに、ԧ᪬のʋリはᧁのɒを産出し、年間の産出ᦀは500˥トン。

˰ႜȕȴȦȴᜪᜤ

ቼو��ǽʤʵ˂Ɂʴʨ
ǽǽᴥȰɁᴮᴦ

ᇻࠞ�ᓺः
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ᝩにある。ʇʠリンϽ（注ᴲ）の格͇けはメキシコと

պȫで、2021年はʤルーの࣮国200周年にあたり、

メキシコɗʋリとともにOÅÃÄ（注ᴳ）入りを目し

ている。なお、日本̷の移は140周年（ʠラʂル

は160周年）をᣊえ、約10˥̷いる。

Ḽ　ʴマɁʫʒʷ႕（َᴪᴮǾ᚜ᴪᴮ）

　リʨᮐ都ٚの̷ՠは約1100˥ （̷2017年）である。

リʨのᒲ動車ດໞは年々ম化してきており、JIÃA

の̬通ʨスター�プランᝩ౼が2007年と2013年の̝

度にわたり実ஃされた。2007年のʨスター�プラン

はᴲ号線まで、2013年のʨスター�プランのᄽし

ではᴳ号線（ʬノレールを提案）がᣜӏになった。

現在リʨには、ᴳᡅ線のメトロ画（１号線のɒ開

業）がある。なお、2010年に運行を開始した高ᣱᢡ

送ʚス（BRÔᴺBõó Ráðiä Ôòáîóiô）の「メトロ

ʧリターノ」（Måôòïðïìiôáîï）のດໞも༜しく、

ᢡ送力の᪅ႜに近ȸいてきている。

　１号線は、19�0年代から画され

たが、ʤルーのጽຑ˪มにより工事

は長期間にわたりϦໞした。当時の

大ፋᬻのᇉにより2009年から工事

がѓ開され、2012年４月に開業（࣫

長21®4ëí。ᢀ間1435íí）し、さ

らに2014年ᴳ月には࣫ͩ開業（全長

34®6ëí。26ᮟ）している。このᡅ

線には、アルストム社の電車がੵ入

されている。

　２号線は࣮設˹である。本来の２

号線（࣫長26®9ëí）と４号線のう

ち空港分ࠢ線（ᴵëí）を࣮設して

おり、նで35ëí、፱ᭊは65Иዢʓ

ル（注７）（約�130Ияᴺ約230Ия¯ëí）

である。事業൏は、スʤインの

AÃS社とʠラʂルのアンサルʓʠ

᚜ᴪᴮʫʒʷյᡅ፷Ɂᢡᣞᦀ（࿁ᤍᴮᩖȕȲり）ɁȻ̙ລ

ᡅ線 ᢡ送ᦀ ᜤ事
１号線

（全線高ౝ）
３˥̷ 一の開業ᡅ線ך・

・15分間᪣で運行
・Ͳ所得者࠙のࠊͳ地区をᠨるᡅ線
・電車はアルストム社

２号線
（全線地下）

3®4˥̷ ・４号線の空港分ࠢ線をֆɓ
・፱ᭊ5000Ияᵻ6000Ияで工事˹
・ȡりȡりのᦂで࣮設

３号線
（地下）

ᴲ˥̷ ・入ఠ̙ް

４号線
（地下）

2®2˥̷ ・入ఠ̙ް

ᴲ号線 １˥̷ఝ満 ・画段階
ᴳ号線 ２˥̷ ・ ʬノレールが提案され、ÐÐÐ事

業方式を̙ް

（注ᴲ）Sïöåòåiçî Bïîä。各国のࣈまたはࣈ関Ρ機関が発行・保証しているϽҦ（国Ͻなȼ）。
（注ᴳ） Oòçáîióáôiïî æïò Åãïîïíiã Ãïïðåòáôiïî áîä Äåöåìïðíåîô（ጽຑԦ力開発機ഫ）。ʲーロッパច国を˹心に日ዢ

をֆめ34か国のа進国がӏᄴする国際機関。本部はパリ。
（注７）１ዢʓルᴺ125я（2015年11月）。

ќᅊᴪᴮ　 ᯚ࠙ʝʵȟ࣮ȴ˶ɉᮐ᥆ʴマɁ᥆॑Ⱦȕɞɿ
ʽ�ɮʁʓʷ地Ԗǿќᅊ中܄ґࡿծտɁԡ地
下ґȾBÒÔɁȈʫʒʷポʴターʘȉȟᠨȶȹ
ȗɞǿ（ੵࢾÐòïÉîöåòóéóîȞɜᛴɥɞǿ
�0��年��ఌ�0日）

َᴪᴮ　ʴマɁʫʒʷ႕（ᴮհ፷Ɂɒᩒഈ）
　　　　 ҋъᴷAAÔÅ（Aõôïòéäáä Aõôóîïíá äåì Ôòåî Åìéãôòéãïᴺʴマᮐ᥆

ٚ鉄ᤍࢾ）Ɂʥーʪʤーʂ
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レʊ（AîóáìäïBòåäá）社のɺループがပ得。なお、

アルストム社は、ᦂᭊがあわなかったのでଚᣝした。

この２号線の࣮設にはᦂ問ᭉがあり、Ԛ分なᦂ

がᆬ保できていないので、ޮ連ଆ（ÐÐÐᴺ

ÐõâìiãÐòiöáôå Ðáòôîåòóèið）事業方式にしてい

る。また࣮設工事は̙ް通り進んでおらず、2020年

になってもպȫৰではないかとのਰ念もある。

　３号線（࣫長31®6ëí）は近々入ఠの公ᇉが行なわ

れる。３号線の画・設はアンʂɱロップ

（Iîçåòïð）社（フランス）とÐWÃ（Ðòiãå÷áôåòèïõóå

Ãïïðåòó）社（スʤインとʤルー）・ʠストレン

（Bõóôòåî）社・メトロ�ʩラノの企業連նが実ஃ

した。３号線は２号線とպ様に事業൏方式を用し、

ޮが�0¥、が20¥២担するスキームである。2016

年の３月か４月に設・࣮設・運؆・車両・システ

ムの入ఠが実ஃされる̙ްである。࣫長は31®6ëí

であるが、長くなるժᑤ性もある。３号線のᝥᭉは、

ᦂᝩ達と࣮設である。

　ᝩ౼˹の４号線の画・設コンサルタントは、

ʢオコントロール（Gåïãïîôòïì）社（スʤイン）

とʰーロステュʑィオス（Åõòïóôõäiïó）社・テク

クアトロ（Ôåãèñõáôòï）社・クルʇール（Ñõòóïò）

社・カパック社のʤルー・ʠラʂル企業連նである。

2016年 ３ 月 に 事 業 ժ ᑤ 性 ᝩ ౼（Fåáóiâiìiôù 

Sôõäù）をጶ̘し、2016年12月ᵻ2017年１月にかけ

て入ఠを実ஃする̙ްである。

　なお、ʤルーは１̷あたりのGÎI（Gòïóó Îáôiïîáì 

Iîãïíåᴺ国፱所得）が高いので、яϋඛは適用

されるがS
ス テ ッ プ

ÔÅÐ（注ᴵ）はΈ用できない。

ʑɿʽʛʳʓス駅Ȼʫʒʷᴮհ፷

ḻ　ႇ࿎ɁᏩ֞Ȫȗʴマ

　は、現地ᮢ在日本̷の案内で「トシローʄ」と

いう日本᭥ࠎに行く。リʨでは名なࣆで、ʤルー

̷の客も多い。૱りߧձް᭥（�0ʇーレスᴺ約2960

я）を注୫。܀平ูで取れる新ᰚなᰇなȼをΈ用し、

常にᏩ֞である。᭥後の࿎はʓリアンጕのʋリ

ʬʮ（注ᴶ）を᭥べる。上品な֞で、これまたᏩ֞。

　ʤルーというと、サイʬンとɶーフɫンクルの

ʜットȊコンʓルは᭣んでəく（注10）ȋからアンʑ

スࠞᑩを連し、海産࿎なȼ期शしていなかったの

だが、実のところʤルーは܀平ูにᬂした෩産大国

で、Ꮹ֞しいᰇ̿᭒が豊富なのである。

Ḽ　கࢍᚔȻʑɿʽʛʳʓス駅

　一連のᬂᝬጶ̘後、˰ႜᤤ産にᄊ᧸されている

க
セ ン ト ロ

。近くにᒲ動車で行く（ڛ大ᐥ）ᚔのカテʓラルࢍ

ここでは、アンʑス˹܄鉄道のリʨ˹܄ᮟともいう

べきʑサンパラʓスᮟ（注11）をるのが目的で、ף

しࣆᚔがあるᮟへの通りを歩く。そこには今日開ࣆ

たɃかりのʋʱコレートのࣆ（ŽÃ
ʋʱコ

èïãï í
ムセオ

õóåïž

ᴺ「ʋʱコレートԩ࿎ᮁ」の）があり、˹をのȱ

いてカカオにリキュールをຉȯたものをᝁ᭥。うま

いので៳いたかったが、現ᦂいとわれ、ધちあ

わせがなかったのでめる。

　通りのሶきありにある立์なʑサンパラʓスᮟの

ᮟᓃ内に入ると、ステンʓ�ɺラスのʓーム̢ۿ

があって内部は明るく、かつてのಂ光をうかがわせ

る័ᕜなᮟである。階段でおりると、ᮟᓃの一段Ͳ

いホーム階部分はʤルー୫ᮁޙになっているよう

だ。ᮟᓃ内を一通りてホームに行くと、線ᡅᑨに

、性ᐳ員が１̷いたので、列車の運行มを聞くとܤ

៦࿎列車が１日にᴳ本のɒとのこと。（ќᅊᴪ２、

ќᅊᴪ３、ќᅊᴪ４）

　このあとகࢍᚔのアルʨスࢿ場にあるカテʓラル

と大ፋᬻޮ᤹・リʨࢍम所なȼをる。Ɏとんȼが

地時代の័ᕜな࣮築である。その࣮設ᦂに

なったのがインカ国の᳁ᦂである。（ќᅊᴪᴲ）

ḽ　ʫʒʷᴮհ፷

　ඒにメトロ１号線に乗車するために、BRÔの「メ

トロʧリターノ」ภいにᠨるが、۵方のດໞがɅȼ

くᒲ動車が長ᘩの列をなしている。1000˥̷規ൌの

（注ᴵ） SÔÅÐ（本ᤳ技術活用స͔）ᴺSðåãiáì Ôåòíó æïò Åãïîïíiã Ðáòôîåòóèið。SÔÅÐは、日本のТれた技術ɗノウハウを
活用し、開発ᣩ上国への技術移転を通ȫて日本の「がえる助」を進するため、2002年７月に導入された。

（注ᴶ）ʋɱリʬʮともいう。֞はႂく౬らかい᭥で、ʤルーのᏩ֞しい࿎。
（注10） Åì Ãóîäïò Ðáóá。ʤルー̷ͽ・Ϋ音楽ᆅሱのʊʕɲル�アロʩア�ロʠレスがアンʑスのフɳルクローレ（

音楽）のメロʑィをʬʋーフにして1913年にͽ。その後1970年にアメリカのサイʬンとɶーフɫンクルがඟい大ʜッ
トした。

（注11） ʤルー̷࣮築ラフɫɲル�ʨルキーナ（Ráæáåì Máòñõiîá）の設で1912年にީ成。現在はʤルー୫ᮁޙにもなって
いる。
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都ࢍにおいてᢀ道ጕ̬通システムはメトロ１号線だ

けだし、基ࢷとなるᡅ線にᢡ送力のߴさいBRÔを

入れているからͺດໞがɅȼくなっているのだ。

　メトロ１号線のサン�ʦルハ�スルᮟに行く。ま

ず、乗車カーʓを᠔入しなくてはならない。ጤのҒ

ቺ᭒は、ȼうもないようだ。列に˶んでカーʓを៳

うと、カーʓ代がᴲʇーレス（約190я）、25ʇーレ

ス（約930я）をʋʭーʂしておく。運は1®5ʇー

レス（約60я）٫一。これだけで約10分かかる。ま

たᒲ動改ఠ機のѿ理ᑤ力がͲいため改ఠには長い行

列ができていて、ラʋ内に入るのにᴲ分近くかかる。

նすると、ᮟにᅔいてから改ఠՠを通ᤈするまで

に約15分もかかってしまう。旅客設϶のѿ理ᑤ力が

Ιしたためߴさいのは、要̙ລでᢡ送ᦀをᤈߴ

だが、都̬ࢍ通システムとしてはᒵ֤的欠なので、

改ױの॒要がある。（ќᅊᴪᴳ、ќᅊᴪ７、ќᅊᴪᴵ）

　改ఠՠからഫ内に入るとɲスカレーターはなくɲ

レベーターのɒ。警϶員からᮟഫ内でのќᅊଟफは

ќᅊᴪᴲ　 ɹ マɁɵʐʓʳʵǿɮʽɵّɥ໕ɏȪȲスʤ
ɮʽ̷ɁΞႩᐐʟʳʽʁスɽ�ʞɿʷȟ��3�年Ⱦ
ᠭࡾȪǾ�0年ऻȾީ成ȪȲǿȰɁऻǾး٣Ɂढ
ȾۄኳȨɟȲǿԧዢ۾᪘ఊաɁ۾ᐥڛȺȕɞǿ

（�0��年��ఌ��日）

ќᅊᴪᴱ　 ʑɿʽʛʳʓス駅ɁʥーʪȻԨ፷፷ᡅ（ᢀᩖ
��3�íí）ǿး٣ɂ៦࿎Қ車ȟ˿ͶȺȕɞȟǾࠞ
ࠬ地࢛ɑȺɁᜊбҚ車ɕᤆᚐȨɟɞǿ（ూɥɞǿ
�0��年��ఌ�0日）

ќᅊᴪᴰ　 ʑɿʽʛʳʓス駅Ɂ内ǿ下Ɂ᪡Ⱦʥーʪȟȕ
ɞǿ（Ԉూɥɞǿ�0��年��ఌ�0日）

ќᅊᴪᴯ　 ɹ マɁ中܄駅ȻɕȗșɌȠʑɿʽʛʳʓス駅
（����年ީ成）ǿ内ɂǾスʐʽʓ�ɺʳスɁʓー
ʪ̢ۿȟȕりɞȗǿ（Ԉూɥɞǿ�0��年��
ఌ�0日）

ќᅊᴪᴴ　 ɿʽ�ʦʵʙ�スʵ駅ɁоՠȾૡᇉȨɟȹȗɞᡅ
፷ಘ内ǿɢȞりɗȬȗ᚜ᇉȺȕɞǿ（Ԉɥɞǿ
�0��年��ఌ�0日）

ќᅊᴪᴳ　 ɬʝɬʁɴʽᣮりɁ中܄ґ࢛ᫌґȾ࣮ᜫȨɟ
Ȳʫʒʷᴮհ፷Ȼɿʽ�ʦʵʙ�スʵ駅ǿ（�0��
年��ఌ�0日）
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ʊメだとわれる。ホームまで階段であがるとᮟ員

がいて旅客の安全をᄶ視していたが、ホームのብで

電車のќᅊをଟる。ʤルーでは道ᡅはծϫ通行だが

メトロ１号線はࡿϫ通行。（ќᅊᴪᴶ、ќᅊᴪ10）

　ɗってきたアルストム社の電車に1�時に乗車。車

内は超満員で、аͳጕɗᄌ̷ጕ・̷ጕなȼが乗っ

ている。今日は時間がないので、とりあえずメトロ

１号線がȼんなものかをるだけにし、２ᮟ目のカ

ビトスᮟで1�時ᴲ分に下車。（ќᅊᴪ11、ќᅊᴪ

12、ќᅊᴪ13）

　メトロ１号線に乗車したԱ៎として、ḧᢡ送力が

それɎȼ大きくない、Ḩ道ᡅ˹܄の高ౝഫᣲ、ḩߴ

ʚス（ʨʕラではʂープʕー）が両ᑨの道ᡅをᠨټ

るཟなȼ、࣮設年代はᤏうがʨʕラのÌRÔ１号線

によくͬている。

  （201�年ᴶ月２日ᜤ）

ќᅊᴪ�0　 ɹ マɁʫʒʷᴮհ፷ɥᠨɞɬʵスʒʪᇋɁ車
（ᴱ両成）ǿ（ԧᛴɥɞǿ�0��年��ఌ�0日）

ќᅊᴪᴶ　 ɿʽ�ʦʵʙ�スʵ駅ɁᒲӦఠൡǿᩖ࢛Ⱦɛ
りᩋȗᚐҚȟȺȠɞǿܝɁ᪡Ⱦɂɲスɵʶー
ターȟȽȗǿ（�0��年��ఌ�0日）

ќᅊᴪᴵ　 ɿʽ�ʦʵʙ�スʵ駅Ɂɵーʓ᠔оሻՠǿȦȦȾ
ɂǾᩋȗᚐҚȟȗȷɕȺȠȹȗȹᩖȟȞȞɞǿ

（�0��年��ఌ�0日）

ќᅊᴪ��　 ۵Ɂ車内ຉ᫆มǿ車両ɂߵȪߴɉりɁȲɔǾ
ᢡᣞӌ˪ᠴȾȽȶȹȗɞǿױኍȻȪȹ車Ɂ
��ȟɔɜɟȹȗɞǿ（ԧᚐȠ車Ɂ中ǿ�0϶ۄ
年��ఌ�0日）

ќᅊᴪ��　 車内Ɂᡅ፷ಘ内ǿȦɟɕɢȞりɗȬȗǿ駅Ⱥ̬
Ȭɞᤍᡅջɕ΄ᜤȪȹȕɞǿ（�0��年��ఌ�0日）ࢃ

ќᅊᴪ�3　 ɵʝʒス駅ɁఠҰȾȺȠȲᩋᘩɁҚǿᒲӦ
ఠൡɁѿျᑤӌȟͲȗȲɔǾగ۵Ɂຉ᫆ᩖ࢛
ȾɂȦɁɛșȾᩋȗᚐҚȟȺȠɞǿ（�0��年��ఌ
�0日）
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～鉄道・高速道路・空港・港湾等の電気設備の
 設計、施工監理、コンサルティング～

１．はじめに
　当社は、鉄道電気設϶のコンサルタントを行うた

め、1962年（昭和37年）に電気技術開発株式会社と

して設立されました。

　当時、ਾが国は高度成長期にあり、̬通機関の

϶が急がれており、そのためக国鉄では、鉄道の近

代化がऐ力に進められ、東海道新ࢷ線、在来線電化・

ᒲ動信号化なȼ、工事が大ࢥに増ӏしました。

　当社は、これらの大規ൌかつ重要なプロʂɱクト

に対ख़するため、鉄道電気設϶に特化したコンサル

タントのᔯ分けとなりました。

（会社概要）
　会社名：電気技術開発株式会社

　所在地：東京都ԛ代田区ᇘ田᮱ธի425

　　　　　トライɲッʂॅᔪノ෩9F

　ୈ　社：名աࠎ、大᩸

　ୈ　ࣆ：ఠࢧ、͈ի、ᇩࠥ

　設　立：1962年（昭和37年）ᴳ月１日

　本ᦂ：9¬000˥я

　代表取፻म社長：ᆀ津　成一

　社員ୣ：201名（平成30年10月１日現在）

　ᄊ᧸格：࣮設コンサルタントᄊ᧸

　　　　　　（電気電ފ部門 ¯鉄道部門 ¯道ᡅ部門）

（業務概要）
ǲ 鉄道、新̬通システム、ʬノレールなȼの受۰電・

電車線・電ᡅ・信号保安・通信設϶

ǲ道ᡅのྃ明・通信・᩻災設϶、ከҤシステム

ǲ港ຽ、空港のཌྷཌ・電力・通信設϶

なȼを対៎に、ඒの業務を行います。

　ḧシステムᝩ౼

　Ḩ基本設、実ஃ設、ஃ工ᄶ理

　ḩ保ަ、運転関Ρなȼのᝁ᮷要ᬱのͽ成

　Ḫ高ᝩ波・通信誘導・電波᪩なȼのᝩ౼、೫

２．公民鉄、JR各社と共に
　設立後は、鉄道࣮設・運ᢡஃ設϶ୈ機ഫ、

JR各社から全国の϶新ࢷ線࣮設、在来線の設϶

増ऐɗ信号保安改ᓦなȼの近代化工事の設を担当

し、その時々のᝥᭉをᜓขするため、電ᆯ誘導ᝁ᮷

ᝩ౼、設϶改ᓦなȼにも参画する機会を得ました。

　これらの機会で培った技術とጽ᮷をめられ、公

鉄、都ࢍʬノレール、新̬通システムの新線設

にもଆわってまいりました。

ȌԈᤍࢷ፷　ҌᮁԈ୲駅ȍ

　海外では、設立してᄽȣにアルʆンʋンのロカ線

電化の基本設に取組んだのを手始めとして、ᬤ国

ʇウルの地下鉄࣮設なȼの海外プロʂɱクトにも参

画いたしました。

　現在も鉄道電気設϶が主ᢉ業務になりますが、高

ᣱ道ᡅの電気設϶ɗ道ᡅከҤシステムおよび成田空

営業部担当部長
佐伯　惠介

電気技術開発株式会社
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港、ᏹ田空港ɗ全国の港ຽஃ設の電気設϶なȼに事

業分を拡ȥてまいりました。

３．地下鉄の新線建設と設備更新
⑴　新線建設
　昭和40年代に入ると、東京、大᩸、名աࠎに続き、

ఠࢧ、๒、ᇘੑ、京都、ᇩࠥ、͈ իの各都ࢍでඒ々

と地下鉄の新線࣮設が始まりました。

　当社は、東京メトロ（当時؆ي地下鉄）各線、ఠ

ࢍի、๒、京都、大᩸、ᇘੑ、ᇩࠥの各都͈、ࢧ

および鉄道࣮設・運ᢡஃ設϶ୈ機ഫ（ɒなとɒ

らい線࣮設）から電気設϶の設なȼ（各ሗᝩ౼、

基本設、実ஃ設、ஃ工ᄶ理の一部または全部）

のॅ発注をいただきました。

　各都ࢍの地下鉄では、ḧ最新の保安装置、Ḩᒲ動

化装置、ḩᅁɲʗルɸー装置なȼの新技術がඒ々と

導入され、当社も新技術の設にଆわることができ

ました。

⑵リニアメトロ建設
　日本地下鉄Ԧ会主導でリʕアʬータᮠ動のߴ断ᬂ

地下鉄が、大᩸ԧ港地区のᝁ運転線でᝁ᮷され、当

社も地下鉄のټߴ化ᝩ౼、ዯᅔᠨ行による信号保

安装置へのफᬭᝩ౼に参画する機会を得ました。

　平成２年にリʕアメトロが、大᩸の፲地線で

開業した後、東京、ᇘੑ、ᇩࠥ、๒、͈իの各都

で新線が࣮設され、現在もᇩࠥで࣫ͩ工事が進めࢍ

られています。

　当社は、東京都؆大ੑ線、ᇘੑࢍ؆海線、͈

իࢍ؆東西線の電気設϶の設に参画しました。

Ȍ͈իࢍ؆地下鉄ూᛴ፷　ᕹᣮᴮႭ႔駅ȍ

⑶　設備更新
　新線࣮設した地下鉄も30年Ұ後ጽᤈした電気設϶

は、新時期に入り、ஒに新がጶわったもの、こ

れから新̙ްのものがあります。

　各都ࢍでは新するに際し、単ጠに新設・ଚՍを

するのでなく、ḧ設϶߁ᦀのᄽし、Ḩシステムഫ

成のᄽし、ḩ最新技術の導入なȼの関Ρでѓび当

社が、電気設϶の設に参画しています。

４．おわりに
　今後も当社は、地下鉄࣮設でᖞ積した技術とጽ᮷

を活かし、技術ᬆ新にภった技術ᆅᩇにӓめると共

に、新規̬通プロʂɱクトにもୟにભし、ऀき

続き電気インフラの϶に貢献してまいります。

Ȍ๒ᯚᣱ鉄ᤍɒȽȻɒɜȗ፷　日本۾ᣮり駅ȍ

Ȍూ̱ʫʒʷһ᥆॑፷　ᣮαᜫȾͧș࣮ኳ᪅ႜລްȍ
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１．会社の沿革
　当社が設立されたのは、昭和26年11月26日で、今

年で創立67年となります。

　初代社長は、飯田徹男で、事務所を東京都港区芝

西久保桜川町４番地に置きました。

　その後、事業の拡張と共に移転をしていきますが、

平成13年、創立50周年を機に東京都大田区大森にお

いて、それまで４ヶ所に離れていた各部門を１ヶ所

に集約させ、業務の効率化、お客様の満足度向上を

図るべく、現在の工場を竣工させました。

　創業の翌昭和27年７月に、当社は分散式車内放送

装置の特許（実用新案）を出願しています。これは

現在においてもJR・公私鉄を問わず、全ての電車

用車内放送装置の基本システムとなっており画期的

な発明でした。また、これにより当社は現在の基礎

を築くことができました。

　また、昭和32年には、当社の念願であった国鉄に

対する受注活動が実を結び、「電車用放送装置」と

して規格承認され、正式契約の運びとなり、一大転

機となりました。

　これまで、警視庁パトロールカー用サイレン、医

用超音波診断装置等の製品の開発も行ってきました

が、現在は車内放送装置を主力製品として鉄道の

「音」の専門メーカーとして歩んでおります。

２．会社の概要
　会社名：八幡電気産業株式会社

　設　立：昭和26年11月26日

　本　社：東京都港区高輪３丁目25番地23号

　　　　　京急第２ビル４階

　工　場：東京都大田区大森東１丁目17番１号

　代表者：飯田　充男

　従業員：160名

３．製品内容
　・車内放送システム（保安装置）

　・列車無線システム（誘導式）

　・車内AVシステム

　・鉄道車両用セキュリティカメラシステム

　・その他鉄道関連製品

４．当社の特色
　当社は創業以来、67年にわたり、一貫してお客様

の安全・安心を担う鉄道用放送装置メーカーとして、

多くの鉄道事業者様に製品を納入して参りました。

ISO9001、ISO14001の認証を取得し、高品質で、

環境に配慮した製品をご提供しております。

　鉄道の車内放送装置は、乗客の方に対し、通常の

案内放送を行うのはもちろんの事、異常時に、最後

八幡電気産業株式会社
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まで乗客の方を安全に誘導するために欠かせない、

保安装置であると考えております。あの東日本大震

災時にも、津波からいち早く乗客の方を車両から避

難させた乗務員の方の話がありましたが、その際に

も当社放送装置が安全に避難するための一助を担っ

たとの話をお聞きする機会があり、改めて車内放送

装置の重要性を認識しております。

　当社は「音」に拘り、乗客の方にいかに聴き易く、

いかに快適な音をお届けするかを考え、日々製品開

発を行っています。

　車内の騒音下（地下・鉄橋等）において、うるさ

くない音で、かつ放送を聞き取り易くする為の技術

開発、観光列車で音楽を聴いて頂くための鉄道車両

用BGMシステム等を手掛けてきました。

　また、最近ではJR様を始め、鉄道を単なる移動

手段ではなく、旅を楽しんで頂くためのホテルのよ

うな空間をご提供しようという鉄道事業者様が増え

ていることから、車内におけるWiFiでのコンテン

ツ配信システム等の開発にも積極的に取り組んでお

ります。

５．今後の事業展開
　鉄道車両用放送システムはもちろんのこと、2020

年の東京オリンピックに向けて車両搭載が増えてき

ている車内セキュリティカメラも豊富なラインナッ

プで提案活動を進めています。車両を熟知した上で

のノウハウをベースに、展開を図っております。

　また、国内の鉄道事業者様に対するしっかりとし

たご提案、アフターサービスを主体とした上で、海

外への展開も図って参ります。

６．おわりに
　八幡電気産業は、長年培ってきた技術を生かし、

企業理念である「私達は、顧客第一の信念に徹し、

社業を発展させ、社会に貢献する」を基本にこれか

らもお客様に信頼され、ご満足いただける製品を提

供し続けます。
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ȳɛɝ׆͢
յ̜ഈᐐɁষڨȞɜछ協会ȟᪿȪȹȗɑȬ

ቼو��Ȉ鉄ᤍʟɱスʐɭʚʵȉ

ȾҋࠕȪɑȪȲ

ᴥˢ社ᴦஓట٥˩鉄Ԧ会

　10月14日の「鉄道の

日」は、明ผᴲ年に新

橋・๒間に初めて鉄

道が開通したことをᜤ

念して、平成ᴳ年にҤ

ްされたもので、今年

で25و目となります。その関連行事として、10月ᴳ

日・７日の両日、東京都ԛ代田区の日ែ公ٛで第

。が開ϸされました「鉄道フɱスティʚル」و25

　一ᓐ社يศ̷日本地下鉄Ԧ会は、「鉄道の日」実

行݃員会の݃員として、この「鉄道フɱスティʚル」

の開ϸに参画しており、年のように地下鉄Ԧ会の

ʠースを設けて出展しました。

ǰᇻɟȾগɑɟȲʟɱスʐɭʚʵ

　初日のᴳ日（٠）は、Ұ日ᫎۿからेوし、ۿ

となり鉄道ʨʕアのɒならず連れで້れまし

た。入場者ୣも69¬000̷とற年にべ出足がܧᝩで

した。２日目の７日（日）は、గからᇻれのۿ

にগまれ、年にない᠃わいとなりました。この結

、２日目の来場者ୣは�1¬000̷となり、նで

150¬000̷となりました。

　また、ற年に続きԦ会

スタッフがお૧いのウイ

ンʓʠレーカーをᅔ用し

て来場者の方々に対ख़し

ました。

ǰ会̜׆ഈᐐɁጳ̿ʛʗʵ

　Ԧ会のʠースでは、

年のことながら会員

各社の事業をጳ̿する

パʗルをテントのے一

ᬂにૡ出しました。各

社とも最新のᡅ線図ɗ

ᒲ৻の車両のќᅊなȼをビʂュアルに配置したパʗ

ルをͽ成し、電車ܧきのފȼもフɫンɗ、かつてҟ

用していた鉄道の९い出をりնうɺループなȼ、

ྒ心な鉄道フɫンɗ各地方出ᡵの方がඒ々とᜪれ、

パʗルに入っておりました。

ǰۨɟᚐȠܧᝩȳȶȲȈ̬ᣮࠈȉɁ地下鉄ɺʍʄ

　今年は、「ఠ̬ࢍࢧ通ࠈ」「名ա̬ࢍࠎ通ࠈ」「ᇩ

が地下鉄Ԧ会のʠースをҟ用して、࿎「ࠈ通̬ࢍࠥ

品៧ۨを行いました。

　その˹で、ᇩ̬ࠥࢍ通ࠈでは、「IÃカーʓ・はɗ

かけん」発ۨ40周年ᜤ念の IÃカーʓをめ、Ұ日

から徹ۻ組が出るなȼフɫンで長ᘩの列が出来、ໄ

϶した500がЁか30分でީۨするなȼ̙を上و

るۨり上ȥとなりました。

　また、名産のԩ多Ꭵのʗクタイなȼもܧでした。

　ఠ̬ࢍࢧ通ࠈでは、「100年ᜤ念ʩʕ車両」なȼも

。でしたܧ

　名ա̬ࢍࠎ通ࠈでは、「60周年ᜤ念タオル」の៧

ۨɗʚスのϦ車場表ᇉのプレートがީۨするなȼ̬

通ࠈɺッʄがܧでした。

　Ұ日のমۿψとはੜって۰わってのۿで、開ࣆ

Ұからお目当てのɺッʄをすフɫンが列をͽって

शつɎȼで、各̬通ࠈのҰがࠞの̷だかりとなり、

会場入りՠに近い当Ԧ会のʠースはフɱスティʚル

にᄾख़しいᄱมをԩしていました。

（ఠ̬ࢍࢧᣮࠈʠース） （ջա̬ࢍࠎᣮࠈʠース） （ᇩ̬ࠥࢍᣮࠈʠース）
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ǰܧȳȶȲスタʽʡʳʴーȻ協会ɺʍʄ

　今年も、東京都̬通ࠈのご提案により、３か所を

るスタンプラリーが実ஃされ、当Ԧ会もスタンプ設ࡼ

置場所になり、ໄ϶した3000のիጤも２日目のԟ

後には品Ғれになるなȼ、ラリー参ӏのފ供たちの

行列でற年以上の᠃

わいとなりました。

また、ラリー参ӏ者

にはԦ会から「歩き

スʨホはԲ᪙です」

キʭンʤーン等の

ティシュをࢃし上ȥ

てɃれました。

　また、Ԧ会では、会員31社ࠈの車両Ұᬂќᅊをプ

リントしたクリアフɫイル5000の配ࢎにնわせ、

地下鉄をҟ用する際のʨナーをイラストなȼで楽し

くޙɉことが出来るリーフレット「ަろうᴞ電車の

ʨナー（すごろく͇）」を、ʠースをᜪれたᄒ様に（各

5000部）お配りしました。

　フɱスティʚルでとなったこのクリアフɫイ

ルを楽しɒにしている鉄道フɫンもたくさんおり、

ᤈՍのクリアフɫイルを全て集めているという方

ɗ、今年新しくなった車両ќᅊを全て当てた方なȼ、

ᐳ員もᯆくྒ心なフɫンの方にたくさん出会うこと

が出来ました。

　この第25و鉄道フɱ

スティʚルにつきまし

ては、会員各社からፏ

大なるごԦ力ごୈを

᠇り、Հくॅᇊ႑し上

ȥます。

　今後とも、ごୈ・

ごԦ力のሌよろしくお

願い႑し上ȥます。

пّ地下鉄ᢡᣞ̷׆ᣱڨ（平成30年ᴵఌ）

　ᴵ月の全国地下鉄ᢡ送̷員（ᣱڨ）は、約

ᴲИ１ԛ７ᄍ˥̷で、対Ұ年պ月2®5ᴢ増（ް期

旅客2®5ᴢ増、ް期外旅客2®5ᴢ増）となった。

　今月の地下鉄ᢡ送̷員は、41か月連続しての増ӏ

となっており、また、10社ࠈ全てにおいて増ӏして

いる。なお、ް期旅客のͩびがް期外旅客を上وる

Ͽ向が続いていたが、今月はް期・ް期外旅客とも

2®5ᴢ増とڜᝩであった。

年度・月
地下鉄輸
送人員
（千人）

うち定期
旅客

（千人）

うち定期
外旅客
（千人）

前年比
（%） 前年比 前年比

平成25年度 5,538,488 3.6 2,851,048 4.4 2,687,440 2.8
26 5,621,970 1.5 2,912,567 2.2 2,709,402 0.8
27 5,817,043 3.5 3,007,187 3.2 2,809,857 3.7
28 5,941,761 2.1 3,081,146 2.5 2,860,589 1.8
29 6,090,278 2.5 3,177,681 3.1 2,912,595 1.8
28年8月 491,641 2.3 253,843 2.5 237,796 2.1

9月 490,818 1.9 259,687 2.1 231,132 1.8
10月 501,905 2.1 263,944 3.3 237,961 0.9
11月 496,197 2.5 261,985 2.8 234,209 2.1
12月 490,596 2.9 240,215 3.4 250,383 2.3

29年1月 489,824 1.8 259,537 2.3 230,287 1.3
2月 468,057 1.2 245,243 1.7 222,813 0.5
3月 502,074 2.0 246,008 1.9 256,044 2.2
4月 510,891 2.9 263,839 3.6 247,050 2.1
5月 519,657 2.8 275,948 2.9 243,707 2.6
6月 514,642 2.2 274,146 2.7 240,493 1.6
7月 515,558 2.2 269,001 3.2 246,556 1.1
8月 504,628 2.6 261,340 3.0 243,287 2.3
9月 503,919 2.7 269,696 3.9 234,223 1.3
10月 513,996 2.4 272,215 3.1 241,780 1.6
11月 510,492 2.9 269,832 3.0 240,659 2.8
12月 504,140 2.8 247,866 3.2 256,273 2.4

30年1月 499,752 2.0 266,604 2.7 233,146 1.2
2月 475,593 1.6 252,044 2.8 223,550 0.3
3月 517,004 3.0 255,143 3.7 261,861 2.3
4月 517,996 1.4 269,025 2.0 248,970 0.8
5月 532,732 2.5 284,772 3.2 247,962 1.7
6月 524,572 1.9 282,037 2.9 242,534 0.8
7月 526,442 2.1 277,321 3.1 249,121 1.0
8月 p517,243 p2.5 p267,962 p2.5 p249,287 p2.5

（注）１． 集計対象は、東京地下鉄㈱、大阪市高速電気軌
道㈱及び札幌市、仙台市、東京都、　横浜市、名
古屋市、京都市、神戸市、福岡市の各公営地下
鉄の10地下鉄です。

　  　２．” p” は速報値
　  　３． 四捨五入の関係で、定期・定期外の積み上げ値

と地下鉄輸送人員は異なる場合がある。
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ᵻ᥆؆地下鉄۾ੑ፷Ȉ͍ȁజ駅ȉᵻ

ూ̱᥆̬ᣮࠈ

　東京都̬通ࠈでは、ラɺビーʹールʓカップ2019

™日本大会に向けて気運をᄱり上ȥるため、大会オ

フィシʭルスʧンサーであるキʮノン株式会社のԦ

力のもと、都؆地下鉄大ੑ線「代々జᮟ」にȊラ

ɺビー・ウɳールɸʭラリーȋを下ᜤのとおりૡ出

します。

ᜤ

１　期間

　 　平成30年10月26日（ᦂ）から平成31年４月ᬰまで

２　場所

　　都؆地下鉄大ੑ線「代々జᮟ」ഫ内

３　ૡ出イメーʂ

Ǫラɺビー・ウɳールɸʭラリー

　ラɺビーʹールʓカップ2019™大会オフィ

シʭルスʧンサーであるキʮノン株式会社が開

ϸ都ࢍとԦ力し、キʮノン製大Ҝプリンター

「iíáçåÐROGRAF」とᐔ෩ʧスターն成ጤをΈ用

して参ӏʋームのᣓ力あるᝁնќᅊをૡ出する

ことで開ϸ都ࢍにおける気運ᥴ成を目的とする

プロʂɱクト。

Ҝʡʴʽター۾
ȈéíáçåÐÒÏÇÒAÆȉ

　キʮノンは、2019年ᴶ月20日ᵻ11月２日に日本の12

都ࢍƆ１で開ϸされる「ラɺビーʹールʓカップ2019日

本大会」へのԦ᠆に関し、「オフィシʭルスʧンサー」

の契約を፻結し、オフィシʭルスʧンサー第１号企業

となりました。2015年に行われたҰوのインɺランʓ

大会に続き、今وで２و目のԦ᠆となります。

ᴹՎᐎᴷ᥆؆̬ᣮȺஃ中Ɂᤆᥴ成ɋɁ˿Ƚጸᴻ

Ǫ都؆ʚスで車体ラッピンɺ

１　期間

　 　平成30年ᴶ月13日（జ）からラɺビーʹールʓ

カップ2019™大会本番ጶ̘まで

２　内߁

　 　ラɺビーʹールʓカップ2019™大会ʨスコット

「レンʂー」を活用したʑʀインでラッピンɺし

た都؆ʚスを運行

３　規ൌ

　　都内11؆業所・ୈ所　各１ի（11ի）

　ラɺビーʹールʓカップ2019™日本大会は、2019年（平成

31年）ᴶ月20日から11月２日まで、全国12会場で開ϸされ

ます。東京では、東京スタʂアムで開会式・開ࢪをはȫ

めᴵᝁնが行われます。

　ᝊጯは「東京都ラɺビーষڨ」（èôôðº¯¯ôïëùïòõçâù®

íåôòï®ôïëùï®êð¯）をごᜄください。
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交通フェスティバルin名谷車両基地
～B-FREE～

ᇘੑ̬ࢍᣮࠈ

１ᴫ日時　平成30年ᴶ月24日（月・ᇗ）10時ᵻ

２ᴫ場所　ᇘੑ̬ࢍ通ࠈ名ែ車両基地

３ᴫイベントの内߁

　　・地下鉄運転シʩュレータ体᮷

　　・「ピットツアー」

　　・車両๎体᮷

　　・地下鉄運転իޙ

　　・保ަ車両展ᇉ

　　・車両工場ޙ

　　　なȼ

第14回安全安心キャンペーン

ᇩ̬ࠥࢍᣮࠈ

１ᴫ日時　平成30年10月17日（෩）10時ᵻ

２ ᴫ「鉄道の日」̎ ු、実行݃員会ではࡻ 年10月を「̎

くアピーࢿレイルʨンス」とͱ置ȸけ、鉄道をࡻ

ルするイベントを各地で展開している。

　 　ᇩ̬ࠥࢍ通ࠈでは、10月17日（෩）に、その一

環としてᇩࠥᅇ鉄道連ፅԦឰ会、「鉄道の日」̎

・Ꮬとの共ϸで、「安全ߔ実行݃員会Ւびԩ多警ࡻ

安心キʭンʤーン」を実ஃしました。

　 　このキʭンʤーンは、鉄道の安全・安心に対す

るצ発を目的として行われており、「一日警ߔ

長」「１日ᮟ長」を務めるᇩࠥᜆױ大Έが鉄道の

安全運行、車内᩻のÐR活動（ʋラシ配ࢎ）を

行いました。

マスɽʍʒɕҋӦ

ÐÒ๊ӦḨÐÒ๊Ӧḧ

鉄ᤍᩜᣵᚐ̜Ȉ̬ᣮʟɱスʐɭʚʵȉ
 ȕɟȦɟ

ټ車両ࠕᇉ

ίަ車両ࠕᇉ ޙ࣌ࢍ

地下鉄有線・無線 ★地下鉄情報★
յᇋɁষڨȞɜᪿ
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2018東急電車まつり
In 長津田

ూ̱ॲᚐ鉄᷷

１ᴫ日時　平成30年ᴶ月23日（日）10時ᵻ

２ᴫ場所　 東急電鉄長津田車両工場、東急テクノシ

ステム長津田工場

３ᴫイベントの内߁

　　・実体᮷

　　　　車体ոり上ȥ

　　　　運転シʩュレーシʱン体᮷

　　　　常Ϧඨʦタンͽ体᮷

　　・展ᇉޙ

　　　　ÔOÑᴪ i（፱ն೫ລ車）車内ޙ

　　　　�500ጕ電車ʬックアップ運転իޙ

　　　　車両ᜤ念ଟफ会

　　　　なȼ

「きんてつ鉄道まつり2018」を開催

ᣋႷ日本鉄ᤍ᷷

１ᴫ日時　平成30年10月27日（٠）10月2�日（日）

２ᴫ場所　 ̡ ͱڛ会場（܌ᓦᅇᮓ芝ࢍᴸ̡ͱڛ೫ε

車࣌）Ւび高安会場（大᩸ࣈ八ࢍࠆᴸ高

安車࣌）

３ᴫイベントの内߁

　　（̡ͱڛ）・ トレインシʩュレーシʱンアプリ・

「Ôòáiî Äòiöå AÔS 3 近鉄܌ᓦ線」

ɼーム大会

　　（高安）　・͜ӯॖライナー運転իޙ

　　　　　　・近鉄ビスタÅØトラʚーサー実

　　　　　　・線ᡅでサイクリンɺ乗車体᮷

　　　　　　　なȼ

ᯚާ会ک　ᤆᢆիޙ

̡ͱڛ会ک　ʒʶɮʽʁʯʩ

ʶータ

ᯚާ会ک　ʒʳʚーɿ

地
下
鉄
有
線
・
無
線
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SUBWAY◎٥˩ᦪ፷ˁི፷ ��

その他

車両ژ地ኄޙɮʣʽʒȟᚐɢɟȲᇋࠈջՒɆᚐɢɟɞᇋࠈջȻɮʣʽʒ

事業者名 開催日 イベント名

東京メトロ 11月18日（日） 「メトロファミリーパークin AYASE 2018」

Osaka Metro 11月18日（日） 「Osaka Metroフェスティバル」

東京都交通局 11月18日（日） 「都営フェスタ2018 in 三田線」

横浜市交通局 11月10日（土） 横浜市営交通　お客様感謝祭　「はまりんフェスタ2018」

京都市交通局 10月14日（日） 醍醐車両基地見学会

福岡市交通局 10月７日（日） 地下鉄フェスタ

東日本旅客鉄道㈱ 11月10日（土） 第18回 みんな集まれ！ふれあい鉄道フェスティバル〈働く車両大集合〉

小田急電鉄㈱ 10月20（土）・21日（日）「小田急ファミリー鉄道展2018」

阪急電鉄㈱ 10月21日（日） 「レールウェイフェスティバル」

東武鉄道㈱ 12月上旬 「2018東武ファンフェスタ」（南栗橋車両工場）

京成電鉄㈱ 10月27日（土） 「宗吾車両基地キッズフェスタ」

阪神電気鉄道㈱ 11月10日（土） 「鉄道の日　はんしんまつり2018」

京浜急行電鉄㈱ 11月３日（土） 「けいきゅうキッズチャレンジ！プレミアム　東急電鉄のお仕事体験」

西武鉄道㈱ 11月10日（土） 「西武トレインフェスティバル2018 in 南入曽車両基地」

山陽電気鉄道㈱ 10月27日（土） 「山陽鉄道フェスティバル2018」

北総鉄道㈱ 10月28日（日） ほくそう車両基地まつり

埼玉高速鉄道㈱ 10月６日（土） 浦和美園車両基地見学会

東葉高速鉄道㈱ 11月４日（日） 第10回東葉家族車両基地まつり

「ファミリーレールフェア2018」を開催

̱᩸鉄ᤍ᷷

１ᴫ日時　平成30年10月14日（日）ᴶ時30分ᵻ

２ᴫ場所　京᩸電車 ࠎߒ川車両基地

３ᴫイベントの内߁

　　　・電車と力くらべ፣ऀき大会　

　　　・車でGO ᴞ

　　　・レールの上をᠨるᒲ動車

　　　・工場内ͽ業のޙ

　　　・車両ཟ೫を体᮷しɚう

　　　・ 「きかんしɖトーʨス号 2017」への乗車体᮷

　　　・「おけいはんトークシʱー」

　　　　なȼ
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Ǵ平成30年度ቼᴱوျ̜会

日　時：平成30年ᴵ月20日（月）
場　所：（ɒなしขឰ）
内　߁： 今وのᒱ時፱会では、ంᬂによるɒなしขឰ

のため、܀田గ道理事のᢷ͖にͧう新理事を
ᤣ͖するឰ案が提案され、理事にࢍ川東܀
（東日本旅客鉄道᷷常務ږ行म員）のᤣ͖
についてߜឰされ、全員᠆成によりឰขされ
ました。

ǴȈSUBWAYȉᪿ݃׆会Ɂᩒϸ

日　時：平成30年ᴵ月14日（ᦂ）14：00ᵻ
場　所：Ԧ会ᴶ階会ឰ
内　߁： Ԧ会ᝒ「SÕBWAÙ」11月号の企画・集内߁

等について、東京地下鉄᷷ڨࢿᝥ長、ޭ ҟ　ᔐ
̝はȫめ集݃員の方々とԦឰした。

Ǵ平成30年度ቼᴮوᒱ፱会Ɂᩒϸ

日　時：平成30年ᴶ月20日（జ）
場　所：（ɒなしขឰ）
内　߁： 今وのᒱ時፱会では、ంᬂによるɒなしขឰ

のため、܀田గ道理事のᢷ͖にͧう後͖理事
をᤣ͖するឰ案が提案され、理事にࢍ川東܀
（東日本旅客鉄道᷷常務ږ行म員）のᤣ
͖についてߜឰされ、全員᠆成によりឰขさ
れました。

Ǵ Ȋቼو��鉄ᤍʟɱスʐɭʚʵȋɋɁҋࠕ

日　時：平成30年10月ᴳ日（٠）ᵻ７日（日）
場　所：日ែ公ٛ（東京都ԛ代田区）
内　߁： 「第25و鉄道フɱスティʚル」が、東京都ԛ代

田区の日ែ公ٛにおいて、約15˥̷の来場
者をᣊえて開ϸされました。

　　　　 　明ผᴲ年10月14日に新橋・๒間にਾが国
初めての鉄道が開通したことをᜤ念して、平
成ᴳ年に「鉄道の日」としてްめて以来、鉄
道事業者が一ڛに会し、鉄道の発展をᇗうと
ともに、多थな行事を実ஃすることにより、
鉄道に対する理ᜓと関心をめることを目的
として「鉄道フɱスティʚル」が開ϸされ、
今年で25周年をᣊえました。

　　　　 　当Ԧ会では、このイベントに地下鉄事業者
（ఠࢍࢧ・名աࢍࠎ・ᇩࠥࢍの各̬通ࠈ）のᄒ
さんと出展しました。今年は、ఠ̬ࢍࢧ通ࠈ
が初めて出展されました。

　　　　 　Ԧ会ʠースでは、会員各事業者をጳ̿した
パʗル展ᇉɗ会員各事業者（31社ࠈ）の代表
車両のҰᬂќᅊをʑʀインにした「クリアフɫ
イル」ɗリーフレット「ަろうᴞ電車のʨナー」

を来場のᄒさんに配ࢎしました。これらの配
͇は、ᴳوに分けて行いましたが、配͇時間
には長ᘩの列ができるมで大ᄱมでした。
また、東京都̬通ࠈと共պの「スタンプラリー」
も実ஃし、ᜆފ連れの行列ができるなȼᄱม
でした。

　　　　 　なお、ᝊしくはԦ会ホームʤーʂの「Ԧ会
だより」Ւび本 「ᝒ会員だより」をごᜄ下さい。

Ǵ Ȉ̙አˁሎҤኄȾᩜȬɞኍਢᝬ会ȉ（ᒲ
ႏ˿к˿ϸ）ȺɁᛵఖ๊Ӧ

日　時：平成30年11月ᴶ日（ᦂ）ᴶ：00ᵻ10：30
場　所：ᒲк本部
内　߁： 「平成31年度地下鉄関Ρ̙አにΡる重ཟ要ఖ事

ᬱ」について、ᒲႏ主кي体፱ࠈ　運ᢡ・
̬通関Ρي体݃員会Ւび務ᝩ౼会国٠̬通
部会に対し、波多専務理事が出࢚し、関Ρ
国会ឰ員に要ఖ事ᬱの実現を要した。

ǴȈᐳ׆Ɂާпଡ଼ᑎȾᩜȬɞᆅε会ȉɁᩒϸ

日　時：平成30年11月22日（జ）14：00ᵻ
場　所：ɲッサムᇘ田ホール
参ӏ者：54名
内　߁： 　ᢡ送の安全ᆬ保は、鉄道事業の最も重要な

Έ֤であるという認識の下に、20事業社、54
名の参ӏを得て「安全でしなɗかな現場力の
創ᣲ」というテーʨで、᷷社会安全ᆅሱ所　
技術顧問のᓺ៹　のផと๒̬ࢍ通ࠈ
ፋજ安全ከ理者　ࠎ٠　᪽̝からお話しを
ͫい、ᐳ員の安全識の向上を図ることとし
ている。

ǴȈቼᴰوᢀᤍ会ȉɁᩒϸ

日　時：平成30年11月30日（ᦂ）14：00ᵻ
場　所：ɲッサムᇘ田ホール
参ӏ者：27名
内　߁： 「地下鉄ஃ設の保ަ・፟ધ等に関するᆅሱ会」

のᢀ道部会では、「地下鉄保ަにおける効率的
なᢀ道ከ理」についてᆅሱ・೫を進めてお
りますが、今وは「電᭥に対する対ኍとその
効」をテーʨに೫を行うこととしている。

Ǵпّ地下鉄ᢡᣞ̷׆ᣱڨɁу᚜

ǲᴵ月29日に、ᴳ月・ᣱڨϏ
ǲᴶ月21日に、７月・ᣱڨϏ
ǲ10月23日に、ᴵ月・ᣱڨϏ
をそれȱれ国٠̬通ᜤ者会等に配ࢎし、公表しました。

業 務 報 告
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　国٠̬通ᅁ、፱務ᅁの̷事異動につきましては、当Ԧ会ホームʤーʂ「Ԧ会ʕュース」（平成30年10月16日

͇（国٠̬通ᅁ鉄道ࠈ・・「地下鉄ᅽ信（第372号）」）、10月15日͇（国٠̬通ᅁ鉄道ࠈ・・「պ（第375号）」）で、

また、第هඒ安ς改ᣲ内ᩝのᩝЊ・һ大ᒮ・務ޮ名ዓは10月４日͇（պ（第373号）」）をごᜄ下さい。

人事だより

Ⓜ
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表２ 表３

平成 30 年度　日本地下鉄協会マナーポスター（車両内中吊り用）

平成 30 年度　日本地下鉄協会マナーポスター（駅舎用）

Please hold on to the handrail 
when riding the escalator

Please wait in line and board the train 
in an orderly manner 

Refrain from using your mobile phone 
while walking

木
下
美
術
館
所
蔵
　『
山
海
図
絵 

』不
染
鉄
　
大
正
1
4（
1
9
2
5
）年 

て

せ　い　  れ　つ　  じょう   しゃ

き　   　も　 あ　る

Let's keep our voices down
주위 사람에게 폐를 끼치지 않도록 
조심해주세요

Please keep your baggage 
in front of you or on a rack
눈치 채지 못하였어도 부딪치고 있습니다

Please be considerate 
of others
필요한 분에게 자리를 양보해 주세요

た い    せ つ

き
ま わ

き

Good manners will bring smiles all around you.
매너 속에 넘치는 미소　　

g yGood manners will bring smiles all around you.
매너 속에 넘치는 미소매너 속에 넘치 미

木下美術館所蔵　『山海図絵』   不染鉄　大正14（1925）年 



主要記事
■巻頭随想
　　札幌市長　秋元　克広
■解説
Ⅰ 　鉄道の輸送トラブルに関する対策
のあり方検討会とりまとめについて
Ⅱ 　平成31年度都市鉄道関係予算
の概算要求について
■特別寄稿
　 鉄道整備のメンテナンスへのICT
の応用

　　（公財）鉄道総合技術研究所
■ 特集　地下鉄の「安全・安心への
取組み」～進化を考える。

　　東日本旅客鉄道株式会社
　　横浜市交通局
　　東京地下鉄株式会社
■ 歴史シリーズ
　「鉄道開業100年の歴史を超えて」
　 東武鉄道における鉄道事業について
　　東武鉄道株式会社　広報部
■リニアメトロ歴史シリーズ⑶
　 都営地下鉄大江戸線の歴史を辿る
■地下博シリーズ
　 「写真で見る地下鉄今昔展」
　 ～昭和30～40年代・東京の街並
みを中心に～（１）

　　（公財）メトロ文化財団地下鉄博物館
■沿線散策
　　名古屋鉄道株式会社
■賛助会員だより
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